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第二五話　緊急招集





　
聖華暦
 せいかれき

 八二九年五月——

　リサはシェンフゥと並び、慣れ親しんだ寮の食堂で朝食を摂っていた。執行者養成機関を三月に卒業した後、この場で食事を摂るのは実に二か月ぶりだ。

「久しぶりですね、リサ先輩」

　リサの向かい側の席には、在学中のアミラとシェリーが寄り添うように座っている。アミラの朝食の定番となっているハムエッグプレートからは、半熟の目玉焼きがまだ熱い湯気を立てていた。

「合宿はどうだったんですか？　そろそろ初任務と聞きましたが——」

　一口大に千切ったパンを上品な仕草で口に運びながら、シェリーが訊ねる。傍らのアミラも興味津々な様子で相槌を打つ代わりに尻尾を左右に揺らしている。

「多分、もうすぐなんじゃないかしら。ミリスの班も今朝には戻るはずだし……」

　卒業後二か月に及ぶ実戦訓練を兼ねた合宿は、親友のミリスとは離ればなれだった。引率のミランダによると、合宿開始早々にミリスの班を引率していたステファンに緊急招集が入り、数日の待機期間ののち、別の先生の引率に代わるというトラブルがあったらしい。

「はぁ……。ご主人を独り占め出来るのも、今日限りじゃのぅ」

「誤解されるようなこと、言わないの。あんたはただの従者でしょ」

　隣でしきりに溜息を吐いているシェンフゥの太腿を、テーブルの下でつねる。

「おぉう……」

　シェンフゥがもじもじと身を
捩
 よじ

 り、その尻尾をぴんと立てた。

「相変わらず、仲良しなんですね」

「腐れ縁よ。コイツのせいで」

　微笑ましく目を細めるシェリーに、リサは苦く顔を歪める。

「二人みたいに、惹かれ合って……とかなら、もっとマシなんだろうけど」

「ちょ……。改まって言われると恥ずかしいです」

「本当のことなんだから、いいでしょ。アミラ」

　照れるアミラの頬に手を触れ、シェリーがじっとその目を覗き込む。アミラはすぐに微笑んで頷き、照れ隠しに残していた目玉焼きの黄身を一口で食べた。

　アミラとシェリーは、恋人同士になって久しい。離れている間にその仲をさらに深めたであろうことは、二人の柔らかな表情から推しはかることができた。

「なにを言っておる。わしとご主人の出逢いは運命じゃぞ！」

「そう思ってるのは、あんただけでしょ」

「ぎゃん！」

　いつものようにシェンフゥの頭に軽く手刀を叩き込む。と、有事に備えて持たされていた緊急用の通信機《エニグマ》がけたたましい音を立てて振動した。

「緊急招集！？　行くわよ、シェンフゥ！」

「あたし、片付けておきます！」

「お願い！」

　一瞬で事態を察したアミラたちに送り出され、リサは寮から時計塔に向けて疾走した。





　　　＊
 　＊
 　＊






　時計塔を備えた聖拝機関本部の建物内に入ったリサとシェンフゥは、内部の暗さに目を慣らす余裕もなく、大ホールを疾走する。

　彫刻の立ち並ぶ次のホールを突っ切って、セントラルホールへ進むと、通路の真ん中に二人に向かって手を振るミリスの姿があった。

「ミリス、戻って来たのね！」

　親友の姿に気がついたリサが、さらに速度を上げる。

　ミリスも、リサを迎えるように両の手を大きく広げた。

「うん。早速呼び出されちゃったけどね。リサたちもでしょ？」

　腕の中に飛び込んだリサの髪に口付けながら、ミリスが名残惜しそうに抱擁を解く。

「もっと色々したいんだけど、急がないと遅刻しちゃうよね」

　唇の隙間から舌先を覗かせたミリスが、つと進み、ホールの突き当たりにある螺旋階段の支柱に手のひらを押し当てる。

「……そうね。あいつ、待たされるの嫌いって言ってたし」

「続きは後でゆっくりやろうねぇ」

　ミリスは頷き、支柱を両手で握り込むと、ゆったりと脚を蹴り上げた。

「それは別に、どっちでもいいんだけど……」

　白い脚を支柱に絡ませながら、艶やかに踊るような動きで階上へ上っていくミリスを追いかけ、リサも螺旋階段を上っていく。

　螺旋階段の支柱を真っ直ぐに上るミリスの姿は、もう最上階へと到達しつつある。

「リサ、早くぅ」

　支柱から手を離し、開脚を披露しながら最後の踊り場に降り立ったミリスが、甘い声でリサを読んだ。

「……おぉぅ……」

　階下から響いたシェンフゥの声が、螺旋階段の吹き抜けにこだましている。どうやらミリスのスカートの中を様子を凝視していたらしい。

「馬鹿なことやってないで、早く来なさい！」

「ふふふ、わしの力を見くびるでないぞ、ご主人！」

　声高に笑ったかと思うと、シェンフゥが突然高く跳躍する。

「えっ、速い！？」

　そのまま勢いをつけ、軽やかに階段を数段飛ばしで登り始めると、あっという間にリサを追い越し、最上階手前のミリスに迫った。

「かかかっ、わしの縮地は見破れまい！」

「……ふふふ。私も真似しちゃおうっと」

　ミリスは余裕の表情で微笑むと、蝶のような軽やかさで跳躍し、あっという間に最上階に辿り着く。

「ちょ、ちょっと待って……！」

　一人階下に残されたリサは、全速力で螺旋階段を上る羽目になった。





「はぁ……っ、はあっ……」

　時計塔の最上階にあるアルバレックの執務室の前で、リサは荒くなった呼吸を整えている。

「ふふふ、良く頑張りました」

　膝に手をついて息を切らすリサの背を、全く呼吸を乱していないミリスが穏やかに撫でている。

「これからが本番よ、ミリス。きっと初任務だわ」

　リサは、気を引き締めるように頬を叩くと、一度息を止めてから深く吸い、執務室の扉を叩いた。

「失礼しま——」

　呼びかけながら扉を開くいたその瞬間、鋭い刃物のようなものが、三人の間を擦り抜けていった。

「え……？」

　振り返ると同時に、三本のペーパーナイフが、螺旋階段の支柱に当たって落ちる。

「遅ぇ！　適性試験に合格したからって、浮かれてんのか！？　ああっ！？」

　
投擲
 とうてき

 の構えを崩しながら、執務室の安楽椅子に背を
凭
 もた

 れたアルバレックが、苛立ったように椅子を揺らしている。

「てめぇらは、まだスタート地点にも立っちゃいねぇぞ！」

「……誠に申し訳ございませんでした」

　咄嗟に頭を垂れるが、アルバレックは、不機嫌に鼻を鳴らし、三人を睨めつけた。

「次からは三分で来い！」

「……そんな——」

「イエスサー」

　言いかけたリサの言葉を遮り、ミリスが目配せする。

「…………」

　ぐっと言葉を呑み込んで改めて室内に歩を進めるリサに、ミリスがソファの方を視線で示した。

「あ……」

　その視線を辿ると、ソファに埋もれるようにして寛ぐ真紅のフードを被った先客の姿があった。

「お姉ちゃん」

　親しげに呼びかけるミリスの声に反応して、先客が気怠く片手を挙げて一瞥を寄越す。

　ミリスが呼びかけた名と、先客の傍らにある巨大な鋏に気づき、リサは緊張に背筋を伸ばした。

（代行者ラミィ・ザ・ブラッドシザース……。この人が……）

　代行者とは聖拝機関を運営する管理者である。機関長であるアルバレックを

№
 Ⅰ

 ナンバーワン

 から始まり、

№
 Ⅹ
 Ⅲ

 ナンバーサーティーン

 までの計十三人がその名を連ねている。

　代行者という名の由来は、聖拝機関の創設者の役割を代行していることが理由らしいことは、養成機関の在籍中に報されていた。

　ミリスが『お姉ちゃん』と呼んだのは、二十歳の時に二の聖典『ブラッド・シザース』を継承した代行者

№
 Ⅱ

 ナンバーツー

 、ラミィ・ザ・ブラッドシザースのことだ。

　普段は複数人の代行者と共に、執行者の外征部隊を率いて魔界での任務に当たっているはずの人物である。

（どうしてここに……）

「ふふふ。お姉ちゃんとお仕事だったら嬉しいな」

　思案を巡らせるリサの耳に、ミリスの無邪気な囁きが聞こえる。

　ミリスはラミィの方を見つめたまま、嬉しそうに顔の前で手を合わせて身体を揺らし、半歩下がってリサの後ろに並んだ。

「……さて、お前ら四人を呼んだのは他でもない」

　煙草に火を点け、深く吸い込んだアルバレックが、机の上の書類の山から書類を二つ掴んで投げる。

「わっ！」

　リサとシェンフゥが投げ寄越された書類を同時に受け取る。アルバレックはその様子を一瞥し、煙草の端を噛みながら片方の唇を吊り上げた。

「喜べ、初任務だ」

　そう言われて書類の表紙に視線を落としたリサは、思わず顔を強ばらせる。

「
愚者
 フールズ

 じゃと……？」

　リサの異変に気づいたシェンフゥが覗き込んで呟いたが、リサはすぐに取り繕うように唇の両端を持ち上げて微笑みの表情を浮かべた。

「リサとラミィ、お前らはカレル・カーナで
愚者
 フールズ

 の調査だ」

　それを見抜いたようにアルバレックが追い打ちをかける。

「わしは？　ご主人と一緒ではないのか？」

「てめぇはミリスと
香蘭
 コウラン

 へ行け」

　シェンフゥが尻尾を下げて訴えたが、アルバレックは意に介さずに続けた。

「詳細は？　元執行者とやらの名前しかないが——」

「そこに書いてある通りだ。ラルゴ・ローエンに聞けば解る」

「しか——」

「わかったわ」

　食い下がろうとするシェンフゥを片手でそっと遮り、ミリスが代わりに返事をする。

「……ど、どうしてわしが初任務でご主人と一緒じゃないんじゃぁ！？」

　が、シェンフゥは耐えられないといった様子で大仰に頭を抱えて叫んだ。

「てめぇはリサに甘すぎる」

　アルバレックの万年筆が飛ばされ、シェンフゥの額に命中する。

「ぎゃんっ！」

　シェンフゥは小さく悲鳴を上げてその場に
蹲
 うずくま

 り、低く呻いた。

「大丈夫？」

　傍らに屈んだミリスが、力なく下がったシェンフゥの耳をそっと撫でて宥めている。

「否定出来ねぇよな？　なあ、そうだろう？」

「そ、それは……」

　紫煙を燻らせながら問い詰めるアルバレックの言葉は、正論だった。口ごもってしまったシェンフゥからリサへと視線を移したアルバレックは、ふっと息を吐き、険しく目を細めた。

「さて、今回の任務では、お前らに執行者としての覚悟を見せてもらう。……特にリサ・エーデルワイス！」

「覚悟なら、出来てます！」

　名指しで呼ばれたリサは姿勢を正し、声を張り上げる。

「お前の覚悟は、優等生の『お勉強が出来ます』って感じのレベルだ」

　その宣言を鼻で笑って、アルバレックは机の上の灰皿で煙草を揉み消した。

「断言してやる。このままだとお前は潰れる。どうせ潰れるんなら、初任務でそれを知っておけ」

　まだ長い煙草がアルバレックの指先で揉み消され、一筋の煙を残して消える。

　ソファに凭れていたラミィは、我関せずといった様子で紅茶を啜っていたが、アルバレックの視線が向けられると即座に反応して首を巡らせた。

「ラミィ」

「んっ？」

　ティーカップから手を離したラミィが、真っ直ぐにアルバレックを見つめる。

「これはお前の新人教育でもある。『生かす』ことを考えて指導及び任務に就け。忘れんなよ、お前だけの命じゃねぇってことを」

「わかってるよ。心配すんな、アルバ」

　苦笑を浮かべたラミィがフードを払いのけて立ち上がり、大股でリサの元へ寄る。

「え……」

　リサが反応するよりも早く、その肩に手を回し、ラミィはその身体をやんわりと引き寄せた。

「……あ、あの——」

「任務のことなら先に聞いてる。オレに着いてこい」

「わかりました」

　ラミィに肩を組まれたまま、リサが執務室を後にする。

「ご主人……」

　擦れ違いざま、未練で耳をしゅんとさせているシェンフゥが囁いたが、リサは目を合わせなかった。

「ミリス——」

　敢えてシェンフゥを見ないようにしながら、リサはミリスと目を合わせて笑顔を作る。

「こいつのことをお願いね。……身の危険を感じたら容赦なく殴っていいから」

　作り笑いの陰に、アルバレックの言葉から受けた衝撃が覗いている。

「うん、わかったわ」

　その表情に気づきながら、ミリスも笑顔で手を振ってリサを見送る。

「ごしゅ——」

　シェンフゥがまだ何か言いたそうにしていたが、扉を閉めるとそれもすぐに聞こえなくなった。

「いいのか？」

　肩を組んで螺旋階段を下りながら、ラミィが後ろを視線で示す。

「…………」

　リサはそれに答えようとしたが、すぐに言葉が出ず、もどかしく唇を噛んだ。





　　　＊
 　＊
 　＊






　夕映えの中に、巨大な艦影が浮かび上がる。

　聖拝機関の特殊作戦艇である陸上巡航艦メルカバは、聖都ヴァース・ランの外れの
船渠
 せんきょ

 に係留されていた。

　甲板上の
檣楼
 しょうろう

 には、
艦橋
 かんきょう

 が設けられ、艦長と思しき白の制服に身を包んだ人物の姿が見える。

　ラミィが片手を挙げて合図すると、船渠の扉が開かれ、甲板から
舷梯
 タラップ

 がゆっくりと降ろされた。

「お待ちしておりました」

　乗組員と船長がラミィとリサを敬礼で迎える。

「おう、急で悪ぃな」

　全員が部下らしく、ラミィは気軽に応じながら船長の肩を叩き、
倉口
 ハッチ

 から艦内へと下っていく。

　リサはひたすら恐縮しながら全員に頭を下げて回り、ラミィの後を小走りに追った。

「……ラミィさん？」

　艦内の暗さに目が慣れる前にラミィの姿を見失い、呼びかけながら周囲を見渡す。

「わっ」

　二人を迎えた巡航艦メルカバが、動力音を響かせたかと思うと、即座に運航を開始した。

　都市部と異なり、舗装されていない道を進み始めたことで艦内は、地響きを立てるように揺れ、リサは思わず壁に手をついた。

「こっちだ、こっち。早く入れよ」

　リサの上げた小さな悲鳴に気づいたのか、或いは歩調の合わない新人に痺れを切らしたのか、どちらともつかない声でラミィが奥の部屋から顔を覗かせて手招く。

「はい！」

　呼び声にリサは慌てて声を張り上げ、廊下を疾走した。

「散らかってるが、気にすんなよ」

　扉を片手で押さえながら、ラミィが室内へリサを促す。

　通された部屋は狭い廊下からは想像もつかないほど広々とした構造で、座り心地の良さそうなソファとローテーブルが整然と並べられていた。

　清掃が行き届いた室内には雑多な感じは微塵もなく、外の様子が窺える円形の窓も指紋ひとつなく磨かれている。

　唯一ラミィの表現に該当するものといえば、ローテーブルの上の書類ぐらいだ。

　その書類も、リサがアルバレックから与えられたものと全く同じものが広げられているだけで、余分なものは何一つ置かれてはいない。

「……ここは……？」

「オレの部屋だ。隣は私室、こっちが応接室みたいなもんだな」

　奥の扉を目で示しながら、ラミィがゆったりとソファに身体を沈ませる。

「…………」

　座るべきか否か迷っていると、それに気づいたのか、ラミィが苦笑を浮かべてリサを仰いだ。

「どうした？　別に取って喰ったりしねぇぜ？」

　ソファの座面を叩きながら、ラミィがリサを誘う。

「し、失礼します……」

　入り口の扉の前で棒立ちになっていたリサは、ぎこちなく頷き、ラミィの隣に座した。

「おう。もっと寄れよ。それだと書類が見えねぇだろ」

「はい……」

　リサの肩を抱いて引き寄せながら、ラミィが書類を捲り始める。

「詳しいことは、このステファン・ローズウッドからの報告書に書いてある。後で読んでおけ」

　アルバレックから預かった書類を取り出し、ローテーブルの上に並べる。

　ラミィが示した紙の束に見覚えのある顔写真が載っていることに気づき、リサは思わず息を呑んだ。

「ステファン先生ですか……？」

「ああ、知ってんのか？」

　ラミィが該当するページを示し、リサに差し出す。紙面には、商人に
扮
 ふん

 したステファンの姿があった。

「……はい。私たちの指導官でした」

　つい二か月前まではその教えを毎日のように受けていたのだ。それがどうしてこんなことになっているのか、思考が追いつかない。

「あいつが指導官ねぇ……」

　顔写真を指でつつきながら、ラミィが目を細める。

「やっぱ、歳、取ったか？　腹とか出てたか？」

　書類に写された写真では肩から上しか窺うことが出来ないが、リサの記憶には鮮明にその姿が残されている。

「確かにちょっと……お腹は出てきましたけど……」

　言葉を選びながら答えると、ラミィは膝を叩き、楽しげに笑った。

「ははは、だろうな。今頃は中年くらいか、目に浮かぶぜ」

「……知ってるんですか？」

　優れた指導官でもあったステファンは、気さくで誰にでも優しく、面白い冗談で和ませていた。その日々がつい昨日のことのようだ。

「まあな。オレはこう見えて、二百歳は超えてるわけだし」

「あ……」

　忘れていたわけではなかったが、本人を目の前にするとそのことを忘れてしまう。見た目の年齢は、ミリスとそう変わらないのだ。

　その理由は、代行者たちが扱う聖典と呼ばれる武具にある。聖典はその所有者に特別な力を与える。ラミィが継承した二の聖典『ブラッド・シザース』は命を吸う力があり、その能力により不老となったラミィは、自分とは違う理由で見た目が変わらないのだ。

「……ステファン先生って、実力もあるんですよね」

　気づいたばかりの自分との共通点を語りたい気持ちをぐっと抑え、会話を継続する。ミリスらの班の引率を差し置いてまで向かわなければならなかった任務、それを知らなければならない。

「ああ、一見あんな温厚そうな感じではあるが、魔族には容赦がないぞ。アルバも一目置いてるし」

　ラミィは頷き、報告書を指先でなぞりながらステファンの功績を示した。

「いずれ聖拝機関の重要なポジションに就くなんて話もある。あいつは優秀で戦闘時には常に冷静沈着だからな。オレと違って」

　冗談とも本気ともつかない一言を加えて、ラミィが笑う。

「そうなんですね……」

「……で、そのステファンと連絡が取れないっていうのは、異常事態ってわけだ」

　懐かしく記憶を辿っていたリサを、ラミィの静かな声が現実に引き戻した。

「カレル・カーナ……
愚者
 フールズ

 ……」

　報告書に並ぶ文字を辿りながら、その不穏な並びにリサも顔を曇らせる。

「いつから連絡が取れていないんですか？」

「ああ……。救援要請を受諾して、聖都で休養していたオレが救援に行くことに決めたのが、つい昨日のことだ」

　ローテーブルに並べられたままの書類が、ラミィの話を裏付けている。

「だが、救援要請を最後に連絡が途絶えたまま……」

　そこまで言って、ラミィは険しく顔を歪めた。

「私たち二人で、ステファン先生の捜索と救援、
愚者
 フールズ

 の調査を行うんですよね」

「そういうことになるな」

　
愚者
 フールズ

 ——魔族に魂を売るか、あるいは心を屈して魂を汚染された人間の総称だ。座学での知識では理解しているつもりではあったが、自分がその
愚者
 フールズ

 と対峙することになろうとは考えてもみなかった。

「…………」

　報告書には、人間だった頃の生活様式を模倣して社会に潜伏している可能性が高い、と書かれている。

（つまり、見た目はほとんど人間ってことなのよね……）

　愚者の特徴である血走った赤い目も、身体に浮かび上がる呪印も、犯罪組織が
蔓延
 はびこ

 るカレル・カーナでは目立った特徴ではないだろう。

　組織に忠誠を誓う——或いは箔を付けるための入れ墨と、違法薬物による目が血走るほどの興奮状態は、あの街では珍しくないのだ。

「ステファン先生が、愚者にされている可能性もあるんですよね？」

　一度愚者となった者は魂が汚染されてしまうため、人間に戻すことは不可能とされている。ふと感じた恐ろしい予感を口にすると、ラミィは苦笑を浮かべて緩く首を横に振った。

「さあ、どうだろうなぁ。結局のところ、見つけ次第『処理』すればいいだけのことだ。そのためにオレが呼ばれてる」

「処理……」

　当然のようにラミィが口にした言葉の重さに、リサは俯いて息を吐く。聖拝機関の執行者が愚者と遭遇した際は、速やかに処理するのが規則になっていることを思い出した。

「……新人の私に、この任務が務まるでしょうか……」

　しかも、聖拝機関の代行者№
 Ⅱ
 のラミィに救援要請がなされるほどの任務だ。今更ながらそのことに気づき、不安が思わず口を突いて出た。

「ついでに新人教育も兼ねてってことで、アルバがお前を回してきたんだ。安心しろ。オレが務めさせてやる」

　顔を曇らせたままのリサに明るく声をかけながら、ラミィがその背を叩く。

「でも……」

　励まされたところで、憂鬱な気分は晴れない。戦闘能力でミリスに劣る自分が、ラミィの足手まといになるのではないかという不安がリサの中で膨らみ始めた。

「ん？　なんかありそうな顔だな。吐き出しちまえよ」

　ラミィが席を立ち、窓際の棚の上の荷物を探り始める。

「吐き出すもなにも……」

「ほら！」

　荷物の中からなにかを取り出したラミィが、リサに投げ寄越す。

「わっ！」

　慌てて受け取ったそれが酒瓶であることに気づき、リサが驚いてラミィを見つめる。

「まあ、飲め」

　ラミィは手近にあったペーパーナイフで器用にコルクを抜き、瓶のまま酒を
呷
 あお

 った。

「え、でも……」

　戸惑うリサの手に握られた瓶にペーパーナイフを突き立て、鮮やかにコルクを抜き去る。

「オレが良いって言ってんだ。付き合え」

「……い、頂きます」

　栓の抜かれた瓶から、ゆったりと酒の香が立ち上ってくる。その魅惑の香りにリサは目を閉じ、瓶から直接喉を鳴らして飲んだ。

「意外と飲めるじゃねぇか」

　ラミィがにっと笑いながらリサの飲みっぷりを眺めている。

「美味しいですね、これ」

　初任務への緊張も手伝って、リサはラミィに促されるまま一本、また一本と酒を飲み進めていった。





「……エーデルワイスってことは、エーデルワイス家のお嬢様なんだろ？」

　四本目の酒を開けたところで、ラミィが穏やかな口調で問いかけてきた。

「家には事情があって戻れないですけど、一応は……」

　瓶を両手で持ち、そこに映る自分の顔を見ながら呟くように答える。

「文武両道で成績優秀、総合主席ってことなんだから、まあ、気にすんなよ」

　到着までにアルバレックから
凡
 およ

 そのことは聞いていたのだろう、客観的に自分を評されて、リサは静かに溜息を吐いた。

「そうなんですけど……、でも座学が良いだけで、実技ではミリスの次席ですし——」

「それも経験がどうにかしてくれるさ」

　ミリスの戦闘能力と比較すれば、どうしても自分は劣る。嫉妬ではなく諦めにも似た感情が滲み、リサは力なく
項垂
 うなだ

 れた。

「そう落ち込むなって。大体、執行者になるってことは、端的に言えば、魔族専門の殺し屋になるってことだ。その覚悟は出来てるんだろ？」

「はい……」

　ラミィの言葉と、アルバレックの言葉が記憶の中で重なる。わかっているつもりで頷いたが、泣き出しそうな声が漏れた。

「あー……」

　がしがしと後頭部を掻きながら、ラミィがもどかしそうに酒を飲み干す。空になった瓶を床に転がしながら、ラミィは改まったようにリサの顔を覗き込んだ。

「なあ、お前。人間は殺せるか？」

「え……？」

　思いがけない問いかけに、リサは表情を凍りつかせた。が、すぐに質問の意図を読み取って取り繕うように口を開いた。

「そ、それが凶悪な殺人犯とか、そういうのなら制裁は受けるべきだと思います」

「まあ、そうだろうなぁ……。そう思うだろうな、普通は」

　頷きながら呟くラミィの言葉の意味がわからずに、リサは目を瞬く。ラミィはそんなリサから視線を外し、新しい酒を取ると、コルクを抜いてリサに手渡した。

「良くも悪くもお前は、エーデルワイス家のお嬢様だよ」

「……どういう意味ですか？」

　その言葉が、褒め言葉でないことだけはリサにもわかる。純粋に興味を持って訊ねると、ラミィは苦笑を浮かべてリサの肩を叩いた。

「勘ぐるな。その言葉の通りだよ。とにかく、お前は新人なんだ。まずは自分の身を守ることだけ考えろ。オレの背中についてくれば、とりあえず死ぬことはねぇから」

「私もちゃんと戦えます」

「口だけはいっちょ前だな」

　怒りに自然と膨らんだ頬を、ラミィが片手で柔らかく押しつぶす。からかうようなその仕草に、リサは頭を振って、ラミィの手を振り払った。

「まあ、それだけ怒りの感情が湧くってことは、図星なんだろうな」

「図星……」

　ラミィの口調からは、からかいの意図は感じられない。純粋に自分を心配しての発言だったのだろうということに気づき、リサは長く息を吐いて、気分を落ち着かせながら目を伏せた。

「……やっぱり私は、執行者に向いていないんでしょうか」

　アルバレックの発言が、棘のように胸に刺さっている。

　烙印を押された気分で呟くリサを横目に、ラミィは静かに酒を飲みながら口を開いた。

「さあな。それを決めるのは、オレたちじゃない。お前自身だ」

「……私には——」

「まあ、オレやアルバが心配しているのは、もっと本質的なところなんだがな」

　一瞬だけ目を合わせ、ラミィが穏やかな口調で諭すように言う。

「本質的なところ……？」

　目を瞬き、リサが問い返すと、ラミィはまた困ったように頭を掻き、残りの酒を飲み干した。

「あー、それを話すのは面倒臭ぇな……。何れ解るだろうし、今は細けぇことは気にすんな」

「……もう十分飲んだだろ？　ほら、来いよ」

　手元に残っていた酒を奪ったラミィが太腿を叩き、リサを促す。

「え？　なんで？」

　膝枕を勧めるような仕草にリサは目を瞬き、拍子抜けしたような声を上げた。

「飲んで、それだけ泣いて怒ったら、眠くなってきただろ？」

「別に、泣いてないです」

　目許を強く擦りながら、リサが語気を強める。

「いいから。遠慮すんなよ」

　ラミィはそれに苦く笑うと、リサの肩に手を回し、強引に太腿の上に頭を押しつけた。

「だから、なんで……」

　抗うことができず、されるがまま太腿の上に落ち着く。改めて呟いたリサは、困惑の表情でラミィを見上げた。

「甘える時は膝枕って、相場が決まってんだよ」

　リサから取り上げた酒の残りを飲みつつ、ラミィが笑顔を向ける。すぐには納得できず、落ち着きなく部屋を見回していたリサは、観念してラミィを上目で見つめ、切り出した。

「……なにか、話してくれますか？」

「ミリスの話と、アルバの話、どっちがいい？」

　その言葉を待っていたかのように、ラミィがリサの頭を撫でる。

「……話しやすい方で」

　ラミィに撫でられながら目を閉じ、リサはゆっくりと体勢を変えた。

「じゃあ、アルバだな。ミリスからオレの出自は知らされてるか？」

「え……」

　スラム街フェルティリジーロの名も無き孤児。知識として覚えてはいたが、咄嗟に答えることが出来なかった。言葉を詰まらせたリサの反応にラミィはその髪を軽く叩き、明るく笑った。

「その顔は、知ってるってことだな。機関に来る前のオレはストリートチルドレンの
代表格
 リーダー

 だったし、その後は殺人犯だった」

「……はい……」

　聖華暦六○三年に自由都市同盟を震撼させた連続殺人犯『
切り裂きラミィ
 ラミィ・ザ・リッパー

 』の名は、リサでも知っている。その連続殺人犯とラミィが同一人物であることも。

「言っとくが、オレの殺人は復讐のためだ。マフィアしか狙ってねぇ」

　事件の概要は座学か、図書館の資料で読んで覚えている。返事をすべきか迷っているうちに、ラミィが続きを話し始めた。

「あー……。復讐の話は長くなるな。……こっちはまたの機会にしよう。……とにかくオレは、仲間たちの命を奪ったマフィアへの復讐だけを考えて生きてきた。その考えを改めさせてくれたのが、アルバだ」

　ラミィが聖拝機関に入るきっかけは、ミリスから聞かされている。首を動かして相槌を打ち、リサは次の言葉を待った。

「オレたちは生きるために、あらゆるものを利用してきた。大人を利用し、利用され、そうした駆け引きが日常だったんだが、アルバのヤツは違った。あいつは駆け引きなしに、オレのことを大事にした。オレもそれに興味が湧いた」

　酒で喉を潤しながら、ラミィが淀みなく過去を語る。

「あいつは復讐の先になにがあるかを知ってた。オレは自分の命と引き換えにしても、復讐を果たすと決めていたが、アルバがそれを揺らがせた」

　その過去が、ラミィの覚悟に相当するものなのだろうか。自分にはその覚悟があるのだろうか。

「アルバと共に在れば、自分も違う生き方ができるのかもしれない……。そう思ったオレは執行者を目指した」

　酔いが回ってきたこともあり、とりとめもない考えが頭の中を巡っている。こういうとき、必ず茶化してくるようなシェンフゥがいないことを、今日ほど心許なく思ったことはなかった。

「……まあ、そんなわけで、今はブラッド・シザースを継承した代行者なんだがな。質問、あるか？」

　話し終えたラミィが、照れたような笑い声を漏らしている。体勢を少し変え、ラミィを見上げたリサは、目が合うのを待ってから問いかけた。

「……その生き方は、変わりましたか？」

「あー、まあ、簡単には死ねねぇなってわかったぐらいかな。外征に行くにしても、オレが倒れれば全滅は免れない。だが、オレが生きてればなんとかしてやれる」

　ラミィは少し考えながら、それでも真剣に、答えになりそうな言葉を選んでいる。

「オレが生きてることで、どうにかできるものは多いらしい」

「…………」

　その言葉に偽りがないのは、真摯な目を見ればほとんど初対面のリサでも理解できた。目を合わせたまま語り終えたラミィが、リサの首を動かして視線を外しながら苦笑を漏らす。

「はははは、こういうの、慣れてねぇからなんか変な感じだな。……なあ、今ので答えになってるか？」

　髪を撫でられ、問いかけられると、不思議と気分が落ち着いて来ていることに気がついた。

「……はい」

「そっか」

　答えるリサの髪を指先で
弄
 もてあそ

 びながら、ラミィが頷く。

「じゃあ、そういうことだから、頼りにしておけよ」

　そう言われて頭を軽く叩かれると、重圧に感じていた初任務への緊張が解け始めていることに気がついた。

「お前のことは生かしてやる。オレと居る限りお前は死なねぇ」

　心強いラミィの言葉は、必ず実現するという強さを含んでいる。込み上げるもので胸が一杯になり、頷くことも出来ずにいると、ラミィがリサの頭に手をかけ、強引に上向かせた。

「……まだ足りないか？」

「いえ……」

　膝枕をされながら、髪を撫でられる。返事をしながら、穏やかな気分を取り戻したリサは、笑顔を作ってラミィの手に自分の手のひらを重ねた。

「ラミィさん……」

　なにか言いたかったが、なんと言うべきか思いつかない。もどかしく苦笑を浮かべていると、ラミィの反対の手が動き、リサの瞼をそっと覆った。

「そろそろ寝ろよ？」

「……はい……」

　促されるまま目を閉じてみる。リサの意識はそのうちに、ゆっくりと遠のいていった。
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　身体の上にかけられた薄掛けが、巡航艦の震動で床へと滑り落ちる。

　ひんやりとした空気が肌に触れ、ソファの上で身体を丸めて眠っていたリサの意識を覚醒へと導いた。

「……ん……」

　目許を擦りながら上体を起こし、室内を見回す。丸窓から見える景色は、仄明るいものへと変わりつつある、だが濃い霧がかかっているせいで、明るさ以外のものはほとんど見えず、どこになにがあるのかさえ、全く判別がつかなかった。

「……ラミィさん」

　明かりの消えたままの私室の扉に向かって呼びかけてみたが、返事も人の気配もない。テーブルの上には昨日の書類はなく、整然と片付いていた。

　ソファに座り直し、床に落ちた薄掛けを拾い上げたリサは、それを丁寧に畳みながらラミィの気配を探った。

「あっ」

　廊下から響いてくる靴音に気づき、ソファから立ち上がる。扉を開くと、金属製のトレイを二つ手にしたラミィが丁度そこに立っていた。

「おっ、タイミングばっちりだな」

　爽やかに笑いながら、ラミィが片方のトレイを差し出す。トレイの上には朝食が並べられ、まだ温かい湯気を立てていた。

「済みません……。こういうのは新人の仕事、ですよね」

「腹が減ったやつがやればいい。気にすんな」

　リサを追い越して脚で扉を閉めたラミィが、ソファに腰を下ろす。リサもそれに倣い、ラミィと向かい合うようにしてローテーブルの上にトレイを並べた。

「冷めないうちに食えよ」

　トレイの上の皿には、薄切りにした堅いパンと陶器のコップに注がれた牛乳、それと燻製ソーセージ、野菜のソースがかけられたスクランブルエッグが並べられている。

「ありがとうございます」

　想像の遙か上をいく豪華な朝食に、リサは思わず頬を緩ませた。

「卵まであるなんて……珍しいですね」

　調理したてのスクランブルエッグは、余程新鮮なのだろう、たっぷりとバターを含んでふっくらと半熟に仕上げられている。トマトをベースにした野菜のソースと絡めながら味わっていると、ラミィがソーセージを豪快に噛み切りながら頷いた。

「ああ、
艦内
 うち

 で飼ってる牛と鶏のだ。旨いぞ」

　言われてみれば、口にしたばかりの牛乳は人肌ほどの温かさで、味も一際濃く感じる。

「……ここで飼ってるんですか？」

　コップから唇を離して問いかけると、ラミィはがつがつとスクランブルエッグを流し込むように食べ、パンで残りを
掬
 すく

 いながら首を縦に振った。

「非常食も兼ねて乗せてるんだ」

「非常食……」

　平然と答え、ラミィが朝食を黙々と食べ進める。その言葉の通りであるならば、この卵を産んだ鶏や、乳を提供した牛は食用にする前提でこの艦に乗せられていることになる。

「……魔界に行くと食料調達が大変でな」

　呆然と呟いたリサの声が聞こえたのか否か、ラミィが残りのソーセージを囓りながら呟くように言った。

「あ、言っとくがそのソーセージは違うぞ。アルバのヤツに餞別でたんまりと用意してもらったんだ」

　リサが食べ進めないのを気にかけているのか、ラミィが牛乳を飲み干しながら補足する。リサは何と答えて良いかわからずに苦笑を浮かべ、急いで食事を喉へと流し込んだ。ほとんど味わう余裕もなく胃の中へ全ての食事を収め、口許を手布で清める。その間にラミィは慣れた手つきで食器を重ね、テーブルの端へと追いやった。

「足りたか？」

「はい」

　リサの返事に頭に手を置いて軽く撫でて立ち上がり、ラミィがソファの後ろから荷物を引っ張り出す。

「これ、頼んだぞ」

「はい！」

　渡された荷物の中身は瓶らしく、硝子同士がぶつかり合う音がする。

「あの、これは——」

「まあ、ゴミだ。街に入るまでは必要だから持っといてくれ」

　微かに感じる匂いから察するに、昨日自分たちが飲み干した酒瓶らしいことがわかる。袋を綴じている紐を広げて肩に掛け、リサも自分の荷物を
纏
 まと

 めた。

「降りたら、仕事の時間だ。気張れよ、新入り」

　言われて、船がとまっていることに気づく。
倉口
 ハッチ

 から甲板に出ると、
舷梯
 タラップ

 が既に降ろされていた。
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 　＊
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　乗船時と同じように船員と船長が敬礼で二人を見送り、ラミィは笑顔を見せて応じながら船を下りた。

　船を下りて暫く歩くと、巡航艦メルカバが立てた砂煙が晴れ、カレル・カーナの街が見え始めた。

「あれが、カレル・カーナ……」

　
聳
 そび

 え立つ尖塔が霧に霞んで見える。街までは、距離にしてあと数キロメートルといったところだろう。

「そうだ。あそこまで徒歩で向かうぞ」

「……はい」

　先導するラミィに従い、周囲に気を配りながら歩を進める。

「幸い魔族の気配はないみたいだな。まあ、襲ってきたところで返り討ちにするまでだが」

　ラミィが、腰に携帯した武器——鋏の
持ち手
 リング

 に触れながら足早に先を進んでいく。

　広い川沿いを街へと向かって進むと、深い川の中に旧暦時代の遺物が沈んでいるのが見えた。緑藻に覆われた古い建物の残骸を住み処にしているのか、時折小さな魚影が動いている。

「なんだ。やっぱり飯が足りなかったか？」

　魚影を眺めていることに気づいたのか、ラミィが声をかけてくる。

「あ、いえ……」

　リサは慌てて頭を振って声を上げると、いつの間にか離れていた二人の距離を縮めるべく走った。

「蒸し暑くなりそうだな」

　東の空が明るくなるにつれ、霧に覆われていた尖塔の姿が露わになる。街に近づくごとに霧は晴れていき、カレル・カーナの街の全貌が見え始めた。

　城郭都市であった名残を如実に残している堀は、
機兵
 きへい

 の接近を許さないほど深くて幅広く、都市を囲む城壁には大型の魔導砲も多数配備されている。街の入り口には武器を手にした門衛が険しい顔で佇んでいた。

「止まれ」

　ラミィとリサの接近にいち早く気づいた門衛が、魔導砲を向けて敵意を示した。

「おっと」

　ラミィは小さく声を上げて笑い、荷物をその場に落として両手を挙げる。

「オレの真似をしろ」

「了解です」

　リサもラミィに倣って荷物を落として手を上げると、複数の門衛が銃口を向けたまま駆け寄り、二人の荷物を改め始めた。

「……随分と重いな」

「開けていいぜ。なんなら二、三本持ってくか？」

　ラミィの荷物を改めていた門衛が、その返しに顔を見合わせる。

「心配すんな。中身は酒だ」

　警戒心を露わにする門衛に微笑みかけながら、ラミィが爪先で器用に荷を解いて見せる。

　酒瓶が上手く砂地に転がると、そのラベルを素早く読み取った門衛たちは顔を見合わせ、素早く二本を選んで抱えた。

「話が早くて助かるぜ」

　ラミィ、にっと笑って手を下ろし、荷物を持ち直す。

「あ、あの——」

　ラミィの荷物が自分のものとは違って中身の入った瓶であることに気づいたリサが、慌てて手を伸ばす。が、ラミィはそれをさりげなく
躱
 かわ

 して、リサの首を小脇に抱え、軽く小突いた。

「オレはラミィ、こっちは連れのリサだ。見ての通り、この荷物を届けに来た冒険者だ」

　そう言ってポケットから取り出した冒険者ライセンスを示す。聖拝機関が用意した精巧な偽造身分証を、賄賂を手にした門衛が見破ることが出来るはずもなく、彼らは友好的な笑みを浮かべて二人を街へと導いた。

「いいぞ、入れ」

「どうも」

　門衛たちを追い越し、ラミィが堂々と街へと入っていく。

「早く来いよ、リサ」

「は、はい！」

　リサも慌ててラミィに続いたが、不意に門衛の男が前に立ちはだかった。

「待て」

　呼び止められたリサがぎくりとして歩を止める。

「…………」

　恐る恐る振り返ると、門衛は笑顔を湛えてリサを見つめ、その肩を軽く叩いた。

「重いだろう。気をつけて運べよ」

「あ……、ありがとうございます」

　こういうとき、十三歳の少女から成長を止めてしまった身体は便利なのかもしれない。単純な励ましの言葉を向けられたリサは、空の瓶を苦心して運ぶ素振りを見せながら、ラミィの後を懸命に追いかけた。


第二六話　カレル・カーナの街





「上手く行ったな」

　街は夜が明けたばかりだというのに、露店の準備に勤しむ人々の姿が見える。

　建物の軒先を借り、或いは地面に支柱を立てて赤い日よけを立てるのは、主に子供たちで、大人たちは道端で雑談を交わしながら煙草や酒を
嗜
 たしな

 んでいる。

「……報告書通りですね」

　ラミィの後ろにぴったりとつくようにして歩きながら、声を潜めて呟く。ラミィは頷いただけで何も言わなかったが、聖騎士がいないカレル・カーナの街の治安はお世辞にも良いようには見えなかった。

　子供たちも薄汚れた
襤褸
 ぼろ

 のような衣服を纏い、大人たちの目を盗んで店の商品であろうものに
齧
 かじ

 りついている。その脇を朝まで飲み明かしていたらしき傭兵や冒険者が冷やかすように通り、残飯を投げ寄越しては品のない笑いを立てていた。

「…………」

　そういう世界があることは理解していたが、目の前で見ると虫唾が走るような嫌悪感が襲ってくる。任務の手前、面倒事を起こすまいとして自分を制し、リサは唇を引き結んで先を行くラミィの後ろ姿を追った。

「おっ、ここでいいか」

　大通り沿いの店を物色するように眺めていたラミィが、閉店の看板がかけられたばかりの酒屋を見つけて扉を叩く。

「今日はもう仕舞いだよ」

　眠気のためか不機嫌そうな恰幅の良い男が、染みだらけの前掛けを外しながらラミィを追い払う。

「まあ、そう言わず」

　閉じかけた扉に靴を挟んで身体をねじ込み、ラミィは自分よりも背の高い店主に挑むような視線を向けた。

「押し売りなら勘弁だよ」

「引き取って欲しいだけだ」

　ラミィが微笑みながら荷物の中から、酒瓶を取り出す。

「……なっ。グラナート……！？」

　店主は瓶のラベルを見て血相を変え、慌てて店の明かりに透かして瓶の中身を検めた。

「心配しなくても本物だ。熟成は若いが旨いぜ」

　ラミィがつかつかと店主に寄り、コルクを抜こうとする。

「や、止めてくれ！」

　店主は慌てて瓶を引っ込め、ラミィの荷物を興味深げに眺めた。

「……他のも見たいか？」

「ああ」

　店主が興味を露わに大きく頷く。ラミィは店のテーブルへと歩を進め、荷を解いて瓶を並べて見せた。

「グラナートにアモーレ・アルティジャナーレ……、こっちはラ・ブレーザ・フェリーチェ……？　おいおい、ファタ・デラ・フォレスタまであるじゃないか」

　店主が感嘆の声を漏らしながら、瓶を舐めるように眺めている。

「全部本物だ。保管状態も悪くないぜ」

「ああ、そうだろう……。俺の目は確かだ」

　余程酒に詳しいのか、店主がしきりに頷きながら酒瓶を見比べている。

「これを引き取って欲しい。事情があって運べなくなった」

「はぁっ！？　正気か！？」

　ラミィの言葉が信じられないというように、店主が目を剥く。

「そうだ。
序
 つい

 でにこの瓶も引き取ってくれると有り難い」

　その反応にラミィは満足げに頷くと店主は、快く頷き、リサから空の瓶を恭しく引き取った。

「はぁ、こんな酒が瓶の処理代と引き換えとはな」

　コルク越しでもある程度の匂いがわかるのか、店主が瓶の口に鼻先を触れさせながらしきりに匂いを嗅いでいる。

　ラミィはリサと目を合わせて頷くと、ポケットから紙片を取り出して店主の眼前に広げた。

「話が早くてオレも助かる。……ところで、ステファンという男を知らないか？」

「……ステファン？」

　広げられた紙片が行商人に変装したステファンの写真であることに気づき、リサも店主の表情に注目する。

「そう。中年の、腹が出た酒飲みだ。この街に入っているという噂を聞きつけたんだが」

　ラミィは表情ひとつ変えずに淡々と続けたが、店主は疑念の目を向けて言葉を濁した。

「さあ……」

「まあ、一筋縄じゃいかねぇよな」

　店主の反応に、ラミィが大仰に笑う。店主は苦笑を浮かべながら顎の無精髭をさすり、ラミィとリサを見比べた。

「なにかあったのかい？」

「いや、あいつには貸しがあってさ。今度会ったら、死ぬほど飯と酒を
奢
 おご

 ってもらう約束なんだよ」

　努めて明るく言うラミィが、店主との距離を僅かに詰める。

「ここだけの話、だから中々捕まらねぇのさ」

　そっと囁くように耳打ちされると、合点が行ったのか店主の警戒が解かれた。

「おうおう、それは気の毒だな。見つけたらあんたが探してたって教えてやるよ」

「おっと、それは困る」

　ラミィが口許に人差し指を立て、声を潜める。

「黙ってオレにだけ教えてくれよな。あんたの店を儲けさせてやるぜ。ステファンにならふっかけたって構わねぇ」

「ははは、そりゃあいい」

　店主はラミィの囁きに欠けた歯を見せて豪快に笑うと、自分の太鼓腹を叩いた。

「じゃあ、頼んだぜ」

「おう、任せとけ」

　店主に見送られながら、和やかに店を離れる。暫く微笑みながら手を振り返していたラミィは、その姿が店に消えるのを待って、リサと目を合わせた。

「……あの店主、ステファンを知ってるな」

　ラミィの推測に、リサも頷く。

「龍虎会のマフィアに潜入捜査してたって話は、まず間違いない。報告書の通りだろう」

「……どうするんですか？」

　ステファンのことを知っているとはいえ、あの店主からはそれ以上の情報をすぐには掴めそうにない。

「消息を知ってるとは思えねぇんだよなぁ。ひとまず、報告書がステファンのものだと仮定して動くか」

　ラミィも同じ考えだったらしく、横目でリサを見ながら小声で続けた。

「じゃあ——」

「魔族崇拝を行う教会の調査だな。最後の報告書によれば、その黒幕と龍虎会のマフィアを同一人物が束ねているらしい、というところまで調査は進んだらしい」

　ラミィの話を聞きながら、鞄から報告書の一部を取り出す。ラミィの話している該当箇所には暗号の羅列が続いており、改めて見ると地図のようにも見えた。

「それ、借りるぞ」

　一言断るのと、ラミィの手がリサの刀——
乱狐
 らんこ

 の柄を握って抜き放つのとは、ほぼ同時のことだった。

「あ……」

　油断していたわけではないが、反応を示す前にあっさりと武器を取り上げられ、思わず声を上げる。ラミィは鼻歌交じりに刀を地図に押し当てると、その刀身に映されたものに目を細めた。

「なるほどな。……返すぜ」

　刀を通じて何かをラミィはその意味を読み取ったらしいが、リサにはさっぱりわからない。

「……なにか、わかりましたか？」

　返された刀を鞘に戻しながら訊ねると、ラミィは苦笑を浮かべ、街を象徴する聖導教会の神殿跡を顎で示した。

「『女神去りし地を調べよ』——要するに、あの建物が怪しいってことだな」

「……今は使われていない建物、ですよね？」

　報告書にあったカレル・カーナの街の情報を、記憶の中で照合しながら問いかける。信仰者を失った聖導教会からは聖職者たちが去り、廃墟と成り果てているはずだ。

「さすがは優等生、よく覚えてんな」

　ラミィは笑みを浮かべ、乱雑にリサの頭を撫でると、大きく息を吸い込んだ。

「……まあ、取り敢えず、行ってみるか」

　提案に二つ返事で頷き、尖塔を目印に大通りを進み、聖導教会の神殿跡を目指す。

　赤の日よけが張られた大通りの露店には商品が並べられ、先ほどまでは居なかった黒服の男たちが、露店の子供達から商品や金を巻き上げている姿が目立った。

「…………」

　正義感が働いたリサが、反射的に眉を
顰
 ひそ

 める。

　その負の感情に勘づいたラミィが片手でそれを制しつつ、歩調を落としてリサに並んだ。

「黙って見ておけ。ここはそういうルールで動いてる街だ」

「……はい」

　場数を踏んでいるせいか、冷静な声だった。ラミィの言葉に、任務に当たっているのだという自覚で強く自分を制する。

　それでも声を荒らげたくなるような場面に何度も遭遇したが、どうにか揉め事を起こさずに大通りを進んでいった。

　冷静さを保ちながら、注意深く露店を観察しながら歩んでいく。不意に人の流れが変わり、リサは路地に吸い込まれる人の姿があることに気がついた。

「……？」

　微かな異臭に気づいて首を巡らせると、黒いローブを
纏
 まと

 った老婆が、路地の奥で人々に何かしらを売りつけている姿が見えた。

　客は老婆から品物を受け取ると、それを懐に抱き、あるいは荷物に紛れさせ、隠れるようにして、人混みに紛れていく。

「…………」

　ラミィに後れを取らないよう、彼女の背にも気を配りつつ、路地裏を注視する。

　暫く観察していると、他の露店は黒服の男たちが金を巻き上げたり商品を奪ったりしているのに対し、その老婆の露店にだけは近づく素振りすら見せなかった。横目で見ながら観察している間にも、露店商の老婆との距離は徐々に離れていく。

「ラミィさん」

　老婆のいる路地が見えなくなりかけたところで立ち止まり、ラミィを呼び止める。

「うん？」

　ラミィはのんびりとした調子で振り返り、ゆったりとリサのそばまで歩を戻した。

「あれ……」

　リサはラミィに身体を寄せると、小声で呟き、視線で老婆の露店を示した。

「……へぇ、なるほどなぁ……」

　一目でリサが言わんとしていることを察したのか、ラミィがにっと笑う。

「ちょっと待ってろ」

　そう言ってリサの頭を軽く撫でると、返事も待たずに老婆の方へと歩み寄っていった

「…………」

　緊張しつつリサがその背を見守っていると、後ろに回していた手の中に、突然何かが置かれた。

「！？」

　驚いて視線を振り返らせ、手元を見ると、真っ赤な林檎が置かれている。その傍らには薄汚れた少女の姿があった。素早く反応したリサの視線に怯えた目をした少女は、口許だけで、ぎこちなく笑って見せた。

「……いいわよ」

　押し売りなのだろうと理解しながら、リサは少女の目の高さに屈み、財布を取り出して少女に銀貨を握らせる。少女はとても驚いた様子でリサを見つめた。

「これで足りるかしら？」

　立ち去ろうとしない少女に、困惑しつつ優しく訊ねる。と、不意に殺気めいたものを感じて、リサは反射的に背後の人物を組み伏せた。

「ぐあっ！」

「えっ、子供……？」

　手を取り組み伏せたのが少年とわかり、咄嗟に手を緩める。リサの財布を手にした少年は、鞄に引っかかった紐を必死で引き、弾みで財布からばらばらと硬貨が零れた。

「あっ」

　少女が慌てた様子で拾い集め、そのまま逃げ去る。

「えっ、ちょっと……」

　気がつけば少年もリサのそばから離れ、姿が見えなくなっていた。

「……あーあ、派手にやられたなぁ」

　愕然とするリサの頭上からラミィの笑い声がする。

「次からは気をつけろよ」

　叱責を覚悟したが、ラミィは別段困った様子もなく、笑いながら林檎を取り、豪快に
齧
 かじ

 りついた。

「んっ、旨ぇ」

「……済みません」

　兄と妹の二人でスリや押し売りを働いていたのだと気づき、反省に頭を垂れる。ラミィは全く気にせず、笑いながら林檎を芯ごと咀嚼して平らげると、思い出したようにリサに品物を寄越した。

「まあ、何事も経験だ。これ、仕舞っておいてくれ」

　有無を言わさぬ視線から全てを察し、急いで鞄の中に仕舞う。

「後で使うからな」

　ラミィはそう言ってリサの肩を抱き、ゆったりと露店街を進んでいった。
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　聖導教会の跡地は、何者かが
塒
 ねぐら

 にしているのか生活の跡や気配が点在しており、さりげなく手入れがなされていた。

　建物周辺は草木が生い茂ってはいたが、人が通る場所は獣道のように開かれている。

「ここまで露骨だと、誰かが住んでるのは周知の事実らしいな」

　教会の傍らに残る傾いた納屋には、
呪
 まじな

 いでもするかのように針金が巻かれている。罅割れたガラス窓から納屋の中を覗くと、毛布や皿、鍋などの生活用品がきちんと整理整頓されて酒樽を加工したテーブルの上に置かれていた。

「でも、教会の方には誰もいませんね」

　一方の教会は、正面の扉や窓硝子が破壊されて荒れており、昼間の白い光が至る所から差し込んでいる。

　念のため内部に脚を踏み入れてみると、吹き抜けになっている尖塔のステンドグラスがガラスや瓦礫で荒れた床に美しい模様を映し出しているのが見えた。雨ざらしになった木製の長椅子は一部が朽ちて崩れ落ち、それを養分にしてか野花が白い花を咲かせている。一通り礼拝堂を見回したが、廃墟である以上の情報はなにもない。

「……外れ、ですか？」

「いや、そう急ぐなよ。
腹拵
 はらごしら

 えと行こうぜ」

　ラミィが長椅子の埃を払い、露店で手に入れた食べ物を広げ始める。

「ここで、ですか？」

「駄目か？」

　聞き返すラミィは既に食べ始めている。

「お前も呑むか？」

　どこで手に入れたのか、或いは一本だけ残していたのか、昼間だというのに酒の小瓶を傾けながら聞かれ、リサは思わず顔を背けた。

「任務中です」

「真面目ちゃんだなぁ。そういうところ、嫌いじゃないぜ」

　軽口を叩きながらラミィが手早く昼食を食べ終え、指を舐めながらリサを眺めている。

　リサは不満に頬を膨らませて教会の外へ出て行こうとしたが、背後でラミィが素早く立ち上がる気配を感じ、驚いて振り返った。

「どうかしましたか？」

　険しく顔を歪めたラミィが、荷物を手早くまとめてリサに寄る。

「……血の臭いがする」

「えっ？」

　有無を言わさず頭を押さえ込まれ、リサは崩れた長椅子の間に身を伏せた。

「このまま隠れるぞ」

　ラミィが耳許で声を潜めて言い、頬の横で指先を動かす。それが示すものを目だけで辿ると、黒いローブに身を包んだ人々がどこからともなく現れ、教会の入り口に並ぶのが見えた。

「…………」

　礼拝堂内に入ってくるのではないかと、息を殺して様子を窺うが、その気配はない。

「《扉よ、開け》」

　壁向こうで
嗄
 しわが

 れた声が厳かに唱え、何もない壁に邪紋が浮かび上がる。

　壁を透かせるように浮き上がる禍々しい赤い光が明滅を始めると、集まっていた人々が再び動き始める気配がした。

「え……」

　扉のない入り口越しに、黒いローブに身を包んだ人々が歩みを進める姿が見える。が、その人々は少しずつ姿を消し、暫くすると完全に気配が消えた。

「……行くぞ」

　起き上がったラミィが、素早く教会の入り口に寄る。念のため慎重に様子を窺ってから外に飛び出すと、教会の入り口を囲むように巨大な邪紋が取り囲んでいるのが見えた。

「……ここに吸い込まれた……？」

　先ほどまで確かにいたはずの人々の姿が、忽然と消えている。リサの呟く声に頷きながら、ラミィは邪紋に左手を伸ばした。

「……っ！」

　指先が触れた瞬間、激しく音を立てて光が弾け、ラミィを拒絶する。

「ラミ——」

　反射的に左手を引っ込めたラミィは、反対の手でリサの口を強く塞いだ。

「このぐらいなんともない。大丈夫だ」

「…………」

　口許は微笑んで見せているが、ラミィの視線からは決して大きな声を上げるなという厳しい忠告が感じ取れる。リサは無言で頷き、ラミィの手が口許から離れるのを待った。

「……まあ、古典的というか初歩的なヤツだな」

　リサから手を離したラミィが、自分のローブを脱いでリサに託す。

「預かってくれ。それと、さっきのやつ、出せるか？」

　リサは頷いて鞄から包みを取り出して渡し、預かったラミィのローブを丁寧に折り畳んで鞄に仕舞い込んだ。

「……うぇ、やっぱ、気色悪ぃ……」

　黒のローブを身に
纏
 まと

 ったラミィが、唇を歪めて
呻
 うめ

 く。

「なにかあるんですか？」

「見た方が早い」

　リサの質問にラミィは静かに息を吐くと、再度邪紋に左手を置いた。

「え……？」

　その手がすっと壁に沈むのを見、思わず目を瞬く。

　ラミィは壁から手を引き抜くと、黒のローブを摘まんでリサに示した。

「どうやら、この黒のローブが許可証みたいな役割を果たしてるらしい。お前の分もあるが、着とくか？」

「着ないと中には入れませんよね？」

　他の選択肢もあるのだろうか。ラミィの質問の意図が汲み取れずに首を傾げると、ラミィも困ったように眉を下げた。

「そういうことだ。けど、結構
厭
 いや

 な感じだぞ」

「大丈夫です」

　触った感じではなんの変哲もないローブだったように思う。ラミィの様子を見ていてもそれほどの危険性を感じなかった。

　余裕を見せて黒のローブを
纏
 まと

 ったリサだったが——

「うっ……」

　ローブを肩にかけた瞬間、酷い腐臭に目を見開いた。触れただけでは気がつかなかったが、身に着けた瞬間に嫌悪感を抱くような臭いや触感がべったりと肌にまとわりついてくる。

　例えるなら、人の皮を剥いでローブに仕立てたような気味悪さだった。

「……っ」

　思いついたたとえに、ぞくりと背を震わせる。一度想像してしまったものによって嘔吐しそうになりながら、リサは血が滲むほど唇を噛み、涙目で耐えた。

「行けそうか？　待っててもいいんだぞ」

「いえ、大丈夫です……」

　気を引き締めて、邪紋を見据える。

「じゃあ、ついてこい」

　ラミィはそう言ってリサの手を取ると、邪紋の中へと歩みを進めた。

「……もういいぞ」

　声をかけられ、無意識のうちに目を閉じていたことに気づく。慌てて目を開け、首を巡らせたが辺りは真っ黒な闇に包まれ、なにも見ることができなかった。

「ここは——」

「……魔族崇拝を行う教会、らしいな」

　重苦しく生温かい空気の中に、微かに血の臭いが混じっている繋いだ手を力強く握り返しながらラミィが答え、ゆっくりと歩を進め始めた。

「怖けりゃ目を
瞑
 つむ

 ってろ。どうせなんにも見えねぇけどな」

　軽口なのか励ましなのか判断のつかない言葉を向けながら、ラミィが手を引く。漆黒の闇が広がる洞窟のような空間は、歩みを進めるうちに少しずつ血のような赤い光で照らされ始めた。

「ここでビンゴだな」

　ラミィが歩みを止め、虚空に浮かぶ禍々しい両翼の龍のような邪紋を顎で示す。

「あれはタナトスの邪紋……」

「わかるのか？」

　見覚えのある禍々しい邪紋と、それに反応するように腐臭を増すローブに顔を歪めながら呟くと、ラミィが驚いたようにリサの顔を覗き込んだ。

「歴史の授業で習った覚えがあります。確か、人魔大戦時代の魔王とか……」

「ああ、その通りだ」

　記憶を辿ることで気を紛らわせながら答えるが、意に反して動悸が激しくなっていく。

「魔王の邪紋……、それを掲げているってことは——」

「まあ、そういうことなんだろうな」

　言い切ることができずに口を噤んだリサの手をゆっくりと解きながら、ラミィが先へと歩を進め、黒いローブに身を包んだ群衆の中へと紛れていった。

「————」

「……——」

　黒のローブに身を包んだ人々が、頭を垂れてなにかをぶつぶつと唱えている。

　その声に反応するように邪紋が明滅を始めると、人々の声も共鳴し、輪を成して大きくなった。

「あ……」

　閉じた空間が音もなく開き、同じ黒のローブに身を包んだ人物が姿を見せる。

「教祖様……」

　ローブで顔や頭は全く見えなかったが、人々はその人物に思い思いに祈りを捧げ、太い金の指輪を嵌めた左手の動きを見守っている。

「《恵みの雨を降らせよ》」

　教祖と思しき人物が低い声で唱えて両手を広げる。と、地下空間の上部に無数の邪紋が浮かび、金の粒がばらばらと降り注ぎ始めた。

　人々は声を上げて崇め、金の粒を手のひらに受ける。

　静観するリサの足元にも金の粒は転がってきたが、人々は床に落ちたものまでは拾おうとはせず、ただ邪紋の浮かぶ虚空だけを見つめている。

「……あ……」

　不思議に思い、再び足元に視線を落とすと、床に落ちた金の粒がその下の地面に吸い込まれるように消えていくのが見えた。

「…………」

　金の粒が消えた位置を爪先でつついてみたが、床にはなんの変化もない。足元を探っているうちに別の金の粒が落ち、試しに踏みつけてみると靴裏にあったはずの感触はすぐに消え、足を退けるとただの床があるばかりになっていた。

「《我らを崇めよ》」

　人々を誘うように、教祖の男が広げていた二本の腕をゆっくりと宙に向かって掲げる。

「教祖様」

「教祖様……！」

　降り注ぐ金の粒を集めることを止め、黒のローブを纏った人々も次々に教祖に
倣
 なら

 い、高く手を伸ばし始めた。

「《血と、命の欠片を捧げよ》」

「ああっ！」

　男の声が殷々と響き、群衆が陶酔を孕んだ叫びを上げる。

　邪紋は怪しく明滅して降下を始め、掲げられた人々の手に触れると、人々の腕から一斉に血が滴った。

「……っ」

　手首を守るようにして後ろに引っ込め、目の前の光景にリサが息を呑む。

「……どうやら——」

「！！」

　いつの間にかリサのそばまで戻っていたラミィが唇を緩やかに動かし、唇の動きを読むよう指先で促した。

　——これが、ステファンが突き止めたものの一部だ。





　　　＊
 　＊
 　＊






　群衆から戻ったラミィに誘導され、人々に紛れて地下空間を出ると、高く昇っていた陽が西に沈みかけていた。

　高台の聖導教会跡地から、夜に向かい始めた街を見下ろし、リサは
訝
 いぶか

 しく顔を
顰
 しか

 めた。

「……どういうこと……？」

　体感時間は、ほんの三十分程度でしかない。

「これとなにか関係があるらしいな」

　いつの間に手に入れたのか、金の粒を示しながらラミィが言う。

「……見たところ砂金だよな。これ、使えるかどうか試してみようぜ」

　ラミィが明るく言いながら、黒のローブを解く。リサもラミィに続いて黒のローブを解くと、冷たく冷えて鳥肌を立てた肌を手のひらで擦って温めた。

「これ、どうします？」

「持ち運びたくねぇよなぁ……」

　リサの表情からそれを察したらしく、ラミィが苦笑を浮かべる。

「だ、大丈夫です」

　見透かされたようで、慌ててローブを畳んだリサはラミィの真紅のローブと引き換えに鞄に詰め込み、入念に蓋を閉めた。

「…………」

　じっとりと肌を舐めるような視線が続いている。初めのうちは気のせいだと思えるような微かな気配だったものが、教会を離れて街に入ったところで、人混みに紛れて一層強い違和感として感じられるようになった。

「ラミ——」

「なあ」

　呼びかけようとしたところで、振り返ったラミィに突然抱き寄せられる。

「！？」

　唇同士が触れ合いそうなほど急激に接近したが、ラミィはその緊張を楽しむように鼻先を舐めただけだった。

「ちらちら見るな。計算のうちだ」

　リサの鼻先にからかうように口付け、
囁
 ささや

 く。

「やっぱり——、こっちがいいですね」

　リサは微笑んで頷き、唇に人差し指を立てて仕草だけで同意を示すと、ラミィは満足げに目を細めた。

「そっちは後でゆっくりしてやるさ」

　話を合わせてくれたのか、楽しげに笑ったラミィが肩を抱いて歩き始める。

　二人の注意が逸れたと解釈したのか、何者かの気配はさらにはっきりとしたものになり、後をつけられているという確信に変わった。

「……それにしても、腹が減ったな。飯にするか」

　ラミィが悠長に腹部の素肌を撫でながら辺りを見回し始める。

「え……？」

「昼、喰ってないだろ。お前も付き合え」

　一瞬で店を物色したラミィは、通り沿いにあった明らかに古びて薄暗い食堂へと進む。

「えっ、ここ？」

「こういうとこが旨いんだよ」

　不安を露わにするリサに笑いかけ、ラミィが扉を開いた。

「もうやってるか？」

「はいはい。やってるよ」

　ラミィの呼びかけに老齢の女主人が顔を出し、前掛けで手を拭いながらラミィとリサを値踏みするような目で見つめた。

「おばちゃん、これで食えるだけ出してくれ」

　金の粒を手のひらに載せてラミィが示す。

「はいはい」

　女主人はラミィに寄りながら手のひらを眺めていたが、そこにあるものが硬貨ではないことに気づいて驚いたようにラミィを見つめた。

「……あら？」

「駄目か？」

　小首を傾げて問うラミィに、女主人が全ての金の粒を受け取って検めながら、勘定をするように指先を動かしている。

「…………」

　無言のまま女主人の言葉を待っていると、女主人はそれを大事そうに前掛けのポケットにしまい、頬を緩めた。

「……うちの食材がこれで足りるかねぇ」

「ははは、そりゃ良かった。残りはチップにでもしてくれよ」

「まあ、気前の良いこと。お前さんたち、スリには気をつけるんだよ」

　気分を良くした女主人が、気遣いを添えてくる。ラミィはそれに大仰に顔を
顰
 しか

 めて見せ、後頭部を掻いた。

「もう
遭
 あ

 ってんだよな、これが」

「おやおや……」

　同情した様子で女主人がラミィとリサを口語に見つめる。

「それで、砂金を出してきたってわけかい」

「そういうこと」

　ラミィがにっと歯を見せて愛想良く笑い、リサもそれに合わせて口を開いた。

「……珍しいんですか？」

「ええ」

　女主人は深く頷き、前掛けの上からポケットの中の砂金を大切そうに撫でている。

「それで、注文はどうするんだい？」

「店のお勧めで頼むよ。腹が減ってりゃ何でも旨いからな」

　ラミィが適当な席に腰掛けながら、空腹であることを主張する。

「ふふふ、そうでなくても旨いのを用意してあげるよ」

　馴染みの客にでも見せるような笑顔を向けた女主人は、すぐに上等な酒と肴を用意し、二人の前に並べた。

「……どうも、
砂金
 こいつ

 が使われた形跡がないみたいだな」

「どういうことなんでしょう……。貯めこんでる、とか？」

　酒と肴を食べ進めるラミィを横目に、水を口にしながら首を傾げる。

「こんなとこで貯めこんでみろ、盗まれるぞ」

「……それもそうですね……」

　ラミィに指摘され、自分の昼間の失敗を思い出す。

「じゃあ、街を出た……とか？」

　自分で考えた案ではあったが、それならばあの人々の数は説明出来ない。

　カレル・カーナからの移動者に特筆すべき点がないことは、既にステファンの調査で明らかになっていることを思い出し、リサは額に手を押し当てて
呻
 うめ

 いた。

「……ひとつ考えられるとすれば、使えなくなったんだろうな……」

　酒の肴を食べ終わったラミィが、空になったグラスを掲げてお代わりを催促しながら呟く。

「どういう意味ですか？」

　その言葉に、はっとしてリサが顔を上げると、女主人が温かな湯気を立ち上らせた料理を運んできたところだった。

「はい、お待ちどおさま。牛肉のファヒータと、コーンブレッドだよ」

　使い込まれて飴色になった木台の上に載せられた鉄板からは、肉汁が弾ける音が聞こえてくる。

　女主人がファヒータと呼んだ肉料理からは、エキゾチックな香辛料の匂いが芳ばしく漂っている。

「旨そうだな」

「特製のタレにしっかりと漬け込んであるからね。この野菜のソースをかければ、いくらでも食べれるわよ」

　待ちきれないと言った様子でナイフとフォークを手にしたラミィに、女主人が微笑む。

　鉄板の上には、厚めの短冊状に切られた肉が山のように積まれており、その下には玉葱と色鮮やかな赤と黄色のパプリカが敷かれている。

「んっ、旨ぇ！　肉も柔らかいし、最高だな」

　早速肉に齧り付いたラミィが、しっかりと味わいながら大きく首を縦に振る。

　ラミィの反応に気を良くした女主人は、思い出したようにカウンターへ戻り、蜂蜜が入った瓶や付け合わせのじゃがいも料理やサラダをリサの前に並べた。

「コーンブレッドには、この蜂蜜をつけるといい。それと、この野菜も肉汁を吸って最高に旨いよ。足りなければまだまだ作ってあげるからね」

「あ、ありがとうございます……」

　どれも美味しそうではあるが、食欲はそれほど湧いてはこない。

「食えよ。体力が保たねぇぜ」

「はい……」

　促されてコーンブレッドを一切れ取って囓る。素朴な甘い味のパンは、咀嚼するごとに優しい旨味を引き立たせ、リサの手は自然に蜂蜜の瓶へと伸びた。

　瓶から
蜂蜜棒
 ハニーディッパー

 を持ち上げ、食べかけのコーンブレッドへ贅沢に落とす。とろりと滑らかな蜂蜜が零れそうになるのを慌てて口で迎えに行くと、ほっとするような甘みがリサの口いっぱいに広がった。

「そっちの野菜のソースをかければ、肉も食えると思うぜ」

　リサがコーンブレッドを食べ終えたタイミングで、ラミィが促す。少し無理をしたが、食べ物を口に入れたことで、忘れていた空腹が少しずつ蘇ってくるような感覚があった。

「いただきます」

　まだほんのりと湯気を立てている牛肉のファヒータを二切れ取り、トマトと紫玉葱とパセリが入った野菜のソースをたっぷりとかける。

　ナイフとフォークを使って切り分けた肉にソースを乗せて口に運ぶと、なんとも言えない爽やかな酸味と新鮮な野菜の歯ごたえが、肉の旨味を引き立てた。

「ごめんねぇ、こんなのしかなくて」

　二人の食べる様子を眺めながら、女主人は謙遜していたが、この小さな店では十分過ぎるほどのもてなしであることがわかる。

　素朴な甘さのコーンブレッドもさることながら、牛肉のファヒータは、香辛料の風味がしっかりと肉に移り、それほど辛くはないにせよスパイシーな味わいが、リサの食欲を心地よく増進させた。

「……充分だって。これ以上の贅沢なんて言ったら罰が当たっちまう」

　ラミィはしきりに旨いと発しながら、咀嚼し、目が合う度に女主人に笑いかけた。

「大体、さっきの砂金が使えなかったら、危うく餓死するところだったんだぜ」

「飢えても早々死にはしないわよ」

　笑顔でそう言って退ける女主人の言葉には、この街に溢れる日常が色濃く示されている。それに気づかないふりをして頷いていると、女主人は思い出したように続けた。

「ふふふ……。そう言えば、この前来た人もそんな冗談を言ってたわ」

「…………」

　決定的な言葉に、リサはラミィと顔を見合わせる。

「それって、こいつか？」

　素早くポケットから取り出した写真を見せながら、ラミィが問う。女主人は紙片に顔を近づけて暫く眺めて頷いた。

「ええ、確かそんな感じの——」

　そこまで言ったところで、女主人の動きが不意に止まる。

「あぁ……でもごめんなさい、良く覚えてないの」

　女主人が言葉を濁し、身体を揺らしながら店の入り口の方へと歩いて行く。その姿に引き寄せられるように、数名の男性客が店に入ってきた。

　追っ手かと身構えたリサとは正反対に、ラミィは後から来た客を一瞥しただけで、あとは変わらずに機嫌良く飲み食いを進めている。

　そのうち店は常連と思しき多くの客で溢れ、大いに賑わい始めた。

　先に会計を済ませていたこともあり、二人は、女主人に退店の合図だけを寄越して店を後にした。


第二七話　愚者との戦い





　空に昇っていた細い月が沈み始めている。

　月が消えゆく夜の街は暗く、不気味さを増していくようだ。治安の悪さを示すように、立ち並ぶ家屋には金属の格子が嵌められた窓や、戸口に立つ用心棒を雇う飲み屋などが目立つ。

　酒を飲んで体温が上がっているのか、娼婦と間違われるほど派手な格好をローブで隠そうともせずに、ラミィが堂々とリサを連れて歩いている。

「なあ、姐ちゃん、幾らだい？」

「悪ぃな、今日はこの可愛い子ちゃんの貸し切りなんだ」

　何度目かわからない冷やかしとからかいの声を向けられ、ラミィが愛想良く答える。娼婦に間違われたところで、ラミィは気にする素振りもなく、笑顔で応対を続けていた。

「……宿に入りませんか？　目立ち過ぎです」

「なんだ？　そんなに、オレにサービスして欲しいのか？」

　慎重に行動すべきと思われるところで、ラミィは警戒心を露わにするどころか軽口を叩いている。

　酔っ払っているせいだとは思えなかったが、その言動はリサの不安を膨らませ、それは次第に苛立ちとなって心の中に積もり始めた。

「はぁ、なかなか涼しくなってきたな」

　ラミィに従って歩いているうちに、街の大通りから外れた人通りの少ない一角にさしかかっている。

「なにを悠長なことを言ってるんですか……」

　さすがに我慢が出来なくなって、リサが不満を口にしたその時。

「動くな」

　複数の殺気が、瞬く間に二人を取り囲んだ。

「……やっと来たか。待ってたんだぜ」

　待ちくたびれたように溜息を吐きながら呟くラミィに、黒服の男が銃口を向ける。

「砂金を持っているな？」

　ナイフや魔導砲で武装した男たちは、じりじりと円を狭め、ラミィとリサに近づき始めた。

「いや、持ってないぜ」

　使った、とは言わずにラミィが左右の手首を振る。

「しかし、強盗にしては、ちょっと大袈裟だな」

　軽口を叩き、大仰に首を傾げて見せるラミィに、リサは震える手で支給されたばかりの自動小銃《ジャクソンライフル》の
銃把
 ピストルグリップ

 を握りしめた。

「この街でそれなりの装備ってことは、……
龍虎会
 ロンフーウイ

 か？」

「あ……」

　準備運動でもするかのように手首や足首を回しながら、ラミィが悠長な口調で問いかける。報告書にあった名前と目の前の黒服たちの姿を照合し、リサは思わず目を瞠った。

　
龍虎会
 ロンフーウイ

 といえば、聖王国では禁止されている装兵闘技場の運営を主な資金源としている犯罪組織だ。

「んー……。それにしちゃぁ、大人しいんだよなぁ」

　ラミィが苦笑を浮かべ、後頭部を掻きながらぶつぶつと呟いている。一定の距離を保ったまま、それ以上近づいて来ない男たちを見据えながら、リサはラミィと背を合わせた。

「お、良くわかってんな。それが実践だぞ」

　小さくリサに声をかけ、ラミィが腰に装備しているブラッド・シザースを抜き放つ。

　男たちは戦闘意思を示したラミィにたじろぐことなく、唸るような声を口々に上げた。

「え……」

　月が沈んで暗いこともあり、判然としなかったが男たちの目が一瞬赤い光を揺らめかせたように見える。

「血ヲ捧ゲヨ……」

「はぁ、どっかで聞いたような台詞だなっ！」

　操り人形のようにゆっくりと発砲の構えを取った男の腕を、ラミィが剣のように鋏を振るって斬り落とす。

「……あ……」

　あまりの速さに男はなにが起きたのか解らず、引き金を引くような素振りを見せたが、肝心の銃を握った手は足元に転がっている。

「…………」

　男がそれを目に留めた瞬間、その身体はラミィの一太刀で切り裂かれた。

「きゃあああああっ！」

　ラミィがいきなり人を斬ったことで、リサが悲鳴を上げる。

「殺せ！」

　黒服の男たちはそれを隙と取り、短剣を手にした者、魔導砲を手にした者、十数名が一斉に襲いかかった。

「ああああっ！」

　辛うじて自動小銃を構えたリサだったが、狙いを定めることも出来ずに火花だけを散らしている。

「……チッ」

　死角を作らぬよう努めて背を合わせながら、ラミィが舌打ちする。

　斬り落とした男たちの腕や、破れた服からは入れ墨のような呪印が覗いている。それこそまさに
愚者
 フールズ

 の証であったが、リサはそれに全く気づきそうにない。

「見た目が人間のまんまじゃ、抵抗あるよなぁ」

　苦笑を浮かべながらリサを襲う男を鋏の先端で串刺しにして薙ぎ払い、一呼吸吐く。

「さすがに、これじゃあ小せぇな」

　増援が行われているのか、倒しても倒しても黒服の男たちが次々に押し寄せる。裏路地から湧き出るように集まる男たちの姿に、ラミィは肩で息を吐き、背後のリサの頭を掴んで強引に伏せさせた。

「えっ！？」

「そのまま伏せてろよ、リサ！」

　ラミィに言われ、
煉瓦敷
 カイタバ

 の道に伏せたままの体勢を維持する。

　目の前に斬り落とされた男の腕が転がっている。その腕を覆うように刻まれた赤い入れ墨にぎくりとしたリサは、思わず目を伏せた。

「
第一封印・解除
 ファーストシール・オープン

 。ブラッド・エッジ起動」








　ラミィが襲いかかった男を鋏で貫いたまま、静かに唱える。

「あ、がぁああああっ！」

　串刺しにされた男の血を吸うように、鋏の刃が赤く色を変え、流体の刃となって男の身体を切り裂いた。

　男の身体が砲弾でも受けたかのように弾け飛び、びちゃびちゃと音を立てて肉片が煉瓦の上を濡らしていく。

　血を吸った
鋏
 ブラッド・シザース

 は、切り裂いた者の命を吸収するかのように育ち、次の
贄
 にえ

 を求めるように液体を散らせた刃は、恐ろしく鋭い両刃となって研ぎ澄まされた第一形態《ブラッド・エッジ》へと姿を変えた。

　——生きてる……

　初めて目の当たりにする二の聖典の第一形態に、リサは呆然と目を見開く。

「もういいぞ」

　ラミィが口早に促したが、即座に立ち上がることはおろか、返事をすることも出来なかった。

「怯むな、殺せ！」

　誰かの声が悲鳴のように上がり、男たちが一斉に襲いかかる。

「てめぇら、覚悟は出来てんだろうなぁ！？」

　ラミィは第一形態へと変化した鋏を振り回し、それらを勢いよく薙ぎ払った。血の液体で出来た刃が
蠢
 うごめ

 くように伸び、黒服に触れる。

「あ……？」

　刃が触れた瞬間、男の肉体から爆ぜる様な音が響き、大穴が空いた。

「…………」

　脇腹がぽっかり空いた男が呆然として、膝を折る。構えた銃がパンパン、と乾いた音を立て空を撃った。

「え……」

　自分の知るどんな武器よりも恐ろしいその性能と能力を目の当たりにし、全身から冷たい汗が噴き出した。

「ほら、来いよ。まとめて来てもいいんだぜ」

「うわぁあああっ！」

　挑発に悲鳴を上げた男が魔導砲を乱射する。ラミィはそれを全く気にせずに直進して鋏の間合いに入ると、そのままばっさりと斬り倒した。

　袈裟懸けに斬られた男の身体が、半分にずれ始める。血飛沫がかかるような距離に敢えて近づいたラミィは、赤い舌を出し、唇の端を舐めて笑った。

「血が足りねぇなぁ」

　辛うじてまだ繋がっている男の身体を再度切り裂いて止めを刺す。返り血を受け止めるように腕を広げたラミィの姿に、男たちの動きが止まった。

「……ば、化物！」

　腕や身体に受けたはずの銃弾が、ラミィの肌の表面に沸々と浮き出している。

「どっちがだよ」

　悲鳴を上げる男の言葉に、面倒臭そうに呟き、ラミィが傷口から浮き上がってきた弾を、埃でも払うように叩き落とす。痛々しい銃創が随所にあったはずのラミィの白い肌は、いつの間にか元通りになっていた。

「んー、やっぱ回復したては痒いな……」

　肌の表面を掻きながら煉瓦の上に落ちた鉛弾を蹴散らし、男たちの方へと向き直る。ラミィの身体から排出された鉛弾は乾いた音を立て転がり、男たちはその様子に数歩下がり、身を寄せ合った。

「よし、この調子で一気に片付けるぞ！」

　振り返ったラミィは、呆然とその場に
蹲
 うずくま

 ったままのリサを見つけて眉を
顰
 ひそ

 めた。

「おい、なにをぼさっとしてんだ、やられるぞ！」

「……あ、あ……」　どうにか自動小銃を構えるところまでは出来たものの、足が震えてまともに立つことができない。不甲斐なさに目を潤ませながら、リサは
縋
 すが

 るようにラミィを見つめた。

「ただの人間じゃねぇって言っても、わかんねぇよなぁ……」

　リサが攻撃に至ることができない理由に思い至ったラミィが、苦笑を浮かべる。その様子を遠巻きに観察していた男たちは、標的をラミィからリサに変更した。

「こっちを片付けろ！」

「きゃっ！」

　携帯魔石灯で鋭く照らされ、リサが咄嗟に目許を庇う。

「これだから、お嬢様はッ！」

　リサを庇い、敵陣に突っ込んだラミィは、リサが次に目を開ける前にほとんどの敵を斬り倒してしまっていた。

「……っ」

　ラミィが持つ鋏が、血を吸い上げてさらに巨大になって
蠢
 うごめ

 いている。震える脚で辛うじて踏みとどまるリサは、今にも泣き出しそうになるのを歯を食いしばって耐えた。

「仕方ねぇなぁ……」

　このままでは、足手まといになるのは解りきっている。邪険に扱われるのを覚悟で目を合わせて来たリサに、ラミィは穏やかな口調で語りかけた。

「あの上、上れるか？」

「は、はい」

　屋根の上を示され、慌てて頷く。軒下に積まれた酒樽を足場にして素早く屋根に登ると、ラミィが頷き、死体の山から光るものを拾い上げて投げ寄越した。

「よし、持ってろ」

　受け取ったそれが、携帯魔石灯であることに気づき、リサは恐る恐る屋根の周辺を照らしてみる。ラミィが自分を屋根に上げた意図は図りかねたが、このまま身を潜めていろという意味でないことだけは、ランタンを渡されたことではっきりと理解した。

「……落ち着いて。気をしっかり保つのよ、リサ」

　まだ震える太腿を手のひらで叩きながら、ランタンを掲げて屋根を歩く。

　と、屋根の上に複数の影があることに気がついた。

「……狙撃しようとしてる……。地上の敵は、囮ってこと？」

　屋根に伏せ、魔導砲を構えた男が三人、ラミィの動きを息を潜めて追いかけている。攻撃の機会を窺っているように見せかけ、じりじりと取り囲む地上の男たちは、ラミィを巧みに屋根の上の男たちの射程距離へと誘い込み始めていた。

「……待ちなさい！」

　男の近くまで一気に跳躍し、震える声を上げる。

「うぅ……」

　リサが掲げた魔石灯で照らされた男は、呪うような呻き声を上げて血走った赤い目を向けた。

「……
愚者
 フールズ

 ……」

「邪魔をするな」

　まだ自らの意思を持っている、完全に
愚者
 フールズ

 にはなりきっていない者。それでも
愚者
 フールズ

 へと変わるのは時間の問題で、銃口を向ける男の腕には赤い邪紋が浮かび始めていた。

「無駄な抵抗は止めて。ラミィさんにはあなたたちでは勝てない」

　相手は
愚者
 フールズ

 だ、生身の人間とは違う。

　——だが、姿かたちは人間のそれと同じだ。

「知った口を！」

　その迷いを嘲笑うように、魔導砲を手にした三人組の男たちがリサに襲いかかる。

「来ないで！」

「ぎゃっ！」

　咄嗟に狐火を飛ばして足元を狙う。

　狙いどおり、衣服に火が点き、屋根から二人が転がり落ちた。

「残るはあなた一人よ」

　抜き放った自動小銃を突きつける。

「人を撃つのは初めてか？」

　リサの震える声に気づいてか、男が嘲笑うように小首を傾げて自分のこめかみを指先で示した。

「……あんたには関係ないわ」

「安全装置は外してあるか？」

「えっ？」

　思いがけない言葉に、安全装置に目を向けたその一瞬。

「馬鹿め！」

　男に一息に距離を詰められた。

「……っ！」

　素早く後退しながら銃をしまい、
乱狐
 刀

 に切り替える。

「人を撃つ覚悟もなく戦場に立つとはな！」

　銃を持ち替えた男がリサに連撃を浴びせる。

　
銃床
 ストック

 を握り、刀と競り合う男は徐々に力でリサを圧倒し始めた。

「おいおい、斬る覚悟もないのかぁ！？」

　本来の使用方法でないにせよ、男による一撃一撃がリサに重く浴びせられる。刀でそれを受け流しながら活路を見出そうとしていたリサは、民家の天窓で脚を滑らせ、屋根の上を転げた。

「あっ！」

「チェックメイトだ」

　銃口を向けた男が、引き金に手をかける。

「うぅ！」

　一瞬の判断で銃口を刀で薙ぐ。

　次の瞬間には発射音が響き、火花が散った。

「はああっ」

　背を
撓
 しな

 らせ、男の脇を擦り抜けて飛び起き、その背後に刀を突きつける。

「ほう」

　男は驚いたような視線を向けたが、それ以上はなにも言わず、不敵な笑みを零しただけだった。

「……あんたの負けよ」

「それは、どうかなァ！」

　銃口の欠けた銃を振り回して男が振り返る。

「ああっ！」

　背に刀を突きつけていたリサが思わず悲鳴を上げる。男は胴に刃が触れるのに構わずに、素早く弾薬を捨て、
銃床
 ストック

 でリサを殴りつけた。

「！！」

　男の捨て身の攻撃に側頭部を殴られて吹っ飛び、屋根から転げ落ちる。

「あっ！」

　身体に触れるものがなくなり、浮遊感に包まれたかと思うと、リサの身体は軒先の日よけの上に落ちた。刀が突き刺さった衝撃で、日よけの布が裂け始める。

「……っ！」

　金属の支柱に咄嗟に飛び移り、地面に降り立つ。

「うぅ……」

　衝撃と痛みにまだ頭が痛み視界が揺れていたが、歯を食いしばって体勢を立て直し、刀を構えた。

「ひっ！」

　そのリサの姿に気づいた何者かが、恐怖に悲鳴を上げる。

「……誰？」

　明らかに幼い声に魔石灯と刀を向ける。

「……っ！」

　身を寄せ合った幼い兄妹が、リサを恐怖に潤んだ目で見つめていた。

「あなたたち、昼間の——」

「はははは、貴様らも道連れだな！」

　言い終わらないうちに、男の狂笑が頭上から響いた。予備の魔導砲を構えた男が、幼い兄妹に照準を合わせている。

「止めて！」

　男の指が引き金を引くよりも早く、高く跳躍して屋根に戻り、一瞬で距離を詰める。男の懐に入ったリサは、そのまま素早く一太刀を浴びせた。急所である喉元を掻き切って男の魔導砲を蹴り上げる。

「か……はっ……」

　自分の身に何が起きたのか解らない様子で、息の漏れる音を立てて、男が首元を押さえている。

「————っ！」

　目の前で繰り広げられた凄惨な光景に、咄嗟に妹の目を塞ぎ、幼い兄は声にならない引き攣った叫び声を上げて逃げ出して行く。その背にどこかほっとしながら、リサは男へと視線を戻した。

「…………」

　男は喋ることも出来ずにゆっくりとリサの元に手を伸ばしながら近づいてくる。

「あ……、あ……」

　人間を斬ってしまった感触と返り血の臭いにリサは目を見開き、生温かく広がる血の臭いに声を詰まらせて喘いだ。

「おう、なんとか無事のようだな」

「！！」

　ラミィの鋏が容赦なく
愚者
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 を貫く。身体にぽっかりと穴が空き、形を保てなくなった
愚者
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 の身体は半分に崩れた。

「……あ……」

　ほとんど一人で黒服の男たちを一掃したラミィの身体が、返り血で紅く染まっている。

「弱っちぃ癖に、数だけは多いんだよなぁ」

　面倒臭そうに苦笑を浮かべてラミィが眼下を見下ろす。そこには、名状し難いほど凄惨な姿を晒した無数の屍が転がっている。

　容赦なく切り裂かれた
愚者
 フールズ

 たちの赤い目が血によって浸食され、無惨に崩れていくのを呆然と眺めていたリサは、力を失ってその場にしゃがみ込んだ。

　——
切り裂きラミィ
 ラミィ・ザ・リッパー

 。

　かつてのラミィの名が脳裏に血で刻まれていく。

　それは決して過去のことではない。

「……うぅっ！」

　込み上げる吐き気に、身体を横倒しにするのが精一杯だった。吐きたくても胃にはほとんど食べ物はなく、すぐに酸っぱい胃液と苦い唾液が込み上げるばかりになった。

「……ぅ、く……っ、あ……ああっ」

　溢れてくる涙と同じくらい、整理のしようがない負の感情が湧き起こり、リサの頭の中をぐるぐると回っている。

　人を斬ったあの感触だけでも消したくて、拳を握りしめたリサは何度も何度も屋根に手を叩き付けて喘いだ。

「……やっぱり、お前に
愚者
 フールズ

 の相手をさせるのは、無理があるか」

　服で適当に血を拭ったラミィが、リサの背をそっとさすりながら呟いている。その呟きにリサは目を閉じ、嗚咽を上げて胃液を吐いた。

「退くのも生きるためには必要だよな」

　苦笑しながら独白を漏らし、ラミィが静かに目を閉じる。

「
再封印
 リシール

 ！」

　元通り封印を施された
鋏
 ブラッド・シザース

 は、元の金属の刃に戻り、ラミィはそれを腰の装備に収めた。

「おい、立て」

「……っ！」

　ラミィに命じられ、歯を食いしばって立ち上がる。涙と鼻水と唾液でぐしゃぐしゃになった顔を服の袖で強く擦ると、肩で息を吐きながらリサは周囲を見渡した。

「……この音は……？」

　先ほどまで感じられなかったものが、驚異的な勢いで近づいてくる。

　それが迫るにつれ、複数の動力音であることに気づいたリサは、音の方向を怯えた目で見つめた。

「増援のお出ましらしいぜ」

　屋根から飛び降りると、
煉瓦
 カイタバ

 敷きの道から蒸気車両の震動がはっきりと伝わってきた。





　路地を出たところで、探照灯を取り付けたバイクと黒塗りの蒸気車両が迫って来ているのがはっきりと見えた。

「逃がすな！」

　バイクの後方、車の窓枠に腰かけるようにして身を乗り出した男が叫んでいる。容貌をはっきりと覚えているわけではないが、屋根から落とした男のどちらかであるように思われた。

「……どうするんですか」

「決まってんだろ」

　ラミィが尖った歯を見せて笑い、鋏を構える。リサもラミィに
倣
 なら

 い、自動小銃を構えようとするが手が震えて上手く持てない。

「……っ！」

　手首に噛みついて震えを止めようとしていると、ラミィが軽くリサの頭を叩いた。

「馬鹿、撤退するんだよ！」

　唸るような動力音を響かせながら四台のバイクが迫っている。その後ろには黒塗りの車が二台、さらに窓から身を乗り出して魔導砲を構える男たちの車が続いている。

「でも……」

「いいから、オレに任せとけ」

　迫り来るバイクの正面に立ったラミィは、蒸気バイクに乗っている男を切り倒し、鮮やかにバイクを奪った。

「乗れ！」

「！！」

　急ブレーキ音と鋭い指示が重なる。

　リサが後部座席に飛び乗ると、ラミィはアクセルを握り込み、急発進した。

「しっかり掴まってろよ！」








　歯を剥き出しにした、獣のような表情のラミィがリサを振り返る。リサは頷きながら、後方の追っ手を見遣った。

　黒塗りの蒸気車両とバイクがそれぞれ、魔導砲を発砲する。

「伏せとけ」

「はいっ！」

　バイクに伏せるように姿勢を低くする。

　二人の傍を無数の銃弾が掠めていく。

　銃撃が止んで振り返ると、運転手の顔がわかるほど近くにバイクと蒸気車両が迫ってきていた。

「追いつかれる！」

「いいんだよ！」

　窓から身を乗り出した男たちが真横につける。後方の蒸気車両の探照灯に照らされた男たちは、赤い目を血走らせ、ある者は魔導砲を構え、ある者はリサを引き摺り下ろそうと風にはためく服を引っ張ろうとしている。

「ああああっ！」

　刀を振り回して男たちに斬り付け、リサが悲鳴を上げる。

「舌を噛むなよ！？」

「きゃっ！」

　ラミィはそれに微かに笑うと、急加速して車の真正面に躍り出た。

「自殺行為です！」

「死ぬのはあっちだ！」

　ラミィがリサの自動小銃を抜き放ち、タイヤを狙い撃つ。金属音を響かせて煉瓦の道に火花を散らした車は、身を乗り出した男たちを振り落としながら激しく転回し、バイク1台を巻き込んで土手を滑り落ちていく。

「……まあ、もう死んでるか？」

　笑えない冗談を言いながら、ラミィがわざとバイクを減速させる。

　依然、黒塗りの車二台とバイク三台に追われている状況は変わらず、バイク三台が取り囲むように迫り始めた。

「戦えるか、リサ」

「……はい！」

　覚悟を決めて頷く。ラミィはにっと笑ってリサの頭を叩き、銃をその腰に戻した。

「じゃあ、運転を頼む」

「えっ！？」

　ひらりと逆立ちしたラミィが、リサを運転席側に押し出す。

「えっ、えっ！？」

「頼んだぞ！」

　リサが慌ててハンドルを握ったのを確かめ、そのままバイクの荷台から跳躍したかと思うと——

「ラミィさん！？」

「はぁあああっ！」

　併走するバイク1台に乗り移って倒し、その合間にもう1台のタイヤを斬りつけた。

「おおおおぉっ！」

　男たちが、咆吼を上げて魔導砲を撃つがラミィが首を刎ねる方が遙かに早い。

　身体だけが残った運転手を蹴落としたラミィは、そのまま座席に乗り移ると、黒塗りの車の運転席を
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 で貫いた。

　運転手をなくした黒塗りの車が加速し、道を外れていく。間をおかず、車が建物に激突する音が闇夜に響き渡った。

「わあああああっ！」

　運転経験のないリサは、戦いの様子を耳で必死に追いながら、死ぬ気でハンドルを操作している。

「よう、無事か？」

　奪ったバイクで追いついてきたラミィが、バイクを乗り捨ててリサの運転を補助する。

「……はい……っ」

　後ろから抱きしめられても、興奮と恐怖はすぐには消えない。

　歯をガチガチと鳴らして顎を震わせていたリサは、泣きそうになりながら何度も頷いた。

「もうひと頑張りだぞ、新人」

　リサの頭を軽く頭を叩き、ラミィが不安に揺れる目に笑顔を向ける。

　と、複数の乾いた音が響き、真後ろに迫った黒塗りの車から男たちが銃口を向けている姿が露わになった。

「伏せとけ。ハンドルだけは頼むぞ」

「はい！」

　後ろ向きにバイクに跨がったラミィが、接近する黒塗りの車を見据える。

　ラミィが鋏を構えたことで男たちが車内に引っ込み、車体をぶつけてこようとしたその時。

「てめぇらの考えることなんて、お見通しなんだよォ！」

　ラミィが鋏で蒸気車両を真横に薙ぎ払った。

「……！？」

　鋭い刃で切り裂かれたタイヤと車体が、ゆっくりとずれ始める。

「貴様も道連れだ！」

「やなこった！」

　発砲する
愚者
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 たちの頭を、ラミィの鋏が次々と無慈悲に貫く。

「おっと、やべぇ！」

　切り離された車は、事切れた男たちもろとも爆発する。爆風からリサを庇うようにハンドルごと背後から抱きついたラミィは、肩で大きく息を吐いた。

「もういいぜ。怪我はないか？」

「……っ」

　緊張に強ばったリサは、頷くのが精一杯で今にも泣きそうな顔をしている。

「もういい、代わってやる」

　運転を交代するために、ラミィはハンドルからリサの指を一本ずつ剥がしてやらなければならなかった。
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　冷たい風が運んできた雲は、雷鳴を轟かせ、激しい雨が地面を叩き始めた。

　街を外れ、
泥濘
 ぬかる

 んだ道を疾走していた蒸気バイクは、旧暦時代の遺産と思しき苔生した建物の前で停められた。

「ここは……」

　降り注ぐ雨に重く濡れた髪を持ち上げながら、ラミィに訊ねる。自分でも驚くほど疲れた声が漏れ、冷たくなった手を額に当てて静かに
呻
 うめ

 いた。

「機関のセーフハウスだ。聞いたことぐらいあるだろ？」

　バイクから降りたラミィが、リサに手を差し伸べる。リサはその厚意を丁寧に断り、のろのろとバイクから降りた。

「見た目はボロっちぃが、居心地はなかなかだぜ」

　その言葉を聞きながら、聖拝機関が主要都市のほとんどにセーフハウスを持っていることを思い出す。

　作戦行動時に執行者たちが使えるようになっている建物で、旧暦時代の遺産が活用されている場合も少なくない。

「……ここが……」

　追っ手が迫ってくる様子もない。
漸
 ようや

 く落ち着ける場所に辿り着いたことで、全身から力が抜け、緊張で抑え込まれていた異変がリサを襲い始めた。

　大雨に降られたことで、指先の感覚がないほど身体が冷えている。ラミィの後ろを追う間、恐怖がじわじわと蘇り始め、身体全体が細かく震え出した。

「さっぱりしたが、冷えたな」

　リサの異変に気づいたラミィが、努めて明るい声を出しながら扉につけられた錠前に
鋏
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 を宛がう。

「……そうですね」

　ガチガチと歯が鳴りそうになるのを辛うじて抑えながら頷くと、微かな音を立てて錠前が解かれ、ラミィが慣れた様子でセーフハウスへと入っていった。

　勝手がわかるのか、照明を点したラミィはそのまま大股で部屋の奥へと歩を進め、どこからか取り出してきた大判のタオルをリサに投げ寄越した。

「それにくるまっとけ」

　そう言い残して、ラミィが奥の部屋へと入っていく。そこには浴室があるらしく、程なくして激しい水音が聞こえ始めた。

　扉を閉ざした後も、雷鳴を伴った激しい雨の音は続いている。

　降り注ぐ雨が全ての痕跡を流してくれるのだろうと思うと、今はただそれが有り難かった。

「はぁ……」

　雨と雷と、浴室からの湯の音が静かな部屋に響いている。いつからか止まってしまった時計の針を眺め、疲れもあって呆然としていると、裸のラミィが突然姿を見せた。

「湯を張っておいたぞ、来いよ」

「は、はい……」

　後で、と思ったが一刻も早く身体を清めたい気持ちが勝る。

　石鹸をたっぷりと泡立てて身体を洗い、湯船に二人で浸かると、次第に身体の感覚が戻り始めた。

「狭いが、そのままだと風邪引くだろ」

「ありがとうございます」

　リサを後ろから抱くように湯船に入ったラミィが、湯で顔を拭いながら静かに息を吐く。気を遣われていることがわかり、リサは恐縮して身体を丸めた。

「冷えてんなぁ……」

　ラミィの腕がリサの身体を包み、柔らかく抱き込む。あれほどの激しい戦闘をほとんど一人で戦っていたにも拘わらず、ラミィの身体には血の臭いはおろか、戦闘の痕跡さえ残されてはいなかった。

「本当に……ごめんなさい……」

　他に言うべきことがあるはずなのに、謝罪の言葉しか浮かんでこない。自分の無力さと戦闘の恐怖を思い出し、リサは処理しきれない感情に唇を強く引き結んで涙を零した。

「……まあ、初任務にトラブルはつきもんだ」

　細かく震えるリサの肩に湯をかけてやりながら、ラミィが静かな口調で言う。

「お前は良く頑張ったよ」

「……っ」

　そう言って頭を軽く叩かれながら慰められたことで、さらに涙を誘ってしまう。

「ごめ……っ、ごめんなさ……っ……私、私——」

　耐えきれず嗚咽を漏らし、しゃくりあげるリサの肩を押さえて湯に浸からせ、ラミィはゆっくりと湯船から立ち上がった。

「落ち着いたら上がってこいよ」

　気を利かせたラミィが先に浴室を後にする。ラミィの気配が浴室から離れるのを待ち、リサは湯の中に沈み、思いっきり叫んだ。

　ゴボゴボと自分の息で泡が立ち昇る音がする。悔しくて、無力で、悲しくて、整理がつかない感情に溺れそうだった。





　脱衣所に置かれていた真新しい替えの衣服に袖を通すと、街での出来事の記憶が僅かに薄らいだように感じた。元々着ていた服はラミィが処分したのか、下着も含めどこにも見当たらない。

「…………」

　濡れ髪から滴る水滴を、身体を拭いたバスタオルで押さえながら部屋へ戻ると、同じく新しい服に着替えたラミィが笑顔で迎えた。

「お、来たか」

　ベッドの上に座したラミィがリサを手招く。その膝の上には
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 があり、磨いて手入れをしているらしい。傍らにはリサの刀が置かれていた。

「…………」

「あ、これか？」

　リサの視線に気づき、ラミィが手入れの道具を示す。

「血は大歓迎なんだが、脂があると切れ味が悪くなってな……」

「……そうなんですね」

　手入れ用の用具が入った箱を示し、ラミィが片目を瞑って見せる。髪にバスタオルを巻き付けながらベッドに近づくと、ラミィがリサの刀を手に取って差し出した。

「お前のもついでに磨いておいたぞ」

「あ……、ありがとうございます」

　恐縮して両手で受け取りながら数歩後ろに下がる。

「ついでだ、ついで。それより……温まったか？」

「……はい」

　泣き腫らした目を見られないように顔を背けたが、どうやら遅かったらしい。ラミィは苦笑を浮かべると、乾いたタオルを投げてつかつかと寄り、乱雑にリサの頭を拭き始めた。

「ら、ラミィさん！？」

「まあ、座れよ」

　肩を押さえて身体の向きを強引に変えながら、ラミィがリサをベッドに座らせる。ラミィは乱雑に髪を拭いているように思えたが、入浴時に殴打の痕に気づいたのかそこだけは的確に避け、丁寧に髪の水分を拭き取り始めた。

　バスタオルを頭に被せているのは、顔を見ないように気遣ってのことだろう。さりげない気遣いに胸を締め付けられる思いで、リサはぎゅっと唇を噛んだ。

「……ラミィさん、私——」

「ミリスと比べんなよ。これは実技じゃねぇ」

　リサの言わんとしていることを見抜いているかのように、ラミィが落ち着いた口調で言う。

「…………」

「競争じゃねぇし、気にすんな。こういうのは、生き残った方が勝ちだ。……魔族に取り囲まれようと、任務に失敗しようと、生きてりゃチャンスはある」

　ラミィが自分の言葉で語るその優しさに、相槌を打とうとしたが息が詰まって声にはならなかった。

「……っ」

　もどかしく頷いていると、ラミィがタオル越しにリサの頭を優しく撫で、穏やかな口調でぽつりと零した。

「死んだら、そこで終いだ」

「……でも、このままだと……」

　声を引き
攣
 つ

 らせながらも振り絞り、自らタオルを取り払う。

「このままだと、本当に足手まといになってしまいます」

　ラミィの目を見てなんとかそれだけを伝えたが、目に溢れた涙ですぐにそれも滲んで見えなくなった。

「オレは気にしないぜ。新人教育ってのは、それも含めてのことだ」

　ラミィが親指でリサの涙を払ってやりながら、笑いかける。

「覚悟は出来てる」

　言葉のひとつひとつが、自分の甘い認識とはまるで違う。弱い自分に今更ながら打ち
拉
 ひし

 がれ、リサは震える唇を引き結んだ。

「……私は、出来てなかった……」

「リサ……？」

「……明日、一人で聖都に戻ります」

　泣き出しそうになるのを懸命に耐えながら、肩を震わせて言い切る。ラミィはそれに困ったように後ろ頭を掻き、リサを抱きしめた。

「……あぁ、めそめそ泣いてくれた方が楽なんだがなぁ」

　心から困ったように笑って、ラミィがリサの髪を指で
梳
 す

 くように撫でる。

「いいんだよ。お前はなにも気にすんな。オレが絶対生かしてやる」

「でも——」

「覚悟は後からついてくる。今はその恐怖心をなんとかすればいい」

　リサの言葉を遮り、ラミィが今までにない強い口調で言い切る。その真っ直ぐな視線に目許を擦り、リサは改めてラミィの目を見つめ返した。

「でも、どうやって……」

「ひとつだけ『方法』がある。……知りたいか？」

　ラミィの真紅の瞳が、試すようにリサを見つめている。

「……はい。そんな方法があるなら、是非お願いします！」

「良い返事だ。やっぱり諦めた訳じゃなかったんだな」

　ふっと表情を崩したラミィが、ベッドの傍らに置いていた装備品の中から、試験管を一本抜き取り、リサの目の前に示した。

「オレの能力はさっき見たとおりだ。聖典ブラッド・シザースの固有魔法で、オレは血液を操ることができる」

　忘れようもないあの光景が脳裏に蘇り、返事をしようとしたが声が出なかった。

「オレが操るのは、ただの血液じゃない——」

　顔を強ばらせるリサの目を見つめながら、ラミィは淡々と続けた。

「聖典の力によって物質崩壊と再生を行う呪いの血を生み出す能力を与えられた血液だ」

　敵の身体が崩れたこと、銃弾を受けたはずのラミィが弾丸を身体から排出したことを思い出しながら頷く。

「この試験管の中には、オレの血が入っている。聖典の力を応用することで、オレの血を飲ませた対象を一時的に眷属化することが出来るんだが——、まあ、早い話、万が一のためにこうして持ち歩いてるってわけだ」

　それがラミィが持っている、たったひとつの『方法』なのだろう。

「……眷属になると、どうなるんですか？」

　話を理解した上でリサが訊ねると、ラミィは短く笑った。

「さすがは優等生、話が早いな。オレの眷属になると、精神同調が起きる。端的に言えば、オレの言いなりになる。眷属になったお前に『怯えるな、戦え』と命令しておけば、お前は恐怖や躊躇いを感じることなく
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 共を殺せるようになる」

「そんなことが……」

　今の自分の精神状態からすれば、とても想像が及ばないことだ。けれど、それが出来るのなら、少なくとも足手まといにはならずに済む。

「まあ、一時的な処置でしかないから、根本的な解決にはならないんだが——」

「わかりました。……私を眷属にしてください」

　ラミィの言葉を最後まで聞かず、リサは目を合わせて言い切った。

「本当にいいのか？」

「これで戦えるようになるなら、望むところです」

「なら、『契約成立』だな」

　ラミィが唇の端を持ち上げて笑い、試験管の
栓
 コルク

 を抜く。

　血を飲むのだと理解して目を閉じたリサが口を開くと、その唇を柔らかくて温かなものが覆った。

「！？」

　目を見開くと、ラミィの顔がこれ以上ないほど接近していた。

「ん……っ」

　唇を合わせたラミィが、後頭部に手を回し、口移しで血を飲ませてくる。

　口付けの衝撃で味はほとんどわからなかった。唇を合わせたことで、頬が熱く火照るのを感じながら、リサはゆっくりと口の中に注がれたラミィの血を全て飲み干した。

「もういいぜ」

　ラミィが唇と唇の間で囁きながら、リサの後頭部から手を離す。

「気分はどうだ？」

　言われていつの間にか閉じていた目を開いたリサは、まだ柔らかな感触が残る唇に触れ、口内に沁み出して来た唾液を飲み下した。

　どこか甘い蜜のような後味が、ねっとりと舌の上に残っている。想像していた血の味ではなかったことに安堵していると、視界が揺れるような激しさで心臓が脈打った。

「え……？」

　動悸が激しくなり、突如として身体が火照り出す。

「気分はどうだ？」

「あ……、あ……」

　優しく聞かれただけで、目眩がするほどの悦びが込み上げてくる。自分でもどうしてかわからずに戸惑うほど、ラミィの全てが愛おしく感じられ始めた。吐息の匂いに誘われるように顔を近づけ、先ほどまで触れていた唇にもう一度触れたくなる衝動を辛うじて抑えていると、ラミィがもう一度リサの唇を奪った。

「……ぁ……、あぁ……。ラミィ……さ——」

　息をするのも忘れるほど舌を伸ばし、深くラミィと繋がろうと求めてしまう。シェンフゥの『食事』でも感じたことのないほどの激しい高揚が、リサの理性を呑み込み始めていた。

「……あのな。ひとつ、言い忘れていたことがある」

　唇を離しながら、ラミィがそっと囁く。その声でずっと耳を満たしておきたくなるほど艶めかしい響きに、リサは恍惚として唇に耳を近づけた。

「眷属化された直後は、オレに対する激しい情欲が湧き上がる」

「……え？」

　辛うじて残されていた理性が、リサの目を瞬かせる。

「今のお前のその異変をどうにかしてやれるのは、オレだけだ」

「そんな……」

　そう言いながらも、目はラミィに釘付けになっている。

「まあ、そんな訳だからさ。……今夜はお互い楽しもうぜ」

　苦笑を浮かべながら、ラミィがリサをゆっくりとベッドに押し倒す。優しくベッドに押し倒されたリサは、求めるようにラミィの首筋に腕を回して引き寄せた。

「そうそう。イイコだな」

　ラミィがリサのまだ濡れた髪を撫でながら首筋に口付ける。

「あぁ……」

　唇が離れても触れていた場所が熱を持ったように熱く、リサは熱く湿った吐息を漏らしてラミィの腕に手のひらを這わせた。

「すげー良い匂いがする……」

　呟きながらラミィが服の上から胸元に口付けを落とす。

「……これだけ柔らかいと、喰っちまいたくなるな……」

　苦笑を零しながら柔らかなリサの首筋に軽く歯を立てる。

「首は目立つから……」

　思わず身を捩ったリサが、失われつつある理性を総動員して微かな声を上げる。ラミィはその反応に、薄い噛み痕を舌で舐め取り、リサの目を覗き込んだ。

「他のところならいいか？」

「…………」

　言葉は発せられなかったが、リサの首が小さく縦に動く。それを同意と取ったラミィはリサの服と下着をそっと持ち上げて膨らみの上へとずらすと、普段陽に当たることのない柔らかく白い膨らみの下部に唇を近づけた。








「……っあ」

「ここがいいのか？」

　肋骨を指先でなぞり、問いかけながらラミィが唇を触れさせる。自分でもほとんど触れることのない、膨らみの下を鼻先で押されて、露わになった薄い皮膚を音を立てて強く吸われると、痛いはずなのにぞくぞくとした刺激がせり上がってくる。

「あっ、あぁんっ……」

　リサは思わず嬌声を上げてラミィにしがみついた。

「もっと啼かせてやりたくなるな」

「あっ」

　知らず押しつけていた胸を軽く噛み、ラミィが苦笑を漏らす。

「んっ……んぅっ」

　慌ててラミィにしがみついていた手を解くと、また柔らかな膨らみの一層敏感な部分に口付けられ、リサは背を仰け反らせてシーツを握りしめた。

「これじゃあ足りねぇな」

　苦笑を浮かべながらラミィがリサの身体から唇を離す。

「……オレの上に
跨
 また

 がれ」

　そう言うと、ラミィはリサの細い腰を持ち上げて、自分の脚の上に跨がらせた。

「あっ」

　立て膝で脚を割られたリサは、ラミィの上に跨がったまま、太腿を擦り合わせてその唇を見つめた。

「……はっ、はぁ……」

「物欲しそうな顔してんなぁ」

　ラミィが苦笑を浮かべ、リサに口付けを許可する。恥ずかしさでいっぱいになりながらも、抗えない興奮に流されてリサは自らラミィの唇に唇を重ね、唾液を貪るように舌を絡ませた。

「ん……っ、んぅ……」

　口付けを交わしながら、知らず身体が揺らぎ始める。立て膝のラミィに、無意識に臀部を擦りつけているのだと気づくのに、そう時間はかからなかったが、その動きを止めることが出来ずに徐々に激しさを増した。

「そんなことしてても、本当の良さはわかんねぇぜ？」

　ラミィが小さく笑って鼻先に噛むような口付けを与え、リサの太腿の間に手を滑らせる。

「あぁああっ！」

　その瞬間、脚の間から快感が突き抜け、痺れるような快感に叫び声が漏れた。

「んぅっ！？」

　嬌声を呑み込むように唇を塞いだラミィが、リサの身体を手のひらで撫でていく。

「あぁ……」

　下腹部を突き上げるように上ってきた快感に、下肢を緩ませ、リサもラミィの口付けに応じた。

「……はっ、なかなか素直になってきたじゃねぇか」

　ぴちゃぴちゃと音を立てながらぎこちない口付けを交わすうちに、余裕を見せていたはずのラミィの眉根に深く皺が寄せられる。

「……はあ、お前がオレのだったらいいんだがなぁ……」

「ラミィさん……？」

　思わず零れたラミィの言葉に、リサが瞬きし、うっとりとした視線を向ける。

「ん？　どうした？」

　鼻先に口付け、舌先を滑らせて頬を舐めたラミィが、リサの耳朶を噛む。

「きゃんっ」

　リサはそれにくすぐったそうに首を引っ込め、ラミィの柔らかな膨らみの上に顔を伏せた。

「あ……」

　自分が顔を押しつけているものに気づいたリサが、慌てて顔を上げようとする。

「オレのことも
好
 よ

 くしてくれよ？」

　離れようとしたリサの後頭部を素早く捕まえ、自らの胸に押しつける。胸元を覆う服をずらして肌を露出させたラミィは、興奮で膨らむ胸をリサに見せつけた。

「ほら、お前も」

「きゃ……っ」

　上着をはだけさせられたリサが、ラミィの胸の上に身体を伏せさせる。双方の興奮が柔らかくぶつかり、リサはその快感に思わず目を瞠った。

「なっ、いいだろ？」

　ラミィがリサの身体を持ち上げ、胸にたっぷりと唾液を含ませた舌を押し当てて、しっとりと濡らしていく。

「あ、あ……」

　リサはそれに軽く身を捩ったが、すぐに身体を支配していく快感に呑まれ、ラミィにしがみつくようにして身体を重ねた。

「気をしっかり保てよ。もっとイイコトを教えてやる」

「ひぅっ！？」

　ラミィがリサの下肢を膝で割り、太腿で擦り始める。

「あっ、あっ、あっ」

　脚の間を擦り上げられるにつれ、しっとりと汗が浮かび、肌を湿らせ始める。

「……っ、ぁ……、ラミィ——さん……っ」

「おっ、そろそろ来そうか？」

　ラミィは細い手を掴んで押さえ、太腿の上にしっかりと
跨
 また

 がらせながら、揺さぶられるリサの身体を支えている。

「あっ、頭が痺れ……っ、て……」

　仰け反るように身体を揺らしながら、リサが薄く唇を開いて喘いでいる。

「はっ、その顔、そそるぜ」

　ラミィは歪んだ笑みを浮かべて身体を起こすと、リサの唇を奪い、血が滲むほど荒々しい口付けを求めた。

「……は……ぁ……」

　息をする間も惜しむほど、リサも健気にラミィを求めてくる。後頭部に手を回してリサを押さえ、口付けを交わしていたラミィは、ふとリサの身体から力が抜けていることに気づき、そっと顔を離した。

「これからだっていうのに、……もうお終いかよ。これだから、お子様は……」

　リサはうっとりと目を閉じたまま、だらしなく頬を緩ませて口を開いている。

「まあ、色々あって疲れてたんだよな」

　声を殺して自嘲気味に笑いながら、ラミィがぐったりと脱力したリサをそっとベッドに横たえ、汗ばんだ額に張り付いた髪を指先で梳いた。

　雷鳴はいつの間にか遠ざかり、雨音だけが静かに降り注いでいる。

「『怯えるな』、オレが守ってやる」

　耳許で囁いて口付けると、ラミィはベッドを抜け出し、部屋の明かりを落とした。

　夜の闇に紛れるように、セーフハウスが取り残された時間の中にその姿を溶け込ませる。

「さて、どうしたもんかなぁ」

　ラミィの呟きもまた、微睡みの中へと溶けていった。
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　近づいてくる動力音に跳ね起きると、真昼の白い光が窓から差し込んできていた。

「起きたか、お寝坊さん」

　外からラミィの声が響き、慌てて窓辺に寄ると、セーフハウスの脇の茂みにバイクを停めたラミィが爽やかに手を振りながら現れた。

「よう、気分はどうだ？」

　言われて身体の具合を確かめてみる。あれだけの戦闘の後にも拘わらず、疲労感はなく、身体は活力に満ちていた。

　昨日はあれほど不安と無力感で打ち
拉
 ひし

 がれていた精神面も、不思議と落ち着いていて、不安も恐怖心も感じられなかった。

　——
愚者
 フールズ

 を『処理』した。

　生者と姿形の酷似した魔族を手にかけてしまったという罪悪感は、ごく当たり前の執行者の任務として記憶に刻まれている。もう一度
愚者
 フールズ

 と遭遇したら、
躊躇
 ためら

 うことなく処理出来る自信があった。

「調査は続行出来そうか？」

「もちろんです！」

　ラミィの問いかけに自信を持って応える。窓辺に寄ったラミィはリサの目を見て微笑むと、ふわりと身体を浮かせ、窓の桟に腰かけた。

「よしよし、上手く同調できているな。それが今のオレのコンディションだ。その感覚をよく覚えておけよ。戦いに行くときは、いつもそれくらいの精神状態を保て」

　リサの頭を撫でてやりながら、ラミィが窓から部屋に上がる。ベッドに視線を移したリサは、ふと昨晩のことを思い返し、額に手を当てた。

（ラミィさんとキスして、それから……）

　
朧気
 おぼろげ

 な記憶はあるものの、ラミィと肌を合わせなにをしたかまでは思い出せない。快感に痺れて喘いでいるうちに、息をするのも忘れて気を失ってしまったような気もする。

「あの……。あのあと、私、大丈夫でしたか？」

　あの後どうなったのかは気になったが、はっきりと口に出すことは
憚
 はばか

 られて遠回しに訊ねてみる。

「ん？　やっぱり足りなかったか？」

　ラミィはにっと笑ってリサの肩を抱き寄せると、頬を寄せながら聞き返した。

「そうじゃなくて、本当に……」

「昨日の今日なんだ、きれいさっぱり忘れてるなんてこともないだろう。……ちょっと『思い出して』みろよ」

　ラミィが指を鳴らして、はっきりと『命令』する。その音と言葉を合図に、リサの脳裏には昨夜のことがありありと蘇り始めた。

「え、待って、待って」

　視覚の情報だけではなく、声や息遣い、合わさった唇や肌の感触も同時に蘇り、身体反応が全身に及び始める。

「あ、うそ……、そんな……」

　赤裸々な発言や、仕草を見せつけられるが、自分の意思ではその回想は止まらない。

　脳が勝手に記憶の再生を続け、脚が震えるほどの快感の追体験を味わわされ、リサはその場に愕然として座り込んだ。

「命令の方もちゃんと機能しているな。『もういいぞ』」

「……っ、はぁ……」

　ラミィの再度の『命令』で、
漸
 ようや

 く回想が止まる。荒い息を吐きながら、まだ残る興奮の芽に身体を震わせ、リサは熱くなった顔を両手で覆った。

「たどたどしかったけど、一生懸命なところが初々しくて可愛かったぞ。なんなら今夜もやるか？」

　頭をくしゃくしゃと撫でながら、ラミィが軽口を叩くように誘ってくる。

「もうっ、からかわないでください！」

　その手を振り払う仕草を見せながら頬を膨らませると、ラミィはリサの目の高さに屈んで、もう一度頭を撫でた。

「悪い悪ぃ。つい、可愛くてな」

「うー……」

　不服ではあるが、可愛いと言われたことに悪い気はしない。反論の言葉も浮かばず、リサは乱れた呼吸を整えることに努めた。

「……さて、大丈夫なようだし、早速仕事に行くぞ」

　既に支度を調えたラミィが、リサの分の荷物を投げ寄越す。

「これから、どうするんですか？」

　荷物を受け取り、刀を腰に装備しながら問うと、ラミィが開け放たれたままの窓を閉じて鍵をかけ、カーテンを閉じてから振り返った。

「お前が寝ているうちに街に出て、
愚者
 フールズ

 の何人かに聖典の血を仕込んでおいた」

「そんな危険なこと！　跡をつけられたらどうする気なんですか！？」

　バイクを伴っていたのはそのためだったのだと気づき、思わず声を上げる。ラミィは苦笑を浮かべてリサの元へ戻ると、こめかみを指でこつこつと叩いた。

「そういう頭のない
愚者
 フールズ

 を選んでおいた。……でもまあ、ステファンの報告書を見る限り、今回の黒幕は恐ろしく慎重な奴だ。自分からは尻尾は出さないと思うぜ」

　
愚者
 フールズ

 に変えられた龍虎会の男たちを、あれだけ多く投入しながらも、その後二人を追跡してくる様子はない。

　街に戻ったラミィが全く危険を意識していないのは、本来の性格のためか否かまではリサには判断がつかなかったが、黒幕が狡猾であろうことは容易に想像が出来た。

「さっ。わかったら行くぞ。血の気配を辿れば案内してくれるはずだぜ、あいつらのアジトにな」

　扉を開け、ラミィがリサを促す。

　動力音を響かせる蒸気バイクは、二人を乗せ、街への道を疾走した。
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　ラミィが辿った血の気配は、街の中ではなく、都市の城壁沿いに続いていた。

「……ここは……」

「旧暦時代の遺物を利用した、龍虎会の持つ倉庫らしい」

　城壁に添うように三角屋根の赤煉瓦の倉庫が並んでいるのが見えてくる。

　さらに近づくと、城壁の高さに迫るほど高く積み上げられた金属製の貨物コンテナが、城壁外の森の中に散見される。

　内容物や行き先、用途によって分けてあるらしい色とりどりのコンテナの傍には、運搬用の大型の蒸気車両や、倉庫で使われていると思しき作業用の従機の姿があった。

「…………」

　古びてはいるが、現役の物流倉庫らしい。目を凝らして細部を眺めていると、ラミィがバイクを減速させ、森の中に停めた。

「……念のため魔力は温存する。歩くぞ」

　ラミィの言葉に頷いて応じ、バイクから降りて歩き始める。血の気配を元に辿り着いた倉庫には明らかに人の気配があり、出入り口の扉は開け放たれたままになっていた。

「ご丁寧に開けてあるな」

　稼働中であるのか中から作業の音や声が聞こえてくる。

「……罠かも知れませんね」

　武器の所在を確かめるように
乱狐
 刀

 の柄と、自動小銃の銃身に触れる。

「そうかもな」

　ラミィは少し笑ってリサの肩を叩き、臆することなく倉庫内へと足を踏み入れた。





　倉庫内は外観の印象よりも高さと奥行きがあって広く、隣接する倉庫同士の壁は取り払われており、間仕切りの代わりに木箱や酒樽が積まれている。

　高いところに設けられた換気用の窓から、光が差し込んでいるだけで人工的な明かりはない。空気の出入りが限られているせいか、入り口に立っただけでも少し蒸し暑かった。

　広い倉庫内の奥にいる労働者たちは、ラミィとリサには気づかずに作業を進めている。薄闇に目が慣れてくると、その様子が明らかになり、倉庫内の労働者たちの姿をリサは注意深く観察した。

　積まれている酒樽には、聖王国北部の森林都市ヘイゼルニグラートにある老舗の酒造所、リュトン・ピエーノの焼き印が施されている。

「……この匂い……」

　酒樽の傍に寄って身を潜め、匂いを確かめる。微かにモルトが香ったことから、中身が恐らくウィスキーであることが窺える。

　ラミィはその間にも労働者たちの方へと歩を進めていく。念のため、樽の陰から様子を窺っていると、ラミィの姿に気づいた労働者たちが不審そうに手を止め、ラミィに注目した。

　三人一組で木箱を運んでいた屈強な男たちが、ラミィを
誰何
 すいか

 している。

　食料が入っていると思しき木箱を見留め、リサは気配を潜めて素早く移動した。

「……っ」

　身を潜めたところで、木箱を食い破ろうとしている鼠の姿に気づく。リサが身を潜めたところの木箱は既に一部が破られた痕があったが、そこにはどういうわけか鼠は寄りついていなかった。

（これ、糞じゃないわよね……）

　木箱の周りに零れている黒い砂粒のようなものを指先に取る。

（……火薬かも……）

　鼻先に近づけると微かに硫黄のような臭いがする。

（龍虎会の持つ倉庫ってことなら、武器ぐらいはありそうよね）

　思案を巡らせながら周囲を見回してみる。そう考えると、先ほどの酒樽も中身が本物の酒であるかも疑わしい。

「……ここに何の用だ？」

　男たちが苛立った声を上げている。質問に立ち止まったラミィは、ゆっくりと倉庫内を見回して首を傾げた。

「なあ、ちょっといいか？」

「…………」

　ラミィの呼びかけに、労働者の間に緊張が走る。首にタオルをかけた薄着の男たちが、目で合図を交わし、ラミィを囲むように集まって来た。

（あれ……？）

　風のほとんど入らない倉庫の奥は、不快なほど蒸し暑い。だが、これほど多くの男たちが働いているにもかかわらず、汗の匂いが全く感じられなかった。

（……全員が、
愚者
 フールズ

 ってこと……？）

　眷属化の影響か、ラミィの精神状態がリサにも及んでいる。冷静に分析しながらリサは、改めて男たちの姿を注意深く見つめた。

「…………」

　恐怖はない。いざとなったら戦うだけだ、と既に覚悟が決まっている。

「仕事の邪魔だ」

　リーダー格と思しき一際体格の良い男が、ラミィを見下ろしながら不機嫌な声を発する。ラミィは全く動じる様子もなく男を見上げ、悪びれずに訊ねた。

「悪魔崇拝をやってる教祖様に会いたいんだ。お前たちならわかるだろ？」

「…………」

　ラミィの言葉が
引き金
 トリガー

 になったのか、男たちの目が赤く怪しく光る。

　
愚者
 フールズ

 の証のひとつである血走った目が顕著になり、ラミィは
鋏
 ブラッド・シザース

 の持ち手を掴んだ。

「……答えらんねぇか。じゃあ、呼ぶしかねぇな！」

　抜きざまにラミィが体格の良い男に斬りかかる。男は左腕を犠牲にし、身体を反転させてラミィに拳を振り下ろした。

「ラミィさん！」

　咄嗟に飛び出したリサが、自動小銃で男の腕を撃つ。男が衝撃に
蹌踉
 よろ

 めいて数歩下がる。と、回りを取り囲む男が一斉に獣のような唸り声を上げ始めた。

「戦えるか？」

　リサと背中合わせになったラミィが肩越しに訊ねる。

「はい」

　自動小銃と
乱狐
 刀

 をそれぞれ構え、リサは
愚者
 フールズ

 に警戒を走らせた。

「
第一封印・解除
 ファーストシール・オープン

 。ブラッド・エッジ起動」

　封印を解かれた
鋏
 ブラッド・シザース

 が、男の血を吸収して刀身を巨大化させていく。

「オォオオオオッ！」

　獣のような雄叫びを浴び、男がラミィに突進する。

「遅ぇよ！」

　男の体当たりを難なく
躱
 かわ

 したラミィは、そのまま彼の胴を両断した。

「————！！」

　血飛沫を上げて切断された身体が
鋏
 ブラッド・シザース

 に吸収されていく。身体を分断されながらも男は片手を唇に宛がい、鋭く指笛を吹いた。

「……行け、奴らを食い殺せ……」

　倉庫の奥で甲高く耳障りな金属が擦れる音が響き、魔獣の唸り声が聞こえ始める。

「
夜に這う獣
 ナイトストーカー

 か……。噛まれると厄介だぞ」

　唸り声で瞬時に敵を見極めたラミィが、リサに囁く。

「……遅効性の毒ですね」

　警告の言葉で、座学の情報を思い出しながら頷く。

「そういうこと」

　ラミィは頷き、リサの肩に肩で触れると、
一瞥
 いちべつ

 を寄越して笑って見せた。

「ナイトストーカー、新しい餌だ」

　使役する男の最期の言葉に、複数の
唸
 うな

 り声と、獲物を見定めようとしてか複数の赤い目が暗闇に浮かび上がった。

「グルルルル……」

　爪を鳴らしながら、ナイトストーカーが近づいてくる。

　群れの姿が徐々に露わになり始めると、頭部についた複数の赤い複眼と、顎を突き破るようにして生えた鋭い牙が顕著になった。

　よほど飢えているのか、閉じることの出来ない裂けた口から、ぼたぼたと
涎
 よだれ

 が滴っている。

「……あ……」

　先頭に立つナイトストーカーの体表に生えている棘が、座学で見た資料よりも幾分か大きく鋭くなっている。そのことに気づいたリサは、素早く全個体の体表の棘に目を凝らした。

「……ラミィさん」

「ん？」

「あの棘……。私の知識と随分違う気がします」

　体表の棘がより大きくより鋭くなっていることには、大きな違和感がある。直感で危険性を察して訴えると、精神同調でそれを察したのか、ラミィも警戒を強めた。

「凶暴そうなのは、飢えてるだけじゃねぇってことか」

　絶えず威嚇を続ける唸り声と赤く光る禍々しい目を冷めた目で見つめ、ラミィが軽く口笛を吹く。

「森林部に広く分布する小型の魔獣。夜の闇に紛れて狩りを行うため、ナイトストーカーと呼ばれている。……飼われているとはいえ、これだけの群れでの活動は例外的でしょうし、ストレスが関係しているのかも」

　座学の知識を総動員させながら、ナイトストーカーの特性を思い出す。リサの分析にラミィは爪先を慣らして予備動作を始め、ナイトストーカーと
愚者
 フールズ

 をざっと眺めた。

「理由はどうあれ、蹴散らすだけだがな。しかし、一匹二匹じゃ相手にならないんだが、数が多いな。……どうやら、まだ増えそうだ」

　目の前の群れだけを数えても、二十体近く居るだろうか。ラミィの発言はさらに別の群れの存在を
示唆
 しさ

 している。

　身体の大きな個体がリサに狙いを定め、じりじりと距離を詰め始める。隙を見て後に続くつもりか、数匹も同じようにリサを狙える位置に移動して取り囲み始めた。

「
嘗
 な

 められてるぞ、リサ。戦えるか」

「もちろんです！」

　ナイトストーカーが飛びかかるよりも早く、自動小銃で撃ち抜く。

「！！」

　複眼にまともに銃弾を浴びたナイトストーカーは弾みで群れの中へ吹っ飛び、その身体を別の小さな個体ががつがつと食い始めた。

「…………」

　瞬く間に仲間の身体を食い荒らしたナイトストーカーが、再びリサを狙ってくる。

　リサは自動小銃で後方の
愚者
 フールズ

 を散らしながら、ナイトストーカーを一手に引き受けた。

「良い調子だ。その感覚を忘れるな」

「はい！」

　駆け出していったラミィが、襲いかかる大柄のナイトストーカーを両断し、武装した
愚者
 フールズ

 へと突っ込んでいく。

「
愚者
 フールズ

 の方はオレに任せとけ！」

「お願いします！」

　ナイトストーカーを自動小銃で撃ちながら壁際まで誘い込む。木箱を利用してコンテナの上に登ると素早く装填を済ませ、再び引き金に手をかけた。

「あっ！」

　リサを追ってきたナイトストーカーが、自動小銃の引き金に手をかける音を頼りに、横から飛びかかってくる。

「聴覚が良いっていうのは、ここまでなのね。訓練されてるってこと……」

　感心しながら予備動作がある自動小銃を一旦諦め、
乱狐
 刀

 に持ち替えて、ナイトストーカーを薙ぎ払う。

「大人しく、床にいなさい！」

　木箱を刀で叩き割って崩し、自動小銃を撃つ。

「弾切れを起こす方が早いじゃない……」

　腰のポーチから装填し、弾薬の数を指先でなぞって数える。コンテナの上にいれば、ナイトストーカーの直接的な攻撃は避けられるが、ラミィの元に行かないように引きつけておく必要がある。

「……はっ、ほとんど減ってない……」

　ナイトストーカーたちは、ぎらぎらと赤い目を光らせながらコンテナに爪をかけて引っ掻いている。

　時折、身体の大きな個体が崩れた木箱を利用して飛びかかってくるの的確に撃っていくが、数が多いだけあり、仕留めたのはほんの数匹程度だった。

「下に降りるしかないわね」

　肩で息を整えながら、コンテナを取り囲むナイトストーカーを見下ろす。これだけの野生の魔獣を相手にどこまで戦えるか、自分でも想像がつかない。

「とにかく、やるしかない！」

　自動小銃を連射しながら、ナイトストーカーの群れの中へと突っ込み、刀で飛びかかるナイトストーカーを払う。

「いち、にぃっ……、さんっ！」

　自らを鼓舞するように
屠
 ほふ

 った数を叫びながら、リサは次の足場となる木箱に跳躍し、装填のため身を潜めた。

（……弾薬はあと僅か……）

　息を殺しながら木箱の陰で装填を行う。

（あれ、この臭い……）

　と、崩れた木箱から黒い粉が零れていることに気づき、リサは目を瞠った。

（これ、全部火薬かも……）

　奇しくも倉庫に入ってすぐに身を隠した場所と同じなのか、首を巡らせればあの酒樽が見えてくる。止まったものを認識しにくいナイトストーカーは、牙をカチカチと鳴らしながら、動きを止めたリサを探している。

（反響定位を使ってるってわけ……。意外と賢いのね……）

　ナイトストーカーたちは、自分が発した音の反響を頼りにして、倉庫内でのリサの位置を確認している。

　先ほど崩した木箱や、仕留めた個体の屍がその捜索をより困難にしているのが幸いではあったが、そのカチカチという音は、リサの近くに確実に迫り始めていた。

（あそこまで行けば……）

　酒樽までナイトストーカーを誘い込めば、その酒樽の中身が目当てのものであるならば、ナイトストーカーを一網打尽に出来る。

　自動小銃と刀を構えたリサは木箱の陰から飛び出すと、全速力で酒樽の山へと駆け、樽の一つを銃で撃った。

「当たりだわ！」

　樽に開いた穴から中身が零れ、ウィスキー特有のアルコールの匂いが立ち込める。

「……これを使わない手はないわね」

　積まれた酒樽を横倒しにし、迫り来るナイトストーカーへと蹴り飛ばす。

　次々と迫る酒樽を
躱
 かわ

 しきれず、何匹かは樽の間に挟まれ、叫びを上げている。段々と数を減らすナイトストーカーの攻撃を酒樽に身を隠して防ぎながら、自動小銃で樽に穴を開けていく。

「あと少し……。これで……」

　活路を見出したリサが安堵の息を吐く。だが、それを
嘲笑
 あざわら

 うかのように、金切り声に似たあの耳障りな金属音が再び響き渡った。

「『気をつけろ』、リサ！」

　どこからか響いたラミィの鋭い一言に全身が警戒する。別のナイトストーカーが放たれたことを瞬時に理解したが、死角から突然降ってきた個体によって床に叩き付けられる方が早かった。

「あああっ！」

　首筋を噛み切らんばかりの勢いで襲い来る牙を、咄嗟に差し出した左腕で辛うじて防ぎ、右手の刀をナイトストーカーの胴に深々と突き立てる。

「ギャン！！」

　ナイトストーカーが牙を離した隙に左手を抜き、その身体を蹴り倒して床を転げる。

「うぅ……」

　噛まれた左手は既に感覚がないほど痺れていた。

「まずったわね……」

　それが噛まれたせいなのか、毒が回り始めたからなのかはわからない。だが、毒が回る前に倒さなければならないということだけはわかる。

　右手に自動小銃を持ち替え、刀が突き刺さったままのたうつ個体の頭を打ち抜くと、リサは脇に自動小銃を挟み直し、ナイトストーカーの胴から刀を引き抜いた。

「毒は通用しないぞ。すぐに『排出しろ』」

　精神同調の影響か、ラミィの『命令』が直接頭の中に響き渡る。

「……はい」

　意思とは関係なく唇が動いて返事を紡いだかと思うと、リサの左腕から血が噴き出し、続いてじんわりと皮膚の表面の修復が進み始めた。

「……これって……」

　昨夜、魔導砲で撃たれたラミィが弾丸を排出したときの記憶が蘇る。

「こういう時は便利だな」

　痺れるような感覚が消えたかと思うと、リサの復調を確信するようなラミィの声が頭の中で響いた。

　頷き、左手で拳を握り、感覚を確かめる。ほんの僅かに違和感のようなものは残っていたが、毒の影響も傷の影響もほとんど感じられなかった。

「数が増えても状況が変わってないのは、有り難いわね」

　相変わらずリサを標的に定めたまま、ナイトストーカーがじりじりと距離を詰めてくる。合図でもあれば一斉に飛びかかってくるところだが、その合図は行われない。

「こいつらを飼い慣らしてた、
愚者
 フールズ

 はラミィさんが倒したってことよね」

　直感は恐らく正しい。リサは大きく肩で息を吐き、呼吸を整えると、ナイトストーカーの群れと再び向き合った。

「さあ、こっちにいらっしゃい！」

　自動小銃と刀を腰に戻し、ナイトストーカーを挑発する。リサの動きを俊敏に追ったナイトストーカーが、酒樽に向かって突進を始めた。

「……所詮、魔獣は魔獣ってことよね。馬鹿で助かったわ」

　肩で息を吐きながら苦笑し、酒樽を蹴り上げて疾走し、素早くコンテナの上へと逃れる。酒樽を薙ぎ倒したナイトストーカーは、全身に酒を浴びながらギチギチと牙を鳴らし、リサの姿を探った。

「ほら、こっちよ！」

　床には零れたウィスキーがたっぷりと広がり、黒色火薬を収めた木箱の元まで到達している。

「ガァアアッ！」

　ナイトストーカーがコンテナの上のリサの挑発に乗り、一斉に飛びかかる。その動きを見届け、リサは酒樽に向けて狐火を放った。

「これでも喰らいなさい！」

　シェンフゥ仕込みの狐火は、紫色の炎を上げてウィスキーに着火する。

　炎から逃れようとしてか、ナイトストーカーは一斉にコンテナと木箱の方へと向かい始めた。

「……っ！」

　炎が眼前に迫るのを確かめ、コンテナとコンテナの陰に身を潜める。次の瞬間、激しい爆発音と衝撃が倉庫を揺るがした。

「……っ、はぁ……、はぁ……」

　爆発の衝撃波から身を守るように丸めていた身体をゆっくりと解き、肩で息を吐きながら立ち上がる。

　爆発の衝撃で倉庫の屋根に大穴が開き、煉瓦が音を立てて崩れている。

「……！」

　その開いた空間から姿を見せた者のただならぬ殺気に、リサは息を呑んだ。

　崩落を続ける屋根から、黒いローブに身を包んだ男が倉庫内を覗き込んでいる。

（——教祖だ……）

「ゼリグ様！　助け——」

　見覚えのある姿にリサが気づくのとほぼ同時に、ラミィとの戦いに敗れた
愚者
 フールズ

 が救いの叫びを上げる。だが、その声は、ラミィによって永遠に遮られた。

　全ての
愚者
 フールズ

 が絶命し、倉庫の中は奇妙なほどの静寂と血の匂いで
噎
 む

 せ返っている。

　手下たちが無惨にやられた姿を見届けた黒いローブの男は、宙に踏み出すと、ラミィとリサを賞賛するように拍手を始めた。

「中々楽しいショーだったよ」

　ローブの男の左手の指には、教祖と同じ太い金の指輪が光っている。

「……ショーにしては悪趣味だな」

　手の甲で返り血を拭いながら、ラミィが
睨
 にら

 むように頭上を見上げる。

「ちょっとした褒美をやろう」

　男がそう言って指笛を吹くと、何もない筈の空間から、突如として商人風の衣服に身を包んだ男性の姿が現れ、音を立てて倉庫の床に落ちた。

「ステファン先生！」

　見間違えようもない恩師の姿に、リサが咄嗟に駆け出す。

「リサ、『行くな！』」

　ラミィの命令が働くと、リサの身体は一瞬にして硬直し、全く動かせなくなった。

「うぅ……」

　
呻
 うめ

 きながら、ステファンがのろのろと起き上がる。

「……リサ・エーデルワイス……」

　頭を振りながら辺りを見回したステファンは、リサを見て顔を
綻
 ほころ

 ばせた。

「そうです、リサです！　助けに来ました！」

　一見して怪我のないステファンに駆け寄りたい衝動は募る。

　辛うじて出すことの出来る声で訴えると、ステファンは穏やかにリサに微笑みかけた。

「良かった。しかし、……酷い目に遭った……」

「もう大丈夫です——」

　ステファンの笑顔につられてリサも笑いかけようとする。

　だが、ステファンの目が赤く血走り、拷問を受けたらしき破れた服の隙間からは赤い邪紋が浮き出していることに気づくと、青ざめて唇を震わせた。

「『もういいぞ』、リサ」

　苦虫を噛み潰したような表情でラミィが呻くように言う。

　ラミィの『命令』が解かれたが、リサはそのまま動けずに愕然と呟いた。

「……ステファン先生……？　そんな……」

「さあ、どうする？　仲間は殺せないだろう？」

　愉悦を含んだ声で男が頭上から問いかけてくる。

「…………」

「ああ、待っていたよ。ラミィ、リサ……。やっと救援に来てくれたか……」

　男が指を鳴らすと、操られているのか、ステファンが人間だった頃の記憶を引き出されて語り始めた。

「助けに来たのは本当です。でも……」

　——
愚者
 フールズ

 は、処分しなければならない。

　リサの手は刀の柄を握っている。抜き放とうとする右手を左手で押さえ、血が滲むほど強く唇を噛んだ。

「俺の家族はどうしてる？」

「…………」

　ステファンの家族のことは、聞かされていない。リサは首を横に振り、一歩後ずさった。

「故郷にいる妻と子供だよ。きっと心配してるだろうな。帰ったら遊んでやる約束をしてるんだ。俺に似たハンサムな男の子と、妻に似た可愛い女の子だ。いつだって可愛い盛りでな……」

　ステファンはリサとの距離を詰めながら、懐かしく目を細めて語りかけてくる。

「その話は、聞いたことがありません……」

　頭を振りながら更に下がると、ステファンは不思議そうに首を傾げた。

「俺の話を疑ってるのか？　冗談ばっかり言ってる俺だが、これは本当だ。まあ、男の子の方も俺じゃなくて妻に似てる、ああ、そこだけは訂正するよ」

「……私は、ご家族の話を知りません」

　泣きそうになりながら、言葉を換えて否定する。

「先生は、
愚者
 フールズ

 にされてしまっているんです……」

「……馬鹿なこと言ってないで、頼むよ。約束したんだ。今度の任務が終わったら長期の休みを取ることになってた。そうしたら朝から晩まで子供たちと一緒だ。妻も楽させてやりたいしな」

　目の前の魔族——ゼリグによって操られているだけで、そこに本人の意思はない。

　必死に自分に言い聞かせ続ける。

　が、ステファンの姿で、その懐かしい声で語られると、理性ではわかっていても割り切れない感情が胸の内に溢れ、涙となってリサの目の端から零れ落ちた。

「おい、どうしたんだよ、リサ。俺の救援に来たんだろう？」

「…………」

　それは事実だ。

　けれど、今はどう答えればよいのかリサには、わからない。

　——執行者としてすべきことは、
愚者
 フールズ

 の処理なのだ。

「新人を困らせるなよ」

　軽口を叩くような口調だったが、その怒りは靴音に表れている。

　高く靴音を響かせながら歩み寄ってくるラミィの気配に、リサが安堵したその隙をステファンは見逃さなかった。

「おいおい、俺の教えを全然理解してないじゃないか」

「『
退
 ひ

 け！』」

「え……？」

　ステファンが繰り出した小型のナイフが、リサの喉元を切り裂いている。

　ラミィの『命令』で咄嗟に飛び退いたことで、薄皮一枚を傷つけられた程度で済んだリサは、殺気を浴び、刀を抜いて構えて飛び起きた。

「あぁ、面倒臭せぇことになったなぁ……」

　戦え、とは命令出来ずにラミィは唇を噛む。

　案の定、防戦一方となったリサとステファンの間に素早く割って入り、ラミィはステファンの喉元に
鋏
 ブラッド・シザース

 を突きつけた。

「そこまでだ」

「怖い顔だな、ラミィ」

　リサに突きつけていたナイフを引っ込め、ステファンが
戯
 おど

 けたように首を
竦
 すく

 めてみせる。

「……本気か、ラミィ？」

「後輩に任せられるようなモンでもねぇからな」

　薄笑いを浮かべるステファンに、ラミィが歯がみしながら応じる。

「ははははっ。そのショーを見届けられないのが、心残りだ」

　去り際にそう言い残し、男が黒いローブを翻す。

　空間が歪み、見覚えのある銃剣付の魔導砲が出現したかと思うと、ステファンの足元に落ちた。

「リサ——。お前はあいつを『逃がすな』」

　ラミィの視線は、今にも立ち去ろうとする黒いローブの男を示している。リサはラミィの命令に頷くと、男を追って駆け出した。


第二八話　卑劣な魔族





「……さて、やるか。今、楽にしてやるぜ、ステファン」

　その言葉とともに、
鋏
 ブラッド・シザース

 の表面が、怒りに燃える炎のように沸き立った。

「はぁ……。仲間に向かって、二の聖典の力を使うつもりか？　穏やかじゃねぇな」

　ステファンの視線は愛用の武器へと注がれている。

「
愚者
 フールズ

 となったからには、処分以外の選択肢はない。わかっているだろう？」

　ステファンがそれを理解しているかどうかは、ラミィにはわからない。

　念を押すように訊ねたが、ステファンは全く動じる様子もなく、微かに笑って視線をラミィへと戻した。

「…………」

　再びラミィを見つめたステファンの目は赤く血走り、破れた服の隙間からは紛れない
愚者
 フールズ

 の証である赤い邪紋が浮き出している。

　それは今は失われているはずの鼓動のように明滅を繰り返し始めた。

「久しぶりの挨拶が、
ブラッド・シザース
 こいつ

 っていうのがなぁ……。冗談キツイぜ、ラミィ」

　ステファンが疲れたように笑って小首を傾げ、ラミィを試すように見つめている。ラミィは赤く流動するように
蠢
 うごめ

 く
鋏
 ブラッド・シザース

 を引き、ステファンとの距離を取った。

「その言葉、そっくりそのまま返してやるぜ」

　聖典の力を使うかどうかを決めかねて、ラミィは第二形態のままの
鋏
 ブラッド・シザース

 とステファンを見比べる。

「弔うためになにか残してやりたい気持ちは、オレにもあるんだよなぁ」

　しばし悩んだ後、ラミィは二の聖典の力を再封印する選択を採った。

「……
再封印
 リシール

 ……」

「おっ、話がわかるじゃねぇか」

　ラミィの
鋏
 ブラッド・シザース

 から聖典の力が消えたのに安堵した様子で、ステファンが明るい声を上げる。

　そのまま近づこうとする喉元に刃先を突きつけ、ラミィがステファンを牽制した。

「いや、お前を処分するのは決定事項だ。遺品の回収ぐらいはしてやる」

「おいおい、冗談は止せよ……」

　ステファンが眉をさげて肩を
竦
 すく

 め、降参を示すような仕草をする。

「これが冗談なら、どんなに良かったか」

　その仕草にラミィが俯いて呟くと、視線の先で銃剣付の魔導砲をステファンが蹴り上げて構えるのが見えた。

「ホント、笑えねぇよなぁ！」

　魔導砲を拾い上げたステファンが、間髪入れずに発砲する。

　連続で発砲された銃弾を、ラミィが鋏を盾に防ぐ。立ち込める硝煙は煙幕となり、両者の間を隔てた。

「おらぁあああっ！」

　硝煙に突進し、ステファンが銃剣の
刃
 ブレード

 を展開して斬りかかる。

　が、その剣はなにもない空間を薙いだ。

「どこだ！？」

「やっぱ、生身の人間とは違うよなぁ」

　いつの間にか背後に回っていたラミィが、ステファンに斬りかかる。

「得意の戦法がオレに通用すると思うなよ！」

「はっ！　やっぱ強ぇえな！」

　振り向きざまに斬撃を寸でのところで
躱
 かわ

 したステファンが、ラミィの追撃を銃剣の刃で受け止める。

　両者の刃が耳障りな甲高い音を立てて火花を散らしながら競り合っている。

「はぁああああっ！」

「うぉおおおおおっ！」

　ラミィが徐々に競り勝っていくなかで、ステファンは好戦的に顔を歪めながら押し返そうと試みる。

「力の差さえ忘れたか？」

「クッ！」

　ラミィが哀しげに顔を歪めながら、じりじりとステファンを追い詰めていく。

　追い詰められたステファンの身体にはいつしか禍々しい赤の邪紋がくっきりと浮かび上がり、激しく明滅を始めた。

「オオオオォオオオオオッ！」

　怨嗟のような低い呪いの声を上げながら、ステファンが真っ赤な目を血走らせている。その目は既に人間のものではなく、血の色の光を宿した視線は禍々しくラミィの姿を捉えた。

「 《ユリアン様、力を——》」

　互いの刃を合わせたまま、ステファンの口から彼の声ではない酷く低い声が漏れ出る。

　呪うようなその声に反応した愚者の邪紋は、眩く発光し、ステファンの全身を包み込んだ。

「ハッ！　悪魔に魂を売るってのは本当だな」

　ステファンの口から紡がれた大悪魔の名に、
鋏
 ブラッド・シザース

 の刃を叩き付けるようにして斬撃を浴びせたラミィが、数歩距離を取る。

「これ以上、仲間の醜態を見せられてたまるかよ」

　ステファンではないという決定的な確証を得たラミィは、
鋏
 ブラッド・シザーズ

 を二つに分かれさせ、両手で強く握りしめた。

「弔うためにも、次で終わりにする」

「貴様も道連れだ」

　最早生前の姿から変わり果てたステファンが、全身の邪紋を激しく明滅させながら高く跳躍し、ラミィとの距離を詰める。

「遅ぇよ」

　ラミィはそれを冷静に
躱
 かわ

 すと、
鋏
 ブラッド・シザーズ

 の二つの刃でステファンの胸を貫いた。

「あ……？　が……ッ？」

　何が起きたかわからないといった様子で、ステファンが自分を貫く刃を見つめている。

「これで終わりだ」

　抑揚のない声で告げると、ラミィはステファンの身体を貫いた刃を合わせ、その胴を引き裂いた。

「…………ぁ……」

　鋏が引き抜かれると同時に、ステファンが微かな声を上げて仰向けに倒れる。

　重い響きを立てて崩れた彼の身体からは、生者のものではない褐色に濁った血が流れ出て、広がっていく。

「……はぁ……」

　鋏についた血を払いながら、ラミィがステファンの頭の近くへと寄る。

「ここで、俺は死ぬのか……」

　傍にラミィが屈むと、その動きを目で追いながらステファンが掠れた声で訊いた。

「
愚者
 フールズ

 になった時点で、人間としてのお前は死んでいる。今更だ」

「……そうか……。
愚者
 フールズ

 か……。執行者の末路としては、最悪だな」

　倒れた拍子に懐から零れたのだろう。彼が好んで嗜んでいた煙草が散らばっている。そのなかの一つを拾い上げたラミィは、ステファンの口にそれを咥えさせた。

「火、……火……」

　ステファンが喘ぐように言いながら、僅かに首を動かす。その視線は
燐寸
 マッチ

 箱を捉えたが、それは既に血でべったりと濡れて使えなくなっていた。

「馬鹿、
燐寸
 マッチ

 がねぇと吸えねぇよ……」

　笑いながら、ステファンがきつく煙草を噛む。

「でも、こういうこと……なら、禁煙ぐらい……っ、してやっても良かったなぁ……」

　煙草を揺らしながら、ステファンがたどたどしく記憶を辿るように呟いている。

「そしたら、もう少しぐらい長生きして……
家族
 あいつら

 に……楽させてやれたかも知れねぇ……」

　ゼリグに植えつけられた偽の記憶を語りながら、ステファンが乾いた笑いを漏らしている。そんなものはいないと突っぱねることも出来ずに、ラミィは曖昧に笑うことしか出来なかった。

「ステファン——」

　こうして話していると、今、この瞬間のステファンは正気を取り戻したように見える。

　ラミィの呼びかけにステファンは白く濁った目を動かすと、ラミィの姿を探すように手を伸ばした。

「……あぁ、もうダメそうだ。……妻を、子供たちを頼むぞ、ラミィ……」

「…………」

　伸ばされた血塗れのステファンの手を取り、握り締める。すぐにステファンが握り返してきたが、その手は、ぶよぶよとしていて、酷く冷たかった。

　ステファンの肉体がもう生きてはいないことを思い知らされ、ラミィはきつく唇を噛むステファンの唇から煙草が零れて落ち、赤黒い血の色を吸い上げていった。


第二九話　限界を超えた死闘





「待ちなさい！」

　
高所通路
 キャットウォーク

 へ続く金属製の階段を駆け上がり、黒いローブの男を追う。

　リサの叫ぶような呼び声に、ローブを
纏
 まと

 った男は立ち止まり、ゆっくりとリサを振り返った。

「威勢の良さに免じて、遺言の一つぐらいは聞いてやろう」

「……そんなのないわ。……ゼリグとか言ったかしら、このまま尻尾を巻いて逃げるつもり？」

　男を睨めつけるようにして見上げ、リサが問う。挑発に乗った男は不快感を露わにしてローブの奥からリサを侮蔑の目で見つめた。

「ハッ！　馬鹿なことを、命拾いをしたのが、どちらかが、まるでわかっていないようだな？」

「その言葉、そっくりそのまま返してあげるわ」

　自動小銃を構え、狙いをゼリグに定めながら目を細める。

「ほう……？　人間と
愚者
 フールズ

 の区別もつかない新人が、知った口を。あの代行者抜きで、この私をどうにか出来るとでも？」

　リサを嘲るように問うゼリグの口許は、愉悦に歪んでいる。

「逃がすわけにはいかないの。どうにかしてみせるわ」

「後悔しても、もう遅いぞ？」

「こっちの台詞よ」

　構えると同時に自動小銃の引き金を引く。無数の弾丸が射出されたが、それは
邪法
 ゲヘナ

 によって巻き起こされた風によって遮られた。

「はっ、馬鹿め！」

　ゼリグが風を操り、リサの身体が
旋風
 つむじかぜ

 に巻き取られる。

「……ぁうっ！」

　倉庫の入り口に程近い壁に叩き付けられたリサは、辛うじて高所通路の手摺りを掴んで落下を免れた。

「……やはり私が相手をするほどでもないな。貴様にぴったりの相手を呼んでやろう」

　ゼリグが指を鳴らすと同時に、倉庫の壁が突然弾け飛んだ。

「え……」

　倉庫の壁を破った腕が、巨大な影となってリサの前に立ちはだかる。








「従機ノイ・サルファガス……」

　獲物を探すように煉瓦造りの壁を掻き破る腕から全速力で逃れ、その全貌を振り返る。

「……そういうこと……」

　
操縦槽
 そうじゅうそう

 に座る
愚者
 フールズ

 の姿を見留めたリサは、倉庫の外で働いていた作業用従機の姿を思い出しながら呟いた。

　聖王国で作られた砲戦型従機サルファガスを汎用型に改修したノイ・サルファガスは、民間向けにさらに改修した作業用従機として広く利用されている。

「たかが人間が、従機と互角に渡り合えると思うか！？」

　ピッケルを振るうノイ・サルファガスの一撃を
躱
 かわ

 し、自動小銃の狙いをゼリグからノイ・サルファガスの
操縦槽
 そうじゅうそう

 へと変更する。

「普通の人間ならね！」

　ゼリグの挑発に応じながら、自動小銃の引き金を引く。

「こんのぉおおおおっ！」

　残弾を撃ち尽くすが、ノイ・サルファガスはびくともせず、ピッケルで金属製の通路を穿った。

「あっ！」

　分断された通路はぐにゃりと曲がり、屋根を巻き込んで崩落を始める。

（あまり俊敏性はない。でも、威力はそれなりにある……）

　
拉
 ひしゃ

 げて折れ曲がる金属製の通路を駆け上がりながら、倉庫の奥へと進む。

（つまり、一撃でもまともに喰らえば命がないってこと……）

　通路を破壊しながらノイ・サルファガスが追ってくる。

　高所の足場に立っていても従機と生身の人間の差は歴然としていたが、ラミィの『命令』で恐怖は感じない。不思議なほどに落ち着いていて、どういうわけか気分が高揚している。

「本来なら、『
華凛
 かりん

 』を呼ぶべきところよね」

　精霊機華凛——執行者の試験に合格したあと、一ヵ月の間に華凛の慣熟訓練を行ったことを思い出しながら唇を噛む。

　華凛に乗れば互角、あるいはそれ以上に渡り合える自信があるだけに、今の状況が惜しまれた。

「……こんなとき、シェンフゥがいれば……」

　だが、華凛の召喚に必要なシェンフゥはいない。

　そのことを考えながら刀の柄を握ると、突然シェンフゥの声が脳裏に蘇った。

『この刀には、わしの想いを託しておいた。……いざという時にはおぬしを必ず守ってくれるぞ』

「どんなに離れていようと、わしの心は、常におぬしと共にある——……だっけ……」

　シェンフゥの言葉の続きを呟きながら、ノイ・サルファガスが振り回すピッケルから逃れる。リサの代わりに攻撃を受けた高所通路のほとんどは拉げて崩れ、リサは煉瓦の山に目標を定めて剥がれゆく通路から身を投げた。

　着地の衝撃で起こった土煙に紛れ、機体の背後に回る。

「はぁあああっ！」

　気合いとともに刀を抜き放ち、背後からノイ・サルファガスの膝関節に一閃を叩き込む。だが、全く歯が立たず、攻撃の勢いを殺しきれずに身体ごと弾き返された。

「……くっ！」

　瓦礫の山に突っ込みながらも跳ね起き、振り下ろされたピッケルを
躱
 かわ

 し、手首の状況を確かめる。手がびりびりと痺れているが、幸い損傷はない。

「残弾も尽きた……。今の装備じゃ、圧倒的に不利ね」

　刀一本で戦える相手でないことは、十分に承知している。活路を見出そうと崩れかかった倉庫を見渡したが、崩れた土や埃と
黴
 かび

 の臭いがするばかりだった。

「さっきの火薬があればいいんだけど……」

　荷物を運び出した後なのか、それとも元々使われてはいないのか、がらんとした空間には、武器に使えそうなものは見当たらない。ノイ・サルファガスの死角を意識しながら倉庫を駆けていると、頭上からゼリグの声が降った。

「おや、踏み潰されたいか？」

　まだゼリグの見物が続いていることに安堵しながら、この状況をどう打開すべきか思考を巡らせる。

　ノイ・サルファガスはゼリグの誘導に従ってピッケルを振り下ろしたが、そこには既にリサの姿はない。

「こっちよ、のろまね！」

　固い岩盤が剥き出しになった床にピッケルが深々と刺さっている。ピッケルが使えないと判断したノイ・サルファガスは、瞬時に頭部のクレーンを振り回してリサを追撃する。

「そんな大振りが当たると思ってるの？」

　伸ばされたクレーンを足場にして蹴り、ゼリグとの距離を一気に詰める。

「死ねぇええええっ！」

　ゼリグの隙を突き、リサが刀を振り下ろした次の瞬間。

「死ぬのは貴様だ！」

「！！」

　ノイ・サルファガスのクレーンが足場を崩し、リサの胴をピッケルの柄が薙いだ。

　防御の構えはほとんど間に合わず、リサの小さな身体はその衝撃で吹き飛ばされた。

「……っ！」

　咄嗟に壁に足をつき、衝撃を最小限に抑える。

　が、次の足場を探す前にクレーンのアームが分厚い壁を破壊し、支えを失った倉庫は音を立てて崩落を始めた。

　絶望の鐘が鳴り響く中、ラミィの声が鋭く響いた。

「『諦めるな！』」

　その言葉が思考の全てを支配する。

　瞼を閉じて衝撃に備えていたリサは、目を見開き、自分でも信じられない動きで崩れゆく瓦礫を足場にし、隣接する倉庫の木箱の上に落ちた。

「……っ、ぅ……うぅ……」

　落下の衝撃で息が詰まるが、壊れた木箱がクッションとなったせいか、想像よりダメージは少ない。

「骨も関節も損傷した様子はないわね」

　とはいえ、脇腹に受けた衝撃で臓器にダメージは入っているのか、込み上げてくる不快感がある。

「……っ、げほっ」

　それを吐き出すと、血混じりの何かがせり上がって零れた。

「……はっ、は……」

　呼吸を整え、精神を整えることに集中する。

『よしよし、上手く同調できているな。それが今のオレのコンディションだ。その感覚をよく覚えておけよ。戦いに行くときは、いつもそれくらいの精神状態を保て』

　ラミィの言葉を意識すると、その感覚がリサの身体と精神に宿り始めた。

「……ふぅ……」

　汚れた唇を手の甲で拭い、静かに息を吐く。

　土煙と硫黄のような臭気に口許を覆いながら瓦礫の中から起き上がると、リサは土煙で霞む周囲に必死で目を凝らした。

「……この臭い……」

　探していた火薬の臭いがどこからか漂っている。足元に積み重なっている木箱の残骸からは、弾丸と思しきものが零れて散らばっていた。

「……隠し部屋ってところかしら？」

　土煙が晴れてくるにつれ、今いる倉庫の全貌が明らかになってくる。崩れた煉瓦の瓦礫の中に、魔導砲と思しき武器が見えた。

「…………」

「探せ、ヤツを殺せ」

　ゼリグの命ずる声に、ノイ・サルファガスが反応している。

「《殺せ、殺せ、殺せ》」

　耳を覆うような不穏な声がノイ・サルファガスから響き始めた。クレーンが壁の大穴から伸び、内部にいるはずのリサを捜索している。攻撃のダメージは軽視出来るレベルではないはずだったが、身体の痛みはそれほど感じなくなっていた。　それよりも、自分が優位に立てる突破口を見出したことで、気分はさらに高揚している。

「……そういうこと……」

　精神同調の影響か、ラミィの笑う声が聞こえたような気がする。目を閉じてその感覚に集中すると、戦闘中にラミィが笑っている意味が自分にも理解できたような気がした。

「ゼリグ……」

　視線を動かし、ゼリグを探す。姿は見えなかったが、幸いにもまだ戦闘を見物しているらしい気配はあった。

「早いところ、ケリをつけたいわね」

　——高みの見物を決めているゼリグが、飽きて消えないうちに。

　自分に言い聞かせるように心の中で呟き、倉庫内の武器を物色する。

「あ、あれ……」

　崩れた木箱の中から別の木箱を発見し、リサはその木箱の元へと気配を殺して駆けた。

「……やっぱり」

　座学で一度見たきりだったが、専用の箱には
擲弾
 てきだん

 投射砲が収められている。

「一箱に四本……これだけあれば……」

　箱を開いて、擲弾投射砲を倉庫内に配置する。

　ノイ・サルファガスの捜索は続いており、足場を確保しようとしてか、瓦礫を崩す音が近づき始めた。見通しがよく、かつクレーンの影響が及ばない位置に立ったリサは、声を張り上げた。

「……いつまで私を探してるの？　待ちくたびれたわ！」

　挑発の声に隣の倉庫からピッケルが伸ばされる。

　壁を崩して倉庫に侵入してきた
愚者
 フールズ

 は、元々は作業員か何かだったのか、戦闘には慣れていないことが改めてわかった。

（ピッケルを振り下ろし、次にクレーンを振り回す……）

　先ほどの戦闘で記憶したパターンを思い返しながら、擲弾投射砲を抱えて走る。

　予想通りピッケルが床に突き立てられ、クレーンを振り回して追撃が行われた。

「こっちよ！」

　分析したパターンの通りに動くノイ・サルファガスを誘導し、クレーンのアームが伸びきったタイミングで床を滑るように進み、ノイ・サルファガスの背後に回る。

「これでも喰らいなさい！」

　安全ピンを引き抜き、撃発装置のレバーを押して肩に担いだ
擲弾
 てきだん

 投射砲を発射する。

　狙い通りノイ・サルファガスの膝関節に命中し、爆風が巻き起こった。

「まだまだぁ！」

　リサ、素早く
擲弾
 てきだん

 投射砲を拾い上げ、爆風で巻き起こった土煙に紛れて正面から連撃を喰らわせる。

「はっ、効いてる！？」

　横目でそれを確認しながら、
擲弾
 てきだん

 投射砲を取り、さらに叩き込もうとしたその時。

「しま……ッ！」

　ノイ・サルファガスのクレーンがリサを襲った。

　激しい衝撃を覚悟して身構えたが、それよりも早く身体が勝手に動いていた。

　
擲弾
 てきだん

 投射砲の連撃を浴び、ノイ・サルファガスの左足が崩れる。

　
擲弾
 てきだん

 投射砲を投げ捨て、素早く飛び退き、次の武器に切り替えようとしたところで、振り回されたクレーンに巻き込まれるようにして弾き飛ばされた。

「！！」

　木箱の山に激突し、衝撃で息が止まる。意識が一瞬飛んだが、気を失う前に目が大きく見開かれた。

「……う、ぅ……」

　視界に映る景色がぐるぐると回っている。起きなければならないと解っているのに、痛みで身体が動かなかった。

　金切り声のような金属同士が擦れる耳障りな甲高い音を立て、ノイ・サルファガスが機体を引き摺りながらリサに近づいてくる。辺りに闇雲にピッケルが穿たれ始めた。

「……っ」

　立ち上がることも出来ずに、身体を反転させながら、傾斜のある方へと転げる。辛うじてノイ・サルファガスの攻撃から逃れたリサは、積まれた木箱の上から、瓦礫の山の中へと落ちた。

「……っ、はっ……はぁ……」

　衝撃を感じないほど、身体が痛みで麻痺している。荒く呼吸をする口の中は血の味しかしなかった。目を開けているにもかかわらず、視界が白く霞んでいる。全身が軋んで動かない。

（もう、ダメかも……）

　意思に反して瞼が落ち始めたその瞬間。

「『戦え！』」

　いるはずのないラミィの声が頭の中に響いた

「！！」

　リサの目が鋭く開かれ、自分でも信じられない力で瓦礫の中から跳躍し、ノイ・サルファガスの前へと躍り出る。

「ハッ！　汚らしい鼠が、まだ噛みつく気か？」

　嘲るようなゼリグの言葉に奇妙な安堵を覚えながらリサは、手を動かし、今持っている武器を検めた。

（刀、一本だけ……。右手の方が損傷が大きいわね）

　冷静に自分の状態を把握するうちに、リサの脳裏にシェンフゥの技が鮮やかに思い起こされた。

『狐火・抜刀斬りじゃ』

「……それしかないみたいね」

　腰のベルトを身体の右側に回し左手の抜刀用に変更する。　右手で鞘を握ったリサは、親指で
鍔
 つば

 を
柄
 つか

 の方向に押し出して、ノイ・サルファガスを見据えた。








「殺せ！」

　ゼリグの命令でノイ・サルファガスがピッケルを振り下ろす。

　が、片足を欠いた機体は大きく傾いで、狙いはリサの数メートル脇に外れた。

「私は外さないわよ？」

　
柄頭
 つかがしら

 を
操縦槽
 そうじゅうそう

 の
愚者
 フールズ

 に合わせ、左手の手首を返して鍔に近い場所を下から包み込むようにして握る。

　柄に手をかけて握ると同時に、左手を体の前に伸ばし、抜刀した。

　抜刀と同時に右手で鞘を後ろに引き、狐火を刀身に纏《まと》わせる。鞘から抜けた刀は紫に燃える狐火を燃えさからせて急加速し、鋭い風のように
操縦槽
 そうじゅうそう

 のガラスを真一文字に薙いだ。

「まだまだぁああっ！」

　ほとんど感覚のない右手を添え、振りかぶって追撃する。炎を
纏
 まと

 った刀身は、
操縦槽
 そうじゅうそう

 のガラスを突き破り、操手に深々と突き刺さった。

「……っ！」

　機体に足をかけて刀を引き抜き、ノイ・サルファガスから離れる。

　操手を失ったノイ・サルファガスは、膝を折るようにして音を立てて崩れ、そのまま動かなくなった。

「……はっ……、はぁ……」

　シェンフゥから託された
乱狐
 刀

 を握りしめ、高みの見物を続けているゼリグを睨めつける。

　ゼリグは
拉
 ひしゃ

 げた高所通路の上からリサを見下ろし、身体を揺らして笑い始めた。

「新人とはいえ、聖拝機関の執行者……。少々侮っていたか」

　ゼリグが跳躍し、倉庫の端へと移動する。

「逃げる気！？」

　考えるよりも先に口を突いて出た言葉にゼリグは失笑し、額に手を当てて前髪を後方に撫でつけた。

「まだそれを言うか……。仕方ない、我が手で直々に嬲り殺しにしてやろう」

　蔑むようにリサを見つめる赤い目が一層際立ち、額から悪魔の象徴である二本の角が禍々しく伸び始める。

「…………」

　ただならぬ気配に、リサの背を冷たい汗が流れていく。全身に受けたダメージの中でも、不吉な予感に似たその感覚だけは際だって感じられ、肌の表面が一瞬にして鳥肌で覆われた。

「邪甲兵バグムロ・ルガンよ！」

　ゼリグの呼び声に倉庫の隅にあった機体が反応する。

「我が元へ、来たれ」

　足を折りたたむようにして格納されていた邪甲兵バグムロ・ルガンが、片方の足を前に出し、ゼリグの方に身体を動かして
傅
 かしず

 く。

　音もなく高所通路の手摺りを溶かしたゼリグが、高所通路から踏み出してバグムロと向き合いながらゆったりと降下を始める。

　ゼリグの身体が胸の辺りの緑色の甲殻へ到達すると、
邪法
 ゲヘナ

 の霧のようなものが噴き出し、主を迎えた。

（あれが
骸核
 がいかく

 ってわけ……）

　機兵や従機で言うところの
操縦槽
 そうじゅうそう

 にあたる邪甲兵の
骸核
 がいかく

 を目で追う。

（あの位置は狙えそうにないわね）

　倒すことは不可能かもしれないが、出来る限り足止めをしなければならない。それこそが自分に与えられた『命令』なのだから。

　そう自覚すると、不思議なことに身体の痛みがリサの意識の外へと追いやられ始めた。

「《厄災よ、目覚めよ》」

　機体の中から、ゼリグの声が響く。邪甲兵の神経接続が始まり、青い頭部にある二つの目が黄色の光を宿す。

「元は天道虫ってところかしらね……」

　魔界の生物が基礎になっている邪甲兵には、元の生物の特徴が残されている。赤く丸みを帯びた甲殻と臀部に生え揃う甲虫の
翅
 はね

 のようなゲヘナ・コンバーターを見上げながら呟く。

「……分析してる場合じゃないわね」

　ゲヘナ・コンバーターが羽音のような音を立てて起動し始めたことに気づいたリサは、手近にあった武器を手当たり次第に抱えて倉庫の外へと駆けた。

「逃げ場などないぞ」

　立ち上がったバグムロ・ルガンが倉庫を破壊し、それに続いて遙か頭上からゼリグの声が降る。

「それはお互い様よ！」

　損傷のため使い物にならない右腕を諦め、自動小銃を脇に抱えて撃つ。

　ゼリグが搭乗するバグムロ・ルガンはそれを全く意に介さず、倉庫を破壊しながらリサを追い始めた。

「……っ！」

　肩に引っかけたもう一丁の自動小銃を撃ちながら後退する。全弾を撃ち尽くしても邪甲兵バグムロ・ルガンの装甲には、傷一つつけることは叶わない。

（武器はウォーハンマーのみ。至近距離に入れば、或いは……）

　
一縷
 いちる

 の望みをかけ、祈るように心の中で呟く。

　残弾のない自動小銃を捨てたリサは、唯一持ち出すことが出来た
擲弾
 てきだん

 投射砲を抱え、重心を低くし、爪先に力を込めた。

「……あぁああぁああっ！」

　喉奥から血が込み上げるほど叫び、
擲弾
 てきだん

 投射砲を手にしたリサが機体に向けて突進する。

　バグムロ・ルガンの足の間を駆け抜けたリサは、撃発装置のレバーを口で押し上げ、絶叫した。

「これでも……喰らえぇえええっ！」

「！！」

　爆風が起こり、土煙が立つ。バグムロ・ルガンの股関節を狙って放たれた擲弾は、見事命中し、機体が僅かに傾いだ。

「頭の使いどころを間違えたか？」

「……あっ！」

　ゼリグの声と共に、ウォーハンマーが振り下ろされる。

　至近距離に入ったリサに即座に対応して短く持たれたハンマーは、周囲の木々を薙ぎ倒した。

「……っ、は……っ、はぁ……」

　もうあと僅かでも立ち位置がずれていれば、ウォーハンマーの餌食になっていただろう。ラミィの『命令』で恐怖心が薄らいでいても、死の予感は本能がはっきりと伝えてくる。

　——お前はあいつを『逃がすな』。

　逃げ出したいほどの不安が押し寄せるたび、ラミィの『命令』が蘇る。

「逃げるなら今のうちだぞ？」

「そっちこそ」

　『命令』を頭の中で幾度も反復しながら、ラミィの気配を必死に辿る。ラミィが到着すれば、自分の役割は果たせる。

「あと少し、もう少しだけ……」

　疲弊しきった身体で、防戦一方の戦いを強いられる。
乱狐
 刀

 を温存し、どうにか致命傷を避けながら、ゼリグを引きつけることに専念する。

「せめてあと一撃、叩き込めれば……」

　祈りにも似た言葉を呟き、刀の柄に触れる。狐火を
纏
 まと

 わせた後の刀では、次の攻撃に耐え得るかどうかすら怪しい。

「……でも！」

　ゼリグが叩き付けたウォーハンマーを跳躍して
躱
 かわ

 し、狐火を纏わせ、膝頭を狙う。

「こんのぉおおおおっ！」

　最後の力を振り絞って狐火の威力を斬撃に乗せたが、機体に十分な損傷を与える前に無情にも刀が粉々に砕けた。

「虫けらめが！」

　引き戻されたウォーハンマーの柄が、リサの身体を薙ぐ。

「！！」

　防御の姿勢もままならず、まともに攻撃を喰らったリサは、その勢いで吹き飛ばされた。

　木々の枝を折りながら、飛ばされたリサの小さな身体は、倉庫の前に高く積み重ねられた金属製のコンテナに激突し、漸く止まった。

　息が止まるほどの衝撃に続いて、感じたことのない恐ろしい感覚が全身を包み込む。

「……あ……ぁ……」

　即死とまではいかなかったが、それでも深刻なダメージに夥しい量の血が流れている。引き
攣
 つ

 った声をあげ、空を仰いだが、真っ白な光が降り注ぐだけで、次の言葉は発することが出来なかった。

　唇を動かそうとするが、助けを呼ぼうにも声も出ない、身体も動かない。

　意思とは関係なく顎が震え出し、身体が冷たくなっていく感覚に冷たい汗が全身から噴き出した。

「祈りの時間は必要かぁ？」

　致命傷を負ってなお、辛うじて生きている状態のリサを嘲るように、ゼリグが近づいてくる。その方向を見ようにも首は動かず、視線も思うように動かすことができない。

　崩れて
拉
 ひしゃ

 げた倉庫の天井から、まだ瓦礫が落ちていたが、身を捩って避けることさえできなかった。

「…………っ」

　呼吸さえままならず、息をしようにも荒い息が漏れるだけで、身体にはなにも取り込むことはできない。

　口に入った瓦礫の欠片は、込み上げてきた血の匂いのするなにかに紛れ、唇の端から零れていった。

「……ッ」

　濁った音を立てて、何かが口から勢い良く溢れ出し、身体が大きく痙攣する。

（シェンフゥ……）

　微かにシェンフゥの姿が見えたような気がするが、最早目を閉じているか開けているかもわからない。ゼリグとバグムロ・ルガンの気配に耳をそばだてたつもりだが、その音も聞こえなくなった。

「……命乞いの言葉がないのは、なんとも虚しいな」

　その声はリサには届いていない。けれど、圧倒的な殺気が迫っていることだけは理解出来た。

「せめて断末魔を奏でてもらおうか！」

　ゼリグが勝利を確信し、高く掲げたウォーハンマーを振り下ろす。

「……なっ！？」

　が、叩きつけられたウォーハンマーは地面を同心円状に窪ませただけで、そこには誰の姿もなかった。

「……はぁ、勝手に人の最期を決めんなよ」

　疾風の如く現れたラミィが、リサを抱え、倉庫の中へと走っている。

「おい、『起きろ』」

　『命令』でリサの目が開き、虚ろにラミィを見つめた。

「……——」

「後で聞く」

　喋ろうとするリサの唇を人差し指で押さえ、そっと木箱の上に下ろす。

「しかし、派手にやられたなぁ……」

　困ったように眉を下げて笑いながら、ラミィが太腿のベルトから最後の一本になった試験管を抜き、その血を口に含んだ。

「まあ、飲め」

　ラミィが口移しで血を飲ませる。

　甘美なその味に、リサの失われた血液が沸き立つように再び身体を巡り始める。

　リサの身体にこびりついていた夥しい量の血は、その感覚に反応するように脈打ち、肌に溶けるようにして傷の修復を開始した。

「間に合って良かったぜ。思いつきとはいえ、眷属化しておいて正解だったな」

「…………」

　ぼんやりとした視界の中でも、ラミィの表情は読み取れる。

　ほとんど泣き笑いに似た表情を見せたラミィは、リサの額に口付けると、素早く立ち上がり、殺気を
纏
 まと

 わせた。

「臭い臭い、ドブネズミの匂いがするぞ……」

「ハッ、どっちがだよ」

　崩れた倉庫を掻き分けるように、バグムロ・ルガンが崩している。

　半分ほど崩れた倉庫の中に二人の居場所を突き止めたゼリグの挑発をラミィは鼻で笑い、身体を横たえたままのリサの髪をそっと撫でた。

「…………」

　思うように声も出せず、けれど確かにラミィの名を呼びながら、リサが見つめている。

　ラミィはその視線に微笑み返すと、ローブの紐を解いて身体から外した。

「すぐに良くなる。少しだけ休め」

　脱いだローブをリサの身体にかけてやりながら、ラミィが囁く。

　ほとんど汚れていないローブに包まれたリサは、頷く代わりにゆっくりと目を瞬かせた。

「……よし。休んでいる間、『オレの意識と同調しろ』」

　リサの出来る限りの応答を読み取ったラミィが頷く。穏やかなその『命令』に、口付けられた額がゆっくりと熱を帯び始めた。

「リサ、よく見ていろ」

　第二封印を解除する予兆なのか、ラミィが抜き放ったブラッド・シザースが徐々に成長を始める。

「
代行者
 オレたち

 がどういう存在なのか」

　鋏の表面が波立つように蠢いている。それが
仲間
 ステファン

 を失った怒りだということは、精神同調を通じて痛いほど伝わってくる。

「これから、お前がどういう世界で生きて行くのか——」

　回復した右腕がちりちりと痛み出す。指先にその怒りが触れたような気がして、リサは出来うる限りの力で自らの拳を握りしめた。

「…………」

　言葉にならない何かを、同調を通じてラミィが伝えてくる。皮肉なことに、言葉を発することが出来ない今だからこそ、それがはっきりと理解できた。

「その瞳に焼きつけろ！」

　ラミィが握るブラッド・シザースの持ち手から血が溢れて滴り始める。

　ラミィの感情と共鳴するように刃がざわめき、沸き立っている。

「別れの挨拶は済んだか！？」

　
鋏
 ブラッド・シザース

 を構えたラミィの上に、バグムロ・ルガンがウォーハンマーを鋭く振り下ろす。

「
第二封印解除
 セカンドシール・オープン

 、ブラッド・キャリバー 開放」

　ラミィがそれを迎え撃つように開放句を唱え、ブラッド・キャリバーを発動する。

　次の瞬間、血の
泡沫
 ほうまつ

 を激しく散らしながら、血色の刃が巨大化し、鳴動と共にバグムロ・ルガンを襲った。

「……っ！」

　斬撃を浴びせられたバグムロ・ルガンは、叫ぶ間すら与えられずに、その衝撃で吹き飛ばされる。

　倉庫の外の森林に轟音が巻き起こり、一瞬の静寂が辺りを包み込んだ。

「後はオレに『任せろ』」

　リサの返事を待たず、ラミィが倉庫の外へと駆け出して行く。その目に映る光景が、同調を通じて伝わってくる。ラミィが感じているものの全てを感じ取りながら、リサは祈るように目を閉じた。





　　　＊
 　＊
 　＊






「チッ、
骸核
 がいかく

 は外したか」

　倉庫の外の森の木々が薙ぎ倒されている。その中に、邪甲兵バグムロ・ルガンが佇んでいた。

「……ゲヘナ・コンバーターを咄嗟に起動するとはな。飛べない
翅
 はね

 にしちゃあ、良い使い方だ」

「……知った口を」

　持ち得る最善の方法で損傷を最小限に抑えたものの、バグムロ・ルガンの機体にはラミィの一撃による深刻な傷が刻まれている。

　修復のためか、或いは損傷による副次的なダメージか、機体の
骸核
 がいかく

 部分からは薄気味悪い色の
邪法
 ゲヘナ

 が耐えず吐き出され、バグムロ・ルガンの目は怒りのためか激しく明滅している。

「……
機兵
 きへい

 はどうした？」

「てめぇ程度の魔族、生身のオレで十分だ」

「ハッ！　泣いて後悔させてやろう！」

　ゼリグが力任せにウォーハンマーを振るいながら、回転を始める。

　特殊な岩の削り出しで造られた打突部が、周囲の森の木々を容赦なく薙ぎ倒してラミィに迫る。

「馬鹿デカいだけあって、攻撃が雑だなぁ」

　薙ぎ倒された木を足場にして跳躍しながら、ラミィが
鋏
 ブラッド・シザース

 を振るう。

　第二封印を解かれた鋏ブラッドシザースは、その刃から溢れ出る血液を自在に操ることが可能となる。全てを断ち切る刃となるのみならず、降り注ぐ矢にも、身を護る盾にも瞬時に変化するのだ。変幻自在の力を発現させた今、聖典は真の力を発揮したことになる。

「囮だ、馬鹿め！」

「ハッ、大振りだぜ！」

　木々の間を縫うように伸ばされたウォーハンマーの打突部を
躱
 かわ

 す。

　が、ゼリグはラミィの次の動きを読んでいたかのように、逆側にある凸部を使用して刺突を喰らわせた。

「！！」

　刺突を受けたラミィが、吹き飛ばされて倉庫の屋根の上へと落ちる。

「……痛ってぇ」

　衝撃を受けると同時に跳ね起き、幾分か目線が近くなったバグムロ・ルガンを見据える。

「墓場を決めたか！？」

　バグムロ・ルガンがウォーハンマーで倉庫ごとラミィに打撃を喰らわせようとする。

　ラミィは咄嗟にウォーハンマーに血の矢を飛ばして攻撃の軌道を変えると、屋根の上を走り始めた。

「こっちだ馬鹿！」

　挑発を込めて声を上げ、回復に努めるリサからゼリグの気を逸らす。

　
撓
 しな

 るように垂れ下がった
高所通路
 キャットウォーク

 を足場に、倉庫の高所へ上がり、屋根へと飛び移ったラミィは、リサのいる倉庫から全速力で離れた。

「ちゃんとオレを狙えよ、ポンコツ！」

　ウォーハンマーを振り上げるゼリグをあからさまに挑発し、倉庫の屋根の上で跳びはねて見せる。

「ほら、ほら、どうした？」

「調子に乗るな！」

　バグムロ・ルガンはウォーハンマーをラミィの頭上に叩き付けるが、それよりも彼女が屋根を通じて城壁の上へと移る方が早かった。

「ちょっとは学習しろよ」

　城壁の上からバグムロ・ルガンを見下ろし、肩の装甲を狙って鋏を振り下ろす。

「おおおおおっ！」

　ラミィの狙いに気づいたバグムロ・ルガンはウォーハンマーから咄嗟に手を離し、両腕を交差させ、防御の姿勢を取った。

「はっ、硬ぇ！」

　
鋏
 ブラッド・シザース

 の能力でも、邪甲兵を一撃で粉砕することはできない。

　ラミィの攻撃はバグムロ・ルガンの装甲を破壊したが、血を浴びた箇所が溶けて崩れただけで、その下にある筋繊維には届いていない。この程度の損傷では、邪甲兵を行動不能にすることは出来ない。

「チッ！」

　バグムロ・ルガンの血を吸収した鋏が、おぞましく歪んで本体を狙って喰らいつく。

「おらぁああああっ！」

　ラミィの咆吼に反応して巨大化した鋏によって、腕と肩の装甲が引き剥がされていく。
鋏
 ブラッド・シザース

 を支えにして身体を
翻
 ひるがえ

 したラミィは、再び城壁の上へと跳躍した。

「……ふぅ……デカいだけあって、崩すのも一苦労だな」

　ウォーハンマーに持ち替えたバグムロ・ルガンが、手当たり次第に城壁を打ち据え始める。

　崩落を始めた壁を追われるように走り、真下の倉庫へと飛び降りた。

「そこまでだ！」

「……っ！」

　バグムロ・ルガンが力を誇示するように、ウォーハンマーの一振りで倉庫を破壊する。

　ラミィが足場にしていた倉庫も支柱を失い、ゆっくりと崩壊を始めた。

「さあ、足場がないぞ。どこへ逃げる？」

　無惨に装甲を剥がされたバグムロ・ルガンの中から、操手であるゼリグがラミィに嘲笑を浴びせる。

「地面に降りて踏み潰されるのは、微妙だよなぁ……」

　肩で息を吐きながら軽口を呟いたラミィは、ゼリグの収まる
骸核
 がいかく

 を見据えた。

「なあ、
愚者
 フールズ

 を生み出してたのは、お前か？」

「金に溺れる亡者を本物の亡者にしてやったまでだ」

「……、ステファンは違ってたと思うんだけどなぁ」

　ゼリグの言葉に感心しながら呟き、次の言葉を待つ。

「ああ……」

　ラミィの話に興味を持ったのか、ゼリグが攻撃の手を休めて講釈を始めた。

「あれには手こずったな。心を屈させるために、偽りの家族の記憶を植えつけてやったが、
愚者
 フールズ

 となっても、その記憶に引き摺られているとはなぁ……」

　——妻を、子供たちを頼むぞ、ラミィ。

　ステファンが残した最後の言葉を苦く噛みつぶしながら、ラミィが歯がみする。

「……もっと、言うべき言葉があっただろうが……」

　偽の記憶に最後まで踊らされ、悲しみの最中に散った戦友が惜しまれてならなかった。

「執行者というのは、人間が望む普通の幸せとやらからはどうやら遠いらしい……」

「へぇ……。教祖の真似事をしてるだけあって、ちょっとは慈悲っぽい言葉が吐けるんだな」

　皮肉を込めた言葉にゼリグが嘲笑を浴びせる。

「教祖に化けてたのも、てめぇか……」

「はははは、だからどうした？」

　一体どれだけの人間が、この魔族の犠牲になったかは計り知れない。

「……てめぇを殺る理由が増えた」

　今にも崩れ落ちそうな倉庫から跳躍し、機体に斬りかかる。

「攻撃も馬鹿の一つ覚えか！？」

　
骸核
 がいかく

 を狙ったラミィの一撃を、バグムロ・ルガンがウォーハンマーで防御する。

「太刀筋を見切ったぐらいで、オレの攻撃は防げねぇよ！」

　目にも留まらぬ速さでラミィの連撃が続く。

　一太刀目で、攻撃を想定して短く持たれていたウォーハンマーの柄が折れたかと思うと、一瞬にして三つに分断され、頭の部分が吹き飛び、重々しく地面に落ちた。

「なっ……」

　驚きの声を上げるゼリグを挑発するように、ラミィはバグムロ・ルガンの胸を蹴って跳躍し、崩壊が止まった城壁の上へと降り立った。

　生温い風が吹き、瓦礫が崩れる音が彼方此方で響いている。

「聖拝機関の代行者……。少々侮っていたか」

　苛立ちを隠せない様子で、バグムロ・ルガンが折れたハンマーの頭を踏みつけている。

　ゼリグの呪うような声が響く中、聖典の血を浴びていたウォーハンマーは、その衝撃で完全に崩れた。

「……でけぇ機体に乗ったからって、てめぇの強さは大して変わんねぇよ」

　壁の上に立ち、ほぼ目線を同じくしたラミィがバグムロ・ルガン越しに内部のゼリグを睨めつける。

「はっ、大口を叩いているのも今のうちだ」

　ゼリグは鼻で笑うと、片手剣を取り出して構えた。

「その目で確かめさせてやるぜ！」

　跳躍したラミィが、
鋏
 ブラッド・シザース

 で斬りかかる。ゼリグはそれを剣で受けた。








「……チッ、考えたな……。
邪法
 ゲヘナ

 を使って剣に風を
纏
 まと

 わせてんのか」

　
邪法
 ゲヘナ

 による風を
纏
 まと

 った剣が、
鋏
 ブラッド・シザース

 の聖典の血を跳ね飛ばしている。

「その
鋏
 はさみ

 に武器が直接触れるのは危険だからな。我が風の刃、
魔空閃
 まくうせん

 の前では、貴様の鋏も役に立つまい」

　激しく鍔迫り合いをする間にも、聖典の血が辺りに飛び散っている。

　その血を受けた物体は赤黒く溶け、壁や屋根は再び崩壊を始めた。

「けど、飛び散った聖典の血で、このままだとてめぇの装甲も溶けちまうぜ？」

「！！？」

　ラミィの忠告にゼリグの気が攻撃から逸れたその一瞬。

「詰めが甘いな！」

　装甲の剥がれた肩に斬撃を浴びせながら、地面に降り立つ。

　ラミィはそのまま、素早く森の中に入った。

（畜生、体格差を考えろってんだ……）

　代行者とはいえ、生身の人間であるラミィと邪甲兵では体格的に大きな差がある。

　その差を運動量で埋める、バグムロ・ルガンとまともに渡り合うには尋常ではない体力を消耗する。

（距離を取って少し休めるといいんだが……）

　息を整える間があるかないかだけでも、回復力には大きな差が出る。

　物理的な傷は聖典の力で回復出来るにせよ、ラミィにとってはその意義は大きかった。

「逃げ場など、どこにもないぞ？」

「元より逃げる気なんてないぜ！」

　バグムロ・ルガンとの距離を取りながらラミィが声を張り上げる。

「では、何故走る？」

　ゼリグが嘲笑と共に、片手剣を振るう。

　薙ぎ倒された木がラミィの頭上に一斉に傾いだ。

「！！」

　迫り来る巨大な影に跳躍したラミィの身体を、枝葉が掠めていく。

「チッ！」

　鋏を振るって木々を振り払ったラミィはさらに加速し、森の奥へとゼリグを誘い込む。

「くくく、動きが鈍くなっているのではないか？」

　ラミィとの距離が離れるのを静観しながら、ゼリグが木を薙ぎ倒しながらゆったりと追ってくる。

「寝言は寝て言えよ！」

「ならば気のせいかどうか、試してやろうじゃないか」

　バグムロ・ルガンは腰の後ろに吊していた巨大な大砲を取り出す。

「
大砲
 フレアボム

 か！」

　巨大な機兵すら破壊する火球を放つ大砲に、ラミィが後退する。

「逃がすかぁ！」

　バグムロ・ルガンが連続して放った火炎弾はラミィを追いかけ、近くの大木に着弾した。

　————！！

　激しい爆発音と共に大木が燃え上がり、周囲の木々を巻き込んで倒れていく。

「おいおい……。あんなの当たったら、痛ぇってもんじゃねぇぜ」

　フレアボムの威力に頬を引き
攣
 つ

 らせながらラミィはその場に立ち止まり、バグムロ・ルガンの銃口の向きを一瞬で見定めた。

「貴様のせいで、このままでは
白棺
 しろひつぎ

 の進行に後れを来す。とっととくたばれ！」

「やなこった！」

　
鋏
 ブラッド・シザース

 の刃が大きく膨らんで両刃の中心を閉じ、血の盾へと姿を変える。

「……っ、一枚じゃ歯が立たねぇ！」

　フレアボムの弾丸を受け止めた盾が破られる。

「これで、どうだぁあああっ！」

　聖典から[image: u+8ff8]
 る血流が、幾層にも重なり、ラミィの身体を守る血の盾へと変化する。だが、容赦なく放たれる火球は、次々と盾を破り、ラミィに迫りくる。

「もう後がないぞ！」

「わかってんよ！」

　最後の一枚に向けて、火球が打ち込まれる。その瞬間、ラミィが盾の陰から跳躍した。

「喰らえっ！」

　
鋏
 ブラッド・シザース

 の切っ先から、巨大な血の槍が生み出され、バグムロ・ルガン目掛けて
投擲
 とうてき

 された。

「……な、なんだとぉ！？」

　ゼリグが必死にフレアボムで迎撃するが、生成された血の槍は火球を突き破り、銃口を串刺しにすると、暴発を引き起こした。

「貴様、よくも、よくも……！」

　爆煙に包まれたバグムロ・ルガンから、ゼリグの叫び声が響いてくる。

「それはこっちの台詞だ！」

　幹を蹴って木の上に跳躍したラミィが、枝を
撓
 しな

 らせてバグムロ・ルガンに急接近する。

「はぁあああっ！」

　振りかぶった鋏を打ち下ろし、胸の中心部——ゼリグが搭乗する
骸核
 がいかく

 へ攻撃を集中させる。深々と刻まれた傷口は聖典の血によってさらなる浸食を起こし、蝕まれた。

「いい加減、くたばれよ！」

　刺突し、抉り、鋭く装甲を切り裂きながらラミィが叫ぶ。

「馬鹿な、馬鹿なぁああああっ！」

　悲鳴のような声を上げながらラミィの攻撃を受け止め、ほとんど防戦一方になったゼリグが
邪法
 ゲヘナ

 で生成した風の刃を飛ばす。

　ラミィはそれに一瞬たりとも怯まず、互いの血で真っ赤に染まりながら猛攻を続けている。

「この俺が、貴様のような小娘に負けるなど……、ユリアン様に顔向けできぬ！」

　後退する一方だったバグムロ・ルガンが剣を抜き、ラミィの胴を掠める。

「……っ！」

　防具どころか衣服にすら守られていない胴から血が噴き出すが、ラミィは口許を歪めて笑いながら、構わずに攻撃を続けている。

「命が惜しくないのか！？」

　攻撃の手が止まると確信していたゼリグが驚愕の叫びを上げる。

「惜しいに決まってんだろ！」

　咆吼にも似た叫びを上げ、ラミィが激しい斬撃を浴びせる。

　
邪法
 ゲヘナ

 で風を纏った剣は崩壊を免れているものの、聖典の血が飛び散ることで、バグムロ・ルガンの装甲には無数の穴が空き、機体のあちこちから血が噴き出した。

「忌まわしい！」

　斬撃を受け止めながら、バグムロ・ルガンがラミィが足場にしている木々を風で薙ぎ倒す。

　竜巻のような風で周囲の木々は根元から浮き上がって倒れ、森の形が瞬時にして変えられた。

「焦ってんな」

　倒れた木の上に降り立ったラミィが、バグムロ・ルガンを見上げる。

「ユリアン様の計画を遅らせるなど、あってはならないことだ」

　切っ先をラミィに向け、ゼリグが怒りの
隠
 こも

 った低い声で呟く。

「……ユリアンだと？　それが本当なら、ますますお前を逃がすわけにはいかねぇな」

　ラミィは切っ先を合わせるように
鋏
 ブラッド・シザース

 を突きつけ、挑むように片眉を持ち上げた。

「貴様らを始末して、計画を進めるまで！」

　剣を振りかぶったバグムロ・ルガンがラミィの頭上に真っ直ぐに振り下ろす。

「出来るものならな！」

　
骸核
 がいかく

 から流れる夥しい量の血を吸収し、
鋏
 ブラッド・シザース

 の血の刃は巨大な姿へと変わっていく。

「はああああっ！」

　真っ向からバグムロ・ルガンの剣を受けたラミィは、瓦礫に足をめり込ませて衝撃に耐えている。

「望み通り、このまま押しつぶしてやる」

「……てめぇの
邪法
 ゲヘナ

 の方こそ、弱ってねぇか？　刃こぼれしてるぜ」

　不敵に笑いながら剣を押し返すラミィの力に、ゼリグが咆吼を上げる。

　機体の至る所に刻まれた傷から血が噴き出し、二人の周囲に血だまりを広げていく。

「貴様を殺すのには、これで十分だ！」

　バグムロ・ルガンが、剣を合わせたままラミィを押しつぶすように力をかける。それを受け止めながら、ラミィは歯を食いしばって唇の端を吊り上げた。

「まあ、無理だろうな」

　ラミィの声に反応するように、辺り一面に広がった血が突然、杭のように尖る。

　それは瞬く間に血を吸い上げて成長し、機体に向かって放たれた。

「なっ！？　なんだ、これは！？」

　
鋏
 ブラッド・シザース

 に加勢するように無数の杭が剣を狙う。聖典の血で出来た杭は
邪法
 ゲヘナ

 の風を破り、剣を粉砕した。








「説明してやる義理はねぇよ」

　巨大な血の鋏を開いたラミィが、バグムロ・ルガンを喰うように真っ二つにする。

「ユリ……ア……ン様……——」

　崩れ落ちる機体の中から、微かにゼリグの声が響いたが、それはラミィが突き立てた
鋏
 ブラッド・シザース

 に呑み込まれてすぐに消えた。

「大悪魔ユリアン……。アルバレックの話だと、とっくに死んだはずだよな……」

　バグムロ・ルガンの返り血を浴びたラミィの身体が、修復を始める。

「……まさか、な」

　肩で息を吐きながら苦笑を漏らしたラミィは、近づいてくる気配に気づいて緊張を解いた。

「……ラミィさん！」

　血だまりの中に佇むラミィに、回復を終えたリサが駆け寄ってくる。

「やっと来たか」

　微笑んで振り返ったラミィは、
鋏
 ブラッド・シザース

 を
再封印
 リシール

 し、両の手を広げてリサを迎えた。

「待ってたぞ」

「……はい」

　泣きそうな顔をしたリサが、ラミィの胸に飛び込む。

「これが、お前の世界だ」

　その小さな身体をしっかりと抱き留めて、ラミィは返り血の残る頬をリサに寄せた。

「ようこそ、聖拝機関へ」


第三〇話　日常への回帰





　どれだけの間、眠っていただろう。

　ラミィの『命令』で記憶を総動員して報告書を記載した後のことは、何一つ思い出せなかった。

　促されるまま巡航艦を降りた頃には、ラミィに施された眷属化の契約は解けていた。

「……気分はどうだ？」

　聖拝機関の本部——時計塔を目指してラミィが蒸気バイクを疾走させている。薄桃色の髪を風に靡くままにしていたリサは、ラミィの背に頬を寄せて俯いた。

「お前はよくやった。初任務にしちゃあ上出来だ」

　背中につけた頬に、ラミィの声の響きを感じる。答える言葉が見つからず、リサは奥歯を噛みしめながらラミィの腰にしがみついた。

「……戻ったら、あいつに甘やかしてもらえよ？」

　茶化すように笑いながら、ラミィが穏やかな口調で言う。その人物がシェンフゥであると疑いなく確信したリサは、ふっと肩の力を抜き、ラミィの背に額をつけた。

「眷属化でオレの精神状態は理解出来ただろ？　戦闘時はあれぐらいを保て。その他は、ちょっと甘ちゃんなぐらいがお前らしい。可愛がり甲斐もあるしな」

「……可愛がり甲斐？」

「ん？　思い出してみるか？」

　『命令』はもう通じないにも拘わらず、脳裏にラミィとの秘め事が蘇る。

　瞬時に熱くなった頬を冷ますように上体を起こしたリサは、間近に迫る時計塔に目を凝らした。





　　　＊
 　＊
 　＊






「失礼します。代行者ラミィ・ザ・ブラッドシザース並びに執行者リサ・エーデルワイス、帰還致しました」

　ノックと同時に執務室に入ったラミィは、慇懃に述べ、許可無くソファに腰を下ろした。

「思ったより早かったな」

　執務室の安楽椅子から身体を起こしたアルバレックが、片手を伸ばして催促する。

　リサが慌てて預かっていた報告書を差し出すと、アルバレックは最初の数ページに目を通しただけでそれを机の上に投げた。

「……ラミィ、ステファンはどうした？」

「…………」

　消息を聞かれたラミィが、首にかけていた
認識票
 ドッグ・タグ

 を無言で差し出す。

　それがステファンの認識票であることを確かめたアルバレックは、苦笑を漏らしてポケットにねじ込んだ。

「コイツは俺がもらっておく。文句はねぇな？」

「あるわけねぇだろ。あいつにとっては、てめぇが家族みたいなモンなんだからな」

　ソファに背を預けながら、ラミィがすらりと伸びた足を組む。その表情はリサからはよく見えなかったが、声は明るかった。

「結局、飲み代は踏み倒されたままか……」

「なんだ、お前もか？」

　アルバレックがつられたように少しだけ笑い、前髪を掻き上げる。その視線が不意にリサへと向けられた。

「リサ」

「はい！」

　鋭い視線に身体を強ばらせて声を張り上げる。

「初任務、ご苦労」

　あからさまに緊張しているリサにアルバレックは僅かに頬の力を緩め、リサを労った。

「……あ、ありがとうございます！」

　思いがけない言葉に、深々と頭を下げる。

「以上だ。お前は、もう下がっていいぞ」

　他のことには一切言及せず、アルバレックがリサに退室を促す。

　素直に応じたリサは出入り口の扉の前まで下がり、ソファに座したままのラミィを見遣った。

「……ラミィさんは？」

「あー……、オレはちょっと積もる話があるんだよ。察してくれ」

　眉を下げ、苦笑を浮かべながらひらひらとラミィが手を振る。

「……わかりました。失礼します」

　その表情からステファンのことではないかと誤解したのだろう、リサが悲しげな顔を見せて頭を垂れながら退室した。

「……っ」

　執務室の扉が閉ざされるのを確かめてから、アルバレックが肩を揺らして笑い出す。

「積もる話ってガラじゃねぇだろ」

「……うるせぇよ」

　ラミィがアルバレックの机に寄り、その胸ぐらを掴んで引き寄せる。

「……なにがあった？」

　至近距離で目を合わせ、アルバレックが低く問う。ラミィは机の上に投げ出されたままの報告書から一枚を引き抜き、アルバレックの眼前に突きつけた。

「報告書の通りだ。今回の黒幕、大悪魔ユリアンの手引きらしいぞ」





　　　＊
 　＊
 　＊






「はぁ……風呂は命の洗濯じゃのぅ……。極楽、極楽」

「良いお湯だねぇ」

　湯気の中から先に入っているミリスとシェンフゥの声が響いてくる。

　薬草が入っているらしい湯は、薄い草色に濁り、タイルの上に零れた湯に爪先が触れるとじんわりと温かかった。

「……ふぅ。あったまるわね」

　バスタオルを巻いたまま、二人から少し離れたところから湯に浸かる。肩までゆっくりと身体を沈めたリサをシェンフゥが不思議そうに見つめた。

「ご主人、どうしたんじゃ？　そんなに離れて」

「べ、別になんでもないわよ」

　湯を吸って重くなったバスタオルが落ちないよう、片手で押さえながら、ゆっくり二人に近づく。

　と、浴槽の向こうにある洞窟の奥からラミィの声が響き渡った。

「おお！　賑やかだと思ったら、お前らだったのか」

　湯を掻き分ける音を響かせながら、真っ裸のラミィが近づいてくる。

「お姉ちゃん！」

　湯から上がったミリスが、タイルに足を取られないように注意して駆け寄り、ラミィに抱きついた。

「ちょっと見ねぇうちにまた大きくなったな、ミリス」

「えへへへ」

　一糸
纏
 まと

 わぬ姿の二人が、胸を押し合いながら抱きつき、じゃれ合っている。頭を撫でてもらったミリスは、嬉しそうにラミィの胸に顔を埋めた。

「で、任務はどうだった？」

　ミリスと肩を組み、リサとシェンフゥのいる浴槽に浸かりながらラミィが問う。

「わしらのお陰で、無事に解決じゃ」

「うん」

　シェンフゥが自慢げに頷くと、ミリスも誇らしく首を縦に振った。

「そうか、それは良い
門出
 かどで

 だったな」

　ラミィが労いながら、湯で顔を撫でる。少し離れたところからそのやりとりを見ていたリサは、ラミィと目が合い、咄嗟に逸らした。

「……リサ」

　苦笑を浮かべながらラミィが湯の表面を叩く。

「こっち来いよ。お前だって立派に任務をやり遂げたんだ、胸を張れ」

「はい！」

　ラミィの気遣いが嬉しく、声が幾分か明るくなる。リサを近くに呼び寄せたラミィは、浴槽に腕をかけて、ゆったりと身体を伸ばした。

「はぁ、しかし、広い風呂はいいな。冷てぇ水を浴びるばっかじゃ、やっぱ味気ないもんだよな」

「ふふふっ、温まる〜。ねっ、リサ」

　ミリスがぐっと近づき、リサがびくっと肩を
竦
 すく

 める。

「う、うん。……確かに、ほっとするわよね……」

　内心は穏やかではないが、こうなるとゆっくり湯に浸かる他はない。頬を引き
攣
 つ

 らせながら頷いていると、ラミィが湯を弄びながら首を傾げた。

「そう言えば、ここの風呂、こんな色だったか？」

「かかかっ、よくぞ気づいた。これはわしの特製薬草風呂じゃ」

「えっ！？」

　意識していなかったが、シェンフゥの特製という言葉にリサが慌てて湯から上がる。

「ちょ、ちょっと変な仕込み、してるんじゃないわよね？」

　咎めるような口調で問うと、シェンフゥはきょとんと目を瞬き、湯を
掬
 すく

 ってリサの前に示した。

「ん？　疲労回復と、傷の治癒に役立つ調合にしてある。まあ、気力も回復するじゃろうし、困ることなどないと思うがのぅ」

　指の隙間からゆっくりと湯が零れていく。その様子を見ていると、不思議と心が落ち着いたような気がした。

「……そういえば、ポカポカして、なんだか身体がふわふわしてるかも」

　緊張から解き放たれた感覚が、久し振りにリサを包んでいる。

「傷があれば、それも癒やしてくれるじゃろう。タオルを解いておくと良いぞ」

「……そ、そうね」

　ぎこちなく頷いて、深く湯に浸かり、タオルを緩める。湯が触れる面積が広くなったことで、身体の表面に残っていた傷に影響が及び始めたのか、じんわりとした熱が広がっていく。

「この薬草と花の匂い、甘くて好きだなぁ」

　ミリスが湯に浮かぶ花を手に、恍惚とした溜息を吐く。

「……本当に効果がありそうね。心なしか肌もしっとりしてきたみたい」

　湯で滑らせるように肌を撫でながら、右腕をじっくりと眺める。刀を握ることもままならなかったはずの右腕は、ラミィの聖典の血と、シェンフゥの薬湯の効果で傷痕がわからないほどに回復していた。

「たまには、いいことをするのね。シェンフゥ」

「かかかっ！　湯から上がる頃には、肌もつるつるじゃ。ますます若返るぞ、ご主人」

　気を良くしたのか、シェンフゥが勢いよく立ち上がり、はしゃいだ様子で湯をかけてくる。

「きゃっ、なにすんのよ」

　咄嗟に湯から上がって避けたが、キスマークのことを思い出し、慌てて胸元を抑えて湯に潜った。

「ふふふっ、楽しぃねぇ」

　ゆったりと足を泳がせていたミリスが、リサの横を過ぎ、シェンフゥの方へと泳ぎ寄っていく。

「ふわふわって言えば……。ねっ、シェンフゥ、私、あのときのこと、思い出し——」

「えっ、あのとき？」

　意味ありげな言葉に反応し、思わず声が漏れる。リサの反応にシェンフゥは背筋を正し、明らかに
狼狽
 ろうばい

 した様子を見せた。

「い、いや、なんでもない……。なんでもないぞ、ご主人」

「まあ、いいんじゃねぇの。オレたちみたいに、一夜の過ちとかそういうのがあっても。なあ、リサ」

「へっ！？」

　ラミィから思いがけない爆弾発言が放たれ、リサが素っ頓狂な声を上げる。

「ご、ご主人、もしや……」

「な、なんでもないわよ」

　疑いの目を向けられ、咄嗟にバスタオルを持ち上げて胸元を覆う。その様子を眺めていたラミィが湯から上がり、リサのタオルを引いた。

「今更隠しても仕方ねぇって、ほら、取っちまえよ」

「きゃっ！」

　湯を吸った重みもあり、バスタオルが簡単にリサの身体から外される。

「……っ！」

　慌てて湯に潜ったリサは、浴槽を泳いで三人から離れた。

「い、今のは……？」

　リサの胸についた小さな痣のようなものを見つけ、シェンフゥが困惑の声を上げている。

「まあ、そういうことだ」

　あっけらかんとラミィが言い放つと、ミリスが頬を膨らませて勢いよく湯から立ち上がった。

「えっ、ずるい。私もリサとするー！」

「お、落ち着くんじゃ！　そもそもご主人はわしのじゃぞー！」

　湯から顔を出したリサに、ミリスとシェンフゥが密着する。

「……へっ？」

「じゃあ、シェンフゥも一緒に、ね？」

「おう、楽しそうだな。オレも混ぜてくれ」

　ミリスの迷言にラミィが便乗し、裸の三人に取り囲まれたリサは目を白黒させながら必死に逃げ場を探した。

「え……ちょっと待って……」

「まあ、ここは公平に行くか。リサ、誰か選べよ」

　詰め寄られて困惑するリサに、ラミィが提案する。

「……っ」

「ご主人……」

　考えるよりも先に、リサは自然にシェンフゥの手を取っていた。

「えぇー、やっぱり契約の方が強いのね」

　ミリスが楽しそうに落胆の声を上げている。

「まあ、元サヤってやつか？」

　一方のシェンフゥは、リサに選ばれたことで感無量の表情を浮かべている。

　いつもならば軽口のひとつやふたつを叩くシェンフゥが、このときばかりはなにも言わないことに、リサは拳を握りしめた。

「……なんとか言いなさいよ、このエロぎつね！！」

「ぎゃん！」

　リサの軽い鉄拳がシェンフゥの頭を直撃する。

「はははっ、夫婦漫才みてぇだな」

　二人の様子をラミィが茶化し、ミリスと共に微笑み合っている。

「夫婦なわけないじゃないですか」

　異論を述べながらも、シェンフゥが隣にいるだけで、いつもの感覚が戻ってくる。

　——ようこそ、聖拝機関へ。

　ラミィの言葉が脳裏に蘇る。新しい日常の始まりに、リサは
漸
 ようや

 く心からの微笑みを浮かべた。








書き下ろし





　温かな湯に浸かって人心地が付いた頃、授業を終えたアミラとシェリーがやってきた。

「は、はじめまして！　ラミィさん！　あたしたち、候補生の——」

「ここは裸の付き合いだ。オレのことは気にすんなよ。それより、リサたちに会いに来たんだろ？」

　ラミィが鷹揚な態度で応じ、普段通り振る舞うように促す。アミラは少し戸惑ったようだが、シェリーに促され、リサの方を真っ直ぐに見つめた。

「初任務お疲れさまでした、リサ先輩！　あたし、お背中流します！」

　興奮を隠しきれない様子で尻尾をぴんと立てたアミラが、大股で浴槽に迫ってくる。

「アミラ、どうしてここに……？」

「地下の大浴場が開放されていたので、そういうことだと理解しました」

　アミラのやや後ろで髪をほどいたシェリーが代わりに答えた。

「おっと、貸し切りにしておけばよかったかのぅ」

「意地悪なこと言わないの。それにアミラはシェリーと付き合ってるんだし……」

　シェンフゥの独り言に答えながら、リサは浴槽の縁に寄った。

「あ、でも、アミラ。気持ちは嬉しいけど、洗うならシェリーを洗ってあげたらどう？」

「それはもちろんやります！　でも、まずはリサ先輩を労いたいんです」

「お見送りにも行けませんでしたし、そうさせてあげてください」

　リサの気遣いにアミラは首を横に振り、シェリーは嫉妬もあるのか少し複雑そうな笑顔を浮かべて表面上の同意を示している。シェリーの表情が見えないアミラは、理解のある恋人の返答に満足している様子だ。

（あんまり嫉妬させないようにしないと……）

　この場で波風を立てるのは得策ではないと判断し、リサも笑顔を浮かべた。

「じゃあ、お願いするわね」

　温まった肌は、既に桃色に変わっている。全身の細かな傷や痕がほぼ目立たなくなっていることを確認しつつ、リサはタオルを巻いたまま湯船を出た。

「お姉ちゃんも、背中流してあげるねぇ」

　上気した頬に親しみのある笑みを浮かべ、ミリスがラミィを誘う。

「おう、気が利くな」

　すぐに応じたラミィが洗い場へと移動すると、浴槽にはシェンフゥが一人残された。

「ご主人〜、わしも疲れを流してやるぞ」

「あんたは、そこでゆっくりしてなさい」

　なにかしらの反論が来ても突っぱねるつもりでいたが、シェンフゥは湯船で身体を泳がせながら大人しく留まっている。その傍らで、かけ湯で身体を清めたシェリーがゆっくりと湯船に身体を浸した。

「……今日はアミラの邪魔、しないんですね」

「身体を洗うくらいは許してやらんとなぁ。ご主人はわしのものじゃし、今夜の『食事』に備えて体力も温存しておかねばな。かかかっ！」

　二人の会話が浴場に木霊し、リサは恥ずかしさで思わず振り返った。

「シェリーになんてこと話してるのよ！」

「おや、身体を洗うよりも『食事』の方がよいのじゃろう？」

「誰もそんなこと言ってないでしょ！」

　アミラが用意していた手桶の湯を取り、シェンフゥの方にぶちまける。シェリーは素早く移動して水しぶきから逃れたが、シェンフゥはそれを甘んじて受けた。

　初任務のこともあり、シェンフゥにも多くの疲労や見た目にはわからない損傷があるのだろう。だが、セーフハウスでのラミィとのこともあり、シェンフゥと肌を合わせるのが少し怖い気もする。

　——もし、シェンフゥにバレたら……。

　その不安をと動揺を誤魔化すように湯を引っかけたのだが、少しやり過ぎだっただろうか。だが、真正面から湯をかぶったシェンフゥは、いつもの笑顔を見せて快活に笑った。

「かかかっ！　そこまで照れるとは、今夜は攻略し甲斐がありそうじゃ」

「バカ……」

　シェンフゥの反応に爪先がくすぐったくなる。意思とは関係なく反応してしまうラミィの血とは異なる、甘く優しいあの感覚を懐かしいと思ってしまった。その途端、シェンフゥとの『食事』の感覚が身体に蘇り、頬に熱がのぼってきた。

「……あれぇ？　リサ、顔が真っ赤だよ？」

「ち、ちょっとのぼせて——」

　思わぬところでミリスの指摘が入り、慌てて首を巡らせる。言い訳を述べようとしたリサは、ラミィの背中を洗うミリスの姿に驚愕して目を見開いた。

「ちょ……、ミ、ミリス……？」

「どうかした？」

　動揺を隠せず、今度こそ顔が真っ赤になるリサに、ミリスがきょとんとした様子で訊ねてくる。そうしている間にも、ミリスは身体をゆったりと上下に揺らし、ラミィの背中を自分の胸で洗い続けている。

　たっぷりと泡立てられた石鹸が、儚い
泡沫
 ほうまつ

 となって二人の身体の間を頼りなく隔てている。艶めかしく腰をくねらせるようにしてラミィの身体に胸を押しつけるミリスの姿に、リサははっと我に返って叫んだ。

「……なんて洗い方をしてるのよー！！」

「ん？　……なんか変か？」

　リサの叫びに驚いたようにラミィが振り返る。ミリスは不思議そうに首を傾げ、洗い方を教えようとしてか、リサに見えるように少し位置を変え、艶めかしく身体をくねらせた。

「こうして洗うと、私も一緒に洗えて一石二鳥なんだよ」

　屈託のない笑顔を浮かべてミリスが説明する。

「あ……あ……」

　衝撃的な光景から目が離せなくなったリサが、くらくらとした目眩を覚えながら額を抑える。

「確かにそうですね。あたしも、これ、やります」

「ばっ、馬鹿なこと言わないの」

　素直で影響されやすいアミラの申し出を、リサは咄嗟に突っぱねる。

「……別に、馬鹿ってことはねぇと思うけどな」

　ラミィとミリスは不思議そうにリサを
一瞥
 いちべつ

 し、顔を見合わせた。

「ねー？」

　ラミィに抱きついたミリスが、蠱惑的な笑みを浮かべてリサを誘っている。

「……だ、そうですよ。大先輩のラミィさんもそう言ってますし」

　大先輩に失礼がないようにとの配慮なのか、それともミリスの影響なのか、アミラが身体に石鹸の泡を纏わせながら迫ってくる。この状況では、断固として拒否するわけにもいかず、リサはぐっと拒絶の言葉を呑み込んだ。

（そういえばミリスもアミラも、こういう子だったわね……）

　諦めの混じった溜息を吐くうちに、懐かしい感覚が蘇ってくる。

（あれ、この感覚……）

　たった数日の間で失われていたものが繋がるような予感に、湯船のシェンフゥへと視線を移すと、シェンフゥも目を合わせて微笑んだ。

「何事も経験じゃ。アミラよ、わしに手本を見せるつもりでやっておくれ」

「……この、エロ狐」

　シェンフゥの意図はどうやらリサとは違うところにあったようだ。だが、厳しい初任務を終えても変わらない姿が、リサに安堵をもたらした。

「……あ、でも、まだ自信ないし、今度がいいかも……？」

　さすがにシェリーの嫉妬に気づいたのか、アミラが急に考えを変える。それを聞いたシェンフゥが、ここぞとばかりに立ち上がり、リサに接近した。

「かかかっ！　では、このわしが手本を見せてやろう」

「ちょっ、勝手にタオルを取らないで」

　バスタオルに伸ばされた手を思わず撥ね除ける。シェンフゥは、リサのその反応に露骨に傷ついたような顔をした。

「……どうしたんじゃ？　今日はやけに必死じゃが……。まさか、本当に……？」

「ち、違うわよ……？」

　しどろもどろになったリサがラミィに助けを求める。ミリスと頬を合わせるようにして顔を洗わせていたラミィは、リサの視線に気づき芝居がかった仕草で首を傾げた。

「さあ、どうだろうなぁ？」

「ラミィさん！」

　ラミィの表情は、明らかにこの状況を面白がっている。からかわれたリサが思わず声を上げると、ミリスがゆったりとラミィと離れながら立ち上がった。

「お姉ちゃん、あんまりリサをいじめちゃダメ。……でも、何があったのかは、気になるなぁ」

　シェンフゥに加勢しようとしてか、ミリスが身体に泡を纏わせたまま、近づいてくる。

「……ち、違う……違うわ……」

　否定の言葉を呟きながら半歩下がるが、すぐにシェンフゥに詰め寄られた。

「ならば、なにも隠すことはあるまい？　わしとご主人の仲じゃろう？」

「それは、そうなんだけど……」

「よく分からないですが、隠し事はよくないですよ、リサ先輩」

　答える間に、シェンフゥが素早くリサの背後に回る。ミリスに続いてアミラも加勢した。

「……じゃあ、確かめてみようよ。えいっ！」

　小悪魔的に微笑んだミリスが、全く予備動作を感じさせずにリサの身体からバスタオルを剥ぎ取る。

「え……？　きゃあああっ」

　一糸
纏
 まと

 わぬ姿にされたことに気づいたリサは、なんとか身体を隠そうとしたが、シェンフゥが抱きついたことで、それを阻止されてしまった。

（こんな近くで見たら、さすがに……）

　薄くはなっていたものの、それがキスマークの痕だとシェンフゥにならわかってしまう。一番見られたくない相手に、至近距離で見られたと思うと怖くなって思わず目を閉じた。

「……綺麗に治ってんじゃねぇか」

　誰よりも早く口を開いたのは、ラミィだった。

「え？」

「傷だよ。見せてみろよ。結構深かっただろ、あれ」

　リサにだけわかるように目配せしながら、ラミィが促す。

「……そういえば……」

　促されるまま、シェンフゥをゆっくりと引き剥がしながら自分の身体を検める。傷痕も、あのキスマークも跡形もなく消えてなくなっていた。

「……治ってる……」

「わしの薬湯のお陰じゃのぅ」

　驚きの表情を浮かべるリサの肌を撫で、シェンフゥが褒めてくれと言わんばかりに顔を近づけて覗き込む。

「……なーんだ。心配させないようにってことだったんだねぇ」

　ミリスが笑ってリサの身体を指先でつとなぞる。柔らかく肌に触れる指は、少し冷たく、その感覚を主張してくる。

「……んっ」

　ミリスの指先に触れられたリサは身を捩り、漏れそうになった声を辛うじて押し殺した。

「ご主人！　そこまでわしのことを……」

　感動に声を震わせながら、シェンフゥが背後からリサに抱きつく。その背に触れる柔らかな二つの膨らみに、リサは身体中の血が沸騰しそうな感覚に目を見開いた。

「ち、違う……。あ……違わないけど、そうじゃなくて……」

「あんまり喋るとボロが出るぞ。お前、嘘が下手だなぁ」

　いつのまにかラミィの身体を洗う作業に戻ったミリスが、ラミィの太腿に
跨
 また

 がって、手と身体を使って艶めかしく身体を動かしている。

「ミ、ミリス先輩、さすがにそれは……」

　アミラには刺激が強すぎるのか、手で顔を覆っているが、その目は指の隙間から見知るの動きに釘付けになっている。

「素直なところが、リサの良いところだよ。私は、そういうの大好きなんだぁ」

「……うぅ……」

　ミリスもラミィも全く恥じらう様子もなく、直視するには刺激的過ぎる洗い方で互いの身体を撫で合っている。

「では、やはり、ここはわしがご主人を労って、しっかりと背中を流してやらねばなるまいな」

「背中はあたしがやります」

　シェンフゥの宣言に、アミラが横やりを入れる。

「でも、大事な身体の前の方は譲ってあげますよ」

「おう、そうしてやれ」

　リサが断る前にラミィが許可を出す。

「私も一緒に洗ってあげるからね。とっても気持ちいいんだよ」

「えっ？」

　ラミィを洗い終わったのか、全身に泡を
纏
 まと

 わせ直しながら、ミリスがリサの腕を取って胸に導いた。

「しっかり洗ってもらえよ。こういう裸の付き合いは大事だからな。それが出来るうちが、華ってやつだ」

　かなり特殊な状況ではあるが、ラミィの言っていることは理解出来る。

「……はい」

　明るく語る声が持つ重みを噛みしめるように、リサは複雑に笑って頷いた。


あとがき

　読了ありがとうございました！

　作者のエルトリアです。

　第三巻『新米執行者リサ』如何でしたでしょうか！？

　もし、楽しんで頂けましたら大変うれしく思います！





　さてさて、ツンケモも等々三巻まで来ました。今回からはリサも候補生から執行者になり、まだ戦うことへの覚悟が決まっていなかったリサの脆さや未熟さを見せる物語でした。

　この章でリサは先輩のラミィを通して様々なことを学び、強さと覚悟を得ます。リサにとってラミィは尊敬する先輩で、目指すべき目標になります。リサがでっかい太刀を使うようになったのは実はラミィに憧れてるのが理由でした。（なのでこの章ではまだ短い刀を使っています）





　次章では、今回の物語の裏側。もう一人の主人公ともいうべきシェンフゥ視点の物語を見せる予定です。発売は夏頃を予定しております。是非是非、楽しみにお待ち頂ければと思います！





　今回は本文執筆担当の藤本透からもあとがきメッセージがあります！









　リサとシェンフゥの物語、第三弾「新米執行者リサ」を、お読みくださいましてありがとうございます。小説執筆担当の藤本透と申します。

　本作は、前作「学び舎のリサ」のエピローグから約二か月後、過酷な初任務を軸に、執行者とは何か、という問いをリサに投げかけるストーリーとなっております。

　聖典による絶大な力を持つ代行者ラミィの力を借りて活路を開きつつ、自分なりの答えを見出していく物語、いかがだったでしょうか。

　改稿にあたり、お馴染みのキャラクターの出番を追加したりと、心を込めて執筆致しましたので、お楽しみいただけましたなら幸甚です。

　関係者のみなさま、そして最後まで本作をお読み下さいました皆さまに感謝しつつ、また次作でお逢いできますよう。



ツンデレご主人様とケモミミ従者がゆく魔族討伐の百合旅 （３）






著者　　　藤本透


＊
 本書は（株）ボイジャーのRomancer
 で作成されました。
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